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　　　　プロローグ







　十月某日。あるゲーム制作会社の会議室に、十人ほどの男女が集まっていた。月に一度行われる定例会議である。小さな会社のため会議室は休きゆう憩けい室しつを兼ねており、まずは机を動かすところから始まる。

　配られた資料をもとに、会議が始まった。時刻は午前九時半。頭が冴える午前中に会議をするというのがこの会社の慣例である。

　議題は主にこの会社が社の未来を賭かけて作り上げたネットゲーム「勇ゆう魔ま戦せん争そうオンライン」について。リリースから二年が経過し、今まで大きなトラブルもなく運営を続けている。この一ヶ月で新規入会、または退会した人数が報告され、徐々にだがユーザーは増加傾向にある。

　会議の進行役であり開発責任者の望もち月づきは、部下たちの報告を聞きながら時折手帳にメモを書き込んでいる。

「期間限定のキャンペーンは？」

「はい。新規入会者には限定のアクセサリーを配布しています。先月から広告を打っていますが、反応は悪くありません」

「問い合わせ関係は？　何か変わったことはあるか？」

「えー、課金について親からの問い合わせは一定数ありますね。まあソーシャルゲームの課金は問題視されてますから、当然かと思います」

「うちは月額だけで都度課金はないことをホームページで強調しておくか」

　ホームページの管理を担当している高たか尾おが「今週中にはやっておきます」と返事をした。彼は先日、始めて二ヶ月のアクアリウムに飽きたことで有名だった。

　会議も後半になった頃、一人の社員が「いいですか」と手を上げた。

「今回皆さんの意見を聞きたいのは、勇ゆう者しや軍ぐんについてです」

　発言したのは若手の長なが尾おだった。若手といっても業績不振でしばらく新卒を採っていないので、一番若い長尾でも三十手前だ。彼は先日、富士登山を甘く見ていて痛い目に遭ったことで有名だった。

　勇魔戦争オンラインは勇者軍と魔ま王おう軍ぐんに分かれてプレイヤーどうしで戦うことを醍だい醐ご味みとしているゲーム。力を合わせて強力なモンスターを倒そうというコンセプトのネットゲームの人気が高いこの国で、勇魔戦争は異色でもあった。

「勇者軍に何か問題でもあるのか？」

　望月が訊きくと、長尾は「はい」と頷うなずいた。

「勇ゆう者しや軍ぐんのリーダー、勇者マミがずっと勇者を続けていることです」

　望もち月づきは動揺を表に出さないように努めた。ここでマミの名前を聞くとは予想していなかった。

「そろそろ交代してもってこと？」

　希少な女子社員である寺てら尾おが言った。女子と言っても三十を過ぎているが。彼女は先日、人生初のまつ毛エクステを体験したことで有名だった。

「そうです。魔ま王おうは何回か交代しましたが、勇者はマミだけです。この前の魔王城攻防戦でも倒れませんでしたし、マンネリ化を防ぐ意味でも、別の誰だれかが勇者になってみてもいいと思います」

　プレイヤーどうしの戦せん闘とうを売りにしているため、このゲームでは味方を攻こう撃げきすることも可能になっている。そのせいでＰＫが多発する環かん境きようなのだが、ユーザーにはそれも「込み」で参加してもらいたいという思いがある。実際、好んでＰＫをして、敢あえて悪役を楽しんでいるプレイヤーもいるし、ＰＫ狩りを生業にしているようなプレイヤーもいる。よほど悪質でない限り、運営側も口を出さない。

　運営側としては、内乱や下げ剋こく上じようなどの生々しいイベントを期待している部分もあった。が、今のところ勇者軍でそのような事態になったことはない。

「あれだろ？　掲示板の書き込み見る限り、マミってリアルでかなり人気あるみたいじゃん。マミのおかげで同じ高校の男子がたくさん入会してくれたのは嬉うれしいけど、そいつらが取り巻きみたいになってて、裏切りとかが出にくいんだよな」

　次に発言したのは牛うし尾おだ。彼は先日、会社の健康診断で精密検査を受けるよう勧められたことで有名だった。

「そういえばそんな話だったな。じゃあ何？　マミってガチで美少女女子高生なの？　どっかで顔晒さらしてないの？」

　丸まる尾おは少し興奮していた。彼は先日、二時間おきに四回も職務質問を受けたことで有名だった。

　美少女に決まっているだろ、大事に大事に育てたんだから。望月はそう言いたい気持ちを抑えた。もちろん写真は携帯に何枚も保存されている。

「長なが尾お、具体的にはどうしたいんだ？　こちらが干渉するということか？」

　望月が訊きいた。

「ええ。例えば勇者にダメージを与えやすい武器を作るとか……。あ、もちろん魔王側でも同じことをしないと露ろ骨こつなんで、そっちも同時に……」

「ちょっとざっくり過ぎ。言いたいことはわかるんだけど、もっと練ってから議題にしてくれよ」

　牛尾に指摘され、長尾は小さく返事をした。

「じゃあ長尾、次の定例会議までに具体案をまとめてくれ。そしたらまた議題にして話し合おう」

　望もち月づきは内心でほっとしていた。まだマミは勇ゆう者しやを続けられる。

　すると、今まで黙だまっていた浅あさ尾おが口を開いた。彼は先日、駐ちゆう輪りん場じように置いたはずの自転車を撤てつ去きよされたことで有名だった。

「いえ望月さん。その必要はなさそうですよ」

「……どういうことだ？」

「こちらが何もしなくても、勇者軍内で興味深い動きがあるようです」

　浅尾は熱心な社員で、ゲーム内のチャットログからの情報収集や、非公式掲示板にも頻ひん繁ぱんに目を通し、勇ゆう魔ま戦争の動向を気にかけていた。ちょっとしたトラブルにもすぐに対応してくれる優秀な人材だ。

「……そうか」

　さすがに望月は言えなかった。

　うちの娘だから、勇者をやらせてやってくれ、とは。

「それと望月さん、この前提案した、ダメージの際に血しぶきがえげつなく飛ぶ仕様の件は……」

「それは却下だって言っただろ！」













　　　　第１話　ＩＥとファイヤーフォックス







「カフェで働く人を『ギャルソン』っていうじゃん？　だったらさ、猫カフェにいる猫を『ニャルソン』って呼んでもいいと思うんだ」

「急に何!?」

　リオの発言にツッコんだのは賢けん者じやだった。実際はどうかわからないが、女キャラクターである。ローブをすっぽり着込んで、武器は杖つえというオーソドックスな外見だが、頭にアクセサリーの猫耳がくっついている。表示されている名前は「紫し乃の」。

「いやだって、紫乃が何か話してって言うから」

「何でもよすぎ！」

　初はつ島しま理り央おは、「リオ」という名前でこの勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインに参加している。今日は紫乃と二人でクエストに出ていた。リオと紫乃は勇ゆう者しや軍ぐんのリーダー、勇者マミと同じパーティであり、「親しん衛えい隊たい」と呼ばれている。リオは親衛隊に入ってから日が浅く、レベルは１００を超えたものの、まだまだ紫乃たちメンバーには追いついていない。今日も、リオのレベルに合わせて紫乃にとっては簡単なクエストに付き合ってもらっている。

「この贅ぜい沢たくさんめ」

「いや、まさかそんな話ふられるとは思ってなかったからさ。リアルでもそんな感じなの？」

「んなことはねえって。俺だって犬のこと考える時もある」

「猫とか犬の問題じゃなくて！」

　その時、二人の前に三体のモンスターが出現した。リオにとっては少し苦戦し、紫乃にとっては楽勝な相手だ。

「うおっ、やべっ」

「私がＨＰ削るから、トドメはちゃんとやってよ」

　紫乃はバックステップで距きよ離りを取ると、詠唱の短い魔ま法ほうを連発した。それでも十分に強力で、あっという間にモンスターが瀕ひん死しになる。さらに空から木の杭くいが降ってきて魔ま物ものたちを地面に縫ぬいつけた。リオが攻こう撃げきしやすいようにしてくれたのだ。

「助かる！」

　リオは両手に持った包丁で動けないモンスターを攻撃した。リオの職業は料コ理ツ人ク。この世界の中では比較的数の少ない部類に入る。白いコックコートを基調とし、腕と脚を鎧よろいで固めるという不思議な格好をしている。だが、慣れてくるとこれもアリなのではないかと思えてきた。

　勇魔戦争というゲームは、開始時に自由に職業を選べない。いくつかの質問に答えることで決定されるのだ。こちらは月額料を支払っているというのに職業すら選べないとは、なかなかに挑戦的でもある。が、ＰＫを推奨するような仕様など、このゲームの斬新な部分を挙げていったらキリがない。

　理り央おだってもちろん、料コ理ツ人クになりたいと思って始めたわけじゃない。もっと前線で戦うような剣けん士しとか武ぶ闘とう家かになりたかった。でも料理人もやってみたら悪くなく、転職のシステムもあるが、今のところ料理人を辞めるつもりはない。それに料理人だったからこそ初心者にもかかわらず親しん衛えい隊たいに入れたのだ。

　リオの必死の攻こう撃げきによってモンスターは全滅した。紫し乃のの魔ま法ほうのおかげで無傷の勝利である。トドメを刺したプレイヤーに経験値が多く配分されるので、これが好ましいレベル上げの方法になる。

「どうする？　まだやる？　私は余裕あるけど」

　紫乃は専門学生であることを明かしている。理央はてっきり大学生だと思っていたが、予想が外れた。どんな時間割なのか知らないが、明日の朝は授業がないのだろう。ちゃんと毎朝通学しなくてはいけない高校生とは生活のサイクルが違う。ちなみにどんな専門なのかは教えてもらっていない。

　携帯で確認すると、夜の十一時になろうとしていた。

「まだ頼たのむ。明日は地理があるからそこで寝る」

「あはは。甘い先生なんだ。年上としては、一応ちゃんと勉強しなさいって言っておくけどね」

「来週から本気出す」

　ノートに関しては、頼たよれる幼おさな馴な染じみがいるし。

「寝坊して遅刻はしないでね。マミちゃん、そういうの怒るでしょ？」

「わかってる。そろそろ料理作るぞ」

「どーもー」

　リオは包丁をフライパンに持ち替え、せっせと料理を始めた。食材はさっき倒したモンスターの肉。

　料理人が習得する「調理」スキルこそが、この職業最大の特徴だ。人は動いていれば腹が減る。腹が減っては戦はできぬ。そんな当たり前の要素を勇ゆう魔ま戦せん争そうは取り入れている。それが「空腹値」だ。この値が減少、つまり空腹になると動きが鈍くなるように設定されている。解消するには何か食べる必要があり、大抵のプレイヤーは保存食のアイテムで済ます。しかし、調理スキルがあればその場で調達した食材で料理を作ることができ、作りたての料理を食べることで、空腹の解消と同時に士気が上がるという恩恵がある。

「士気」はアイテムや魔法では上げることが難しい数値で、クリティカル確率や合体技の成功率などに関わってくる。

「できたぞ」

「ありがと。んー、エクレアうまー」

　肉からエクレアはできない。どうやらリアルで食べているらしい。

　普段モンスターを相手に戦っている時は、士気はそれほど重要視されていなかった。しかしプレイヤーどうしの戦いでしかも長期戦となれば、士気の高さがじわじわと戦局に影えい響きようを及ぼす。一週間ほど前の「魔ま王おう城じよう攻防戦」でそれが証明され、ハズレとされていた料コ理ツ人クという職業が見直されつつあった。

「……なんかさ、料理人増えたよな」

　リオは最近の素直な感想を言った。

「増えたねー。転職って結構お金かかるんだけど。レベルも１からになるし」

　料理人リオが活かつ躍やくしたことで、今の職を捨てて料理人に転向するプレイヤーが出てきた。ハズレ扱いが撤てつ回かいされたのは嬉うれしいが、自分の希少性がなくなってしまうのは残念でもあった。自分よりも優秀な料理人が誕生してしまったら、リオは用無しになって親しん衛えい隊たいをクビになるのではないか。そんなことにはならないと思いながらも、不安がよぎる時もある。

　またモンスターが現れた。リオは慎重に戦わないと死ぬ可能性があるが、紫し乃のは多少攻こう撃げきを受けても問題ない。紫乃のレベルからするとほとんど足しにならない経験値だが、嫌な顔せずにリオに付き合ってくれている。

　それから一時間ほどレベル上げを続け、日付が変わる頃に解散することになった。

　近くの村に帰る途中、紫乃が言った。

「ねえ、マミちゃんは元気？　あ、リアルの方ね」

「リアルの？　普通じゃね？」

　リオたち勇ゆう者しや軍ぐんのリーダー、勇者マミは理り央おの高校のクラスメイトでもある。むしろ、マミ目当てでこのゲームを始めたと言っていい。理央はパソコンを持っていなかったので、夏休みのアルバイトから始めたのだ。

「ならいいんだけど」

「あー、あれか。前に負けたからってヘコんでるんじゃねえかってこと？」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインがリリースされてから初めての大規模な戦争となった第一次魔王城攻防戦は、勇者軍が魔王城の門を壊こわし攻め入るも、魔ま王おう軍ぐんの抵抗によって撤退という結果となった。

　各軍に一人しかいない勇者、魔王ともに倒れることはなかったが、戦せん闘とう不能になったプレイヤーは多数。さらに勇者軍が占領していた領土も、勢いに乗った魔王軍に奪い返されるという、勇者軍には大きな被害も出た。

　マミは、その敗戦を重く受け止めているのではないかと紫乃は心配しているのだ。

「それもあるけど」

「他に何かあんの？」

「掲示板とか見てない？　リコールの声が出てるんだよ」

「ブラジャーの？」

「それはワコール」

「ゼニガメの？」

「それはカメール」

「国や地方公共団体の公職にある奴やつを、任期満了前に国民とか住民の意思によって罷ひ免めんする制度だろ？」

「急に詳しい！」

「ちょうど公民でやったんだよ」

　珍しく起きていたのだ。

「知ってるなら遠回りしないでよ……。でもま、そういうこと。やっぱ『負けたんだから責任取れ』って言う人はいるんだよ」

　紫し乃のの顔の隣となりに吹き出しが出てきて、中で汗のマークが揺れる。他にも音符や星のマークなど、こうやって感情を表現できる。

「政治家みたいだな……」

「気持ちはわからなくもないよ。誰だれだって勇ゆう者しやになりたいでしょ」

　数ある職業の中で、「勇者」と「魔ま王おう」は一人しかなれない。そのため、マミが勇者を続けている限り、他のプレイヤーが勇者になるチャンスはないのだ。だからこそ、マミに敗戦の責任という形で勇者を辞めさせたいのだろう。

「でも、本人は辞める気ないみたいだぜ。逆に魔王が手ごわくてわくわくしてるよ」

「ならいいんだけど。でもさ、ネットって色んな人がいるし、容赦なく言ってくる連中も絶対に出てくるからさ」

「相手にしなきゃいいんだよ。それに、そういうのから守るのも親しん衛えい隊たいの仕事じゃん」

　最近はキーボードにも慣れて、滑らかに文字を打てるようになってきている。

「お、カッコいいね」

「俺はここ数年、カッコ悪かったことがない」

「はいはい」

　そろそろ村に着く。消費したアイテムだけ買い足しておこうと考えていると、パソコンから音が鳴った。あまり聞き慣れないこの音は。

「リオくん！」

「わかってる。行こう！」

　音の正体は救難信号だ。一定の範はん囲い内ないで、勇者軍のプレイヤーが助けを求めている。リオは初めてのプレイでＰＫに襲おそわれているが、その時はこの機能があると知らなかった。

　リオはともかく、高レベルの紫乃がいる。危機に瀕ひんしている味方を助けられるはずだ。

　理央は走りながら思考を巡らせる。想定される事態はいくつかある。予想以上に強いモンスターに遭遇してしまったか、魔ま王おう軍ぐんのプレイヤーと鉢合わせて戦せん闘とうになったか、もしくは……。

「この辺なんだけど……」

　たどり着いたのは深い森の中。

　紫し乃のはすぐに回復魔ま法ほうが使えるように準備をしている。が、近くで戦闘が起きている気配はない。

　あの救難信号は間違いだったのだろうか。警戒しながら周辺を探していると、倒れている三人のプレイヤーを発見した。

「おい！」

　リオが声をかけるが、遅かった。すでに三人のＨＰは０になっていた。勇ゆう魔ま戦せん争そうはプレイヤーどうしの戦闘がメインなので、死亡してもすぐに復活できてしまうと戦闘が終わらない。そういう理由から、死者を復活させるアイテムや魔法が存在しない。一度ＨＰが０になったらお金とアイテムを落として強制ログアウトとなり、そこから五時間はログインできない決まりになっている。

　また、死亡してからログアウトになるまで少しだけ発言できるようになっている。が、この三人はすでに死亡してから時間が経たっているようで、何も声に出すことなく体が薄うすくなっていき、消えてしまった。強制ログアウトだ。

　誰だれがやったんだ。モンスターに倒されたのであれば、そのモンスターが近くにいるはずだ。しかし、その気配はない。そうなれば、犯人はこの場から逃げたということ。つまりプレイヤーの仕業だ。

　問題は魔王軍か、それとも勇ゆう者しや軍ぐんか。敵にやられたのか、味方にやられたのか。

「リオくん、見て」

　紫乃が指した先には、金貨が散らばっていた。それに加えていくつかのアイテム。死亡のペナルティとしてさっきの三人が落とした物だ。

「金もアイテムも回収してない……」

　回収する時間も惜しんで逃げたのか。

「うん。犯人は物が目当てだったんじゃなくて、ＰＫそのものが目的だったってことだよ」

「あの三人に恨みがあったとか？」

「もちろんその可能性もあるよ。ただのケンカってオチかも。……ううん。だったらアイテムも持っていくよね」

「通り魔」「愉快犯」という単語が頭をよぎった。

「わっかんねえな。やられた奴やつらが次にログインできるの待ってたら朝になっちまう」

　魔王軍にやられたのなら仕方ない。勇魔戦争はその名の通り、勇者軍と魔王軍が戦争をするゲームなのだから。敵と出会えば戦闘になるのは必然。

　だがこの辺りは勇者軍の領土で、簡単に魔王軍のプレイヤーが入ってこられる場所ではない。やはり、味方によるＰＫだろうか。ＰＫにいい思い出がない理り央おは、見つけ出してぶっ飛ばしたい気分だ。

「彼らのお金とアイテムは私が回収しておくね。取りに来てくれれば返すって掲示板に書き込めば、来てくれると思う。リオくんはマミちゃんに報告よろしく」

「おう。学校で会うからな」

　紫し乃のと楽しくレベル上げをしていたのに、なんだか後味の悪いログアウトとなってしまった。早く犯人を見つけて懲こらしめてやらないと。

　理央は勇ゆう魔ま戦せん争そうの画面を閉じると、リビングから勝手に持ってきたハンドモップでパソコン周辺を掃除。わかってはいるのだ。こんな丁寧に扱うのも最初のうちだけだと。人間なんてしょせんそんなものだと。

　さて、理央がアルバイト代を貯ためて手に入れたパソコンは「葉は月づきさん」という。八月に買ったという理由で名付けたのだ。勇魔戦争と、アレなサイトを見るくらいしか使っておらず、葉月さんには申し訳ない気持ちでいっぱいだ。もし葉月さんが喋しやべれるのなら、きっと「もう、エッチな画像や動画ばかり見せないでください。セクハラですよ」とか言うに違いない。

「……それもいいな」

　おっと、気持ちが声になって漏れた。

「兄ちゃん」

「へひゃぅっ」

　いきなり後ろから呼ばれて飛び上がる。振り返れば妹の凛りん子こ。いつものサイドポニーはおろしていて、パジャマ姿だった。中学生なのにこんな時間まで起きているなんて兄としては将来が不安でならない。

　と思ったことは一度もなく、理央は凛子を自慢の妹だと思っている。成績もよく、頭の回転も速い。同じ親から生まれたとは思えないくらいのしっかり者だ。

　そんな妹は、驚おどろいて変な声を出した兄を見て「ふうん」と言った。

「今週はそのリアクションなんだ」

「なんだそりゃ」

「先週は『ふぉそぃっ！』だったから」

　そういえばそんな声も出した。

「俺の奇声なんて覚えててどうする。……で、何か用か？」

　凛子はちらりとパソコン画面を見た。

「もうログアウトしちゃった？　なんかさ、勇ゆう者しや軍ぐんで怪しい連中がいるみたいだよ」

　出来のいい妹も「リンコ」という名の勇魔戦争プレイヤーであり、理央よりも長い時間プレイしている。しかし、所属は魔ま王おう軍ぐん。料コ理ツ人クリオからすると敵にあたる。両手に剣を持った戦せん士しで、攻こう撃げきに特化したパーティ「リンリン突撃隊」のリーダーでもある。今のリオが襲おそわれたらひとたまりもない。

「怪しい？　ってのはどういうことだ？」

「詳しくは私もわからないけど、警戒した方がいいかも。ま、魔ま王おう軍ぐんには関係ないかもしれないから、私らが動くかはわかんないけど」

　ちなみにリンリン突とつ撃げき隊たいは、戦場に現れては荒らしまくって消えていくという嵐のようなパーティとして有名だ。

　怪しい連中か。さっき遭遇したＰＫも関係あるのだろうか。

　それにしても凛りん子この情報源はどこなのか。おそらく、理り央おが知らないような深い場所にある掲示板などもチェックしているに違いない。

「とりあえず情報サンキュ。俺も調べてみる。ほら、早く寝ろ。ニキビできるぞ」

「はーい。兄ちゃんはこれから『混浴巨乳温泉』？」

「ば、バカなこと言ってないで寝なさい！」

　凛子を部屋から追い出す。すぐ隣となりの部屋のドアが閉まる音がした。

　どうして妹は自分が借りてきたＤＶＤのタイトルを知っているのか。

　まあ、観るけど。







　朝、理央が駅で待っていると、改札を出てきた少女は「おはよう」と笑った。長い髪を二つに結んだおさげで、前髪も目が隠れそうなくらい長い。二学期の始業式に転校してきた幼おさな馴な染じみ、早はや坂さか亜あ梨り沙さだ。朝は亜梨沙と登校するのが日課になっている。

「おはよう。次のバスにしようぜ」

「うん」

　混んでいるスクールバスを一本見送って、理央と亜梨沙は次にロータリーに滑り込んできたバスに乗り込んで後ろの席に座った。どうせ急いでもいないのだから、座れるバスに乗りたい。

　幼い頃、理央と亜梨沙は家が近かったこともあって仲良しで、凛子も含めて三人でよく遊んでいた。だけど亜梨沙の親の都合で引っ越しが決まり、小学校三年生から四年生になる春休みに亜梨沙と別れることになってしまった。げっそりするほど泣いた理央だったが、成長と共に少しずつ亜梨沙の存在も薄うすれていく。

　しかし約六年の月日が経たった九月一日、高校一年生の二学期に亜梨沙が帰ってきたのだ。しかも偶然にも理央のクラスに転入となり、理央は異常なテンションをクラスメイトに披ひ露ろうしてしまうことになった。

　昔、少しだけ亜梨沙の方が高かった背もすっかり理央が追い抜き、短かった亜梨沙の髪は伸びていて、二人とも外見こそ変わってしまったけれど、亜梨沙も理央のことを覚えてくれていた。

　亜あ梨り沙さの家は前に住んでいたマンションとは違い、理り央おの家からは離はなれてしまったが、今は二人とも高校生。簡単に家を行き来するほど思春期を無視できない。ちなみに、高校を卒業するまで引っ越しはないらしい。

　家族ぐるみで付き合いがあるので、亜梨沙の母親の亜あ希き子こと理央の母は頻ひん繁ぱんにランチをしている。凛りん子こもよく亜梨沙に懐なついていて、一人っ子の亜梨沙は凛子を妹のようにかわいがってくれている。

　また前のように仲良く。といきたいところなのだが、一つ問題が発覚してしまった。現実とネット世界をまたいだ問題が。

「そういやさ、どうする？」

「えっと、何の話？　りーちゃん」

　亜梨沙は理央のことを昔の名残で「りーちゃん」と呼ぶ。転校初日にクラス全員に知られてしまったので、訂正することもなく呼んでもらっている。もはやからかう奴やつもいない。

「体育祭の種目。月末じゃん」

　理央たちの通う高校では、十月の末に体育祭がある。最低でも二種目には参加しなくてはいけない。

「そうだね。近いうちにホームルームで決めるんじゃないかな」

「亜梨沙って意外と運動神経いいもんな。たくさん出りゃいいじゃん」

　外見からインドアな印象を受ける亜梨沙だが、これでなかなか運動ができる。

「わ、私はいいよ。玉入れとかそういうので……」

「ほう。亜梨沙は真剣に玉入れに取り組んでいる高校生たちを見下していると」

「もう。いじわる言わないで」

　一年生にとっては何もかもが初めてのイベントである。体育祭などだるいという人もいるかもしれないが、理央は結構楽しみにしている。

「一学期はさ、校外学習って名前で夢の国に行ったんだよ。浅あさ草くさじゃなくて浦うら安やすの方の」

　新しい環かん境きようで、まだよそよしい雰囲気が残っている時期だ。親睦を深める目的が主だったように思う。実際、あのイベントでクラスでまだ話したことのない人とも話すことができた。

「花やしきを夢の国って言う人は少ないと思うけど……」

　おそらくクラスメイトの携帯には、首からポップコーンをさげて満面の笑みの理央の写真が残っているはずだ。あのテンションはおかしかった。

「もうちょっと亜梨沙が早く転校してきたら行けたのにな」

「それは仕方ないよ……。りーちゃん覚えてる？　小さい頃に行ったの」

「……そうだっけ。いや、覚えてる気がする。そうだ、俺が『ファストパスは任せろ』って言ったまま迷子になったよな」

「ふふ。あったね。お母さんたちが一いつ生しよう懸けん命めい探したのに、りーちゃんはダンボに乗って遊んでるんだもん」

「確か亜あ梨り沙さとチュロスを両端から食べて……」

「そ、そういうのは忘れてていいからっ」

　別に小さい時のことなのだからいいではないか。今やったら恥ずかしいを通り越して死ねるけど。

　そのうち両家で行くのではないかと話していると、バスが学校に着いた。

　理り央おと亜梨沙は一年Ｃ組。担任は英語を教えるキュートな婚活三十代、宮みや野の先生だ。

「おはよっ」

　教室に入ると、女子グループでお喋しやべりしていた少女がこちらを向いて笑顔の挨拶を見せてくれた。宇う留る野の麻ま未み。学年一と評判の美貌の持ち主である。肩ほどまでの髪に、日替わりのヘアピン。男女関係なく、誰だれもが認める人気者だ。麻未と同じクラスになれただけでも幸運といえる。

「おはよう、麻未ちゃん」

　亜梨沙にも積極的に話しかけてくれて、転校直後はとても助かった。

　そして麻未にはもう一つの顔がある。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうオンライン、勇ゆう者しや軍ぐんリーダー、勇者マミ、その人である。

　麻未がネットゲームをしているとカミングアウトしたのは一学期のこと。正直、ネットゲームなんてオタクで根暗な奴やつがやっているものだと決めつけていた理央の認識を、麻未が覆くつがえすことになる。

　するとある現象が巻き起こった。麻未と共通の話題を持ちたいがために、学年の男子たちが勇魔戦争を始めたのだ。非常に浅はかな思考なのだが、理央もその一人だったわけで文句は言えない。しかし理央は自分用のパソコンを持っていなかったので出遅れてしまった。だが幸運の女神は理央に微笑ほほえんだ。料コ理ツ人クとして始めた理央に麻未が目をつけ、麻未のパーティ、すなわち親しん衛えい隊たいに誘ってくれたのだ。こうして理央は麻未に一番近いところでゲームができることになった。昼は学校で、夜はネットで麻未と会える。

　低レベルの料理人リオを迎えるというマミの意見に反対もあったが、結果として魔ま王おう城じよう攻防戦で料理人はそのポテンシャルを発揮した。

「おはよう麻未。んで、今日のどこかで時間くれないか？　話がある」

　亜梨沙が席についたのを確認して、理央は声をひそめて言った。

「ん？　ここじゃダメなの？」

「俺とお前の将来に関わることなんだ」

「あー、ビジョン見えないわー」

「俺には見えるぞ。四つん這ばいになってお前の持っている鎖くさりに繫つながれる俺がな」
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「君はそれでいいの!?　って、勇魔戦争の話だよね。わかった。昼休みでいい？」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうの話は極力教室ではしない。麻ま未みとはそういう約束をしている。どうしてこんな取り決めをしたかというと、理り央おにとって深刻な理由があるからだ。

「ああ。それじゃ後で」

「はいはーい」

　予鈴がなって、理央は席についた。ちなみに亜あ梨り沙さの隣となりである。マジメな亜梨沙はすでに一時間目の英語の教科書を出していた。担任が英語だから、ホームルームからそのまま授業に入るのだ。どうせ半分は雑談だけど。

「……亜梨沙。今日、俺の弁当箱にはシューマイが三つ入っている。そのうち一つをお前にあげようと俺は思う」

　真顔の理央に、亜梨沙は困惑しながらも言った。

「えっと、地理？」

　これだけで察してくれるとは、さすが幼おさな馴な染じみである。離はなれていたブランクはあるものの、理央という人間をわかってくれている。ということは、小さい頃からあんまり変わっていないのか。それも複雑だ。

「頼たのんだ」

　そして二時間目の地理。理央はぐっすり眠りについた。







「ＰＫかぁ……。勇ゆう魔ま戦せん争そうじゃそれほど珍しいものでもないんだけど、ドロップした物を取っていかないのはちょっと変だね」

　昼休み。早々に弁当を食べ終えて、シューマイを亜あ梨り沙さに差し出した理り央おは、麻ま未みと共に自転車置き場まで来て昨日の一件を伝えた。どうしてわざわざ外まで出る必要があったのかというと、人気者の麻未と男子が二人でいるだけで変な噂うわさが流れてしまう可能性があるからだ。

　そうなると理央は男子からの攻こう撃げき的てきな視線を浴びることになってしまうので、麻未のためというよりは理央の保身のための処置である。まあ、麻未と同じパーティに入ったというだけで勇魔戦争に参加している男子からはよく思われていないのだろうが。

「紫し乃のも言ってた。アイテムも金も奪ってないから、ＰＫ自体が目的なんじゃないかって」

「確かにそうだね。犯人探しなんてしたくはないんだけど、被害が増えるようなら私がやらないと」

　麻未は勇ゆう者しやとして勇者軍内の治安維持にも力を注いでいる。理央が初めてのプレイでＰＫに襲おそわれた時も助けてもらっている。

「つってもＰＫ野郎の戦力もわからん。やられた奴やつらもそんなに弱くなかったはずだ」

「紫乃ちゃんが預かってるアイテムを取りに来た時に話を聞こうよ。理央くんは今夜ログインできる？」

「もちろん行く。……あ、でもあんま長い時間は無理っぽい」

「おっと、夜遊び？」

「ちょっと用事があってな」

「わかった。亜梨沙ちゃんと逢あい引びきでしょ」

「せめてデートって言えよ。っていうか亜梨沙絡みじゃないし」

　いや、正確には絡んでいるのだが、亜梨沙は絡んでいるのを知らないというか。

　とりあえず、ＰＫについての相談は親しん衛えい隊たいが集まってからにしよう。昨日の被害者もログインできるようになっているし、おそらく紫乃のところに来てくれるはずだ。あまりに悪質なら、最悪の場合は運営会社に通報も検討しなければなるまい。それはできる限り避さけたいんだけど。

「宇う留る野のさん」

　靴を履はき替えていると、麻未を呼び止める声があった。二年生の男子で、理央よりも背が高い。一八〇以上ある。短髪で整った顔立ちだ。色も白くてさわやかな印象を受ける。

「はい。えっと……」

　麻未は初対面らしい。理央も知らない。

「初めましてだよね。二年の越こし野のっていうんだけど、ちょっといいかな」

　そこで越野先せん輩ぱいは理央に視線を投げた。「空気を読め」ということだろうか。だいたいの事情を察した理央は、先に教室に戻ることにした。あそこで上級生に逆らっても意味はないし、自分は麻ま未みの彼氏でもなんでもない。

「理り央おくん、先行ってて」

　麻未もわかっているようだ。これから越こし野の先せん輩ぱいが何をするか。

「わかった」

　結果として、昼休みが終わる直前に麻未は帰ってきた。麻未から理央に何を言うでもなく、普通に五時間目が始まる。理央からも何も訊きかなかった。そんな権利などないのだ。

　すっげえ気になるけど。

　すぐにでも訊いてみたいが他の女子に聞かれて騒さわがれても麻未に悪いし、ここは我慢しよう。

　それにしてもあの越野先輩、モテそうな人だった。

「夏なつ樹き、二年の越野先輩って知ってるか？」

　休み時間になって、クラスメイトの堀ほつ田た夏樹に声をかけた。サッカー部の夏樹は勇ゆう魔ま戦せん争そうにも参加している理央の友人だ。夏の部活でこんがり日に焼けて、見違えるほどチャラくなった男だ。

「越野先輩？　確かバスケ部だった気がするな。女子に人気あるってマネージャーが言ってた。何かあったのか？」

　バスケ部か。あの色白も頷うなずける。

「いや、俺よりイケメンだって噂うわさを聞いたからさ」

「お前のその自信はどっから来るんだろうな」

　果たして麻未はどんな返事をしたのだろう。友達とお喋しやべりしている麻未の表情からはわからなかった。







　勇ゆう者しや、魔ま王おうには城が与えられており、それぞれの軍の拠点となっている。今夜は勇者城にマミと親しん衛えい隊たい、そしてＰＫに襲おそわれたパーティが集まっていた。ドロップしてしまったアイテムとお金を紫し乃のから受け取ると、彼らは感謝の言葉を並べた。

「もう少し私が早く着ければよかったんだけど」

「いえ、俺らも油断してました」

　話によると、彼らがフィールドを歩いていると罠わなが仕掛けてあって嵌はまってしまった。魔王軍がいるような場所ではないので、この辺りでレベル上げをしていた人が仕掛けたまま忘れてしまったのだろう。運が悪いと思っていると、勇者軍のパーティが現れて攻こう撃げきしてきた。罠のせいで先手を取られ、そのまま戦況を覆くつがえせずに負けてしまったとのこと。三人の平均レベルは２００ほどで、決して弱くない。罠まで仕掛けて待ち伏せとは用意周到である。

　確認したが、ＰＫされるような恨みを買った覚えはないという。私怨の線は薄うすそうだ。




「相手の名前は憶おぼえてますか？」

　親しん衛えい隊たいの一人、銃じゆう士しのハルトが口を開いた。ハルトは学生ということ以外は明かしておらず、大学生ではないようだが中学なのか高校なのかも知らない。常に敬語を忘れない謙けん虚きよなプレイヤーである。

「こっちもテンパっちゃって……。パーティ編成なら覚えてますけど」

　一応その編成を教えてもらったが、オーソドックスな構成で特徴的な職業はいなかった。

「あっちは何か言ってた？」

　マミの質問にも答えはノー。目的も告げずにただ攻こう撃げきしてくる。物も盗とらない。もはや通り魔まのそれである。

　すると今度は竜りゆう騎き士しが発言した。青銅の鎧よろいに身を包んだ竜騎士は名前を御み堂どう丸まるという。社会人であり、口くち癖ぐせは「会社辞めたい」「課長死ね」なのだが、最近になってもう一つ追加された。「この業界終わってる」である。御堂丸といるとサラリーマンの苦悩が垣かい間ま見みえる。

「他のゲームじゃＰＫできない設定だったり、ＰＫに対して風当りが強い所もあるだろ？　そっから流れてきてんじゃねえか？」

　一理ある。だとしたら一時的なもので終わりそうだ。

「ＰＫ狩りをやってるパーティいるよな。とりあえず情報は伝えておこうぜ」

　リオの意見には皆賛成で、ハルトが伝えに行くことになった。いくつか存在するＰＫ狩りパーティは、このゲームの治安維持に大きく貢献してくれている。

「できるだけ早く解決しちゃいたいよね。魔ま王おう軍ぐんも勢いづいてるし」

　紫し乃のが言った。

　先日の戦いで勇ゆう者しや軍ぐんを撤てつ退たいさせた魔王軍は士気を上げ、占領されていた領土を取り戻しつつある。そんな時に内部のＰＫ問題でごたごたしているわけにはいかないのだ。

「わけのわかんないＰＫが横行してるゲームだなんて評判になったら、新規の人が来なくなっちゃうよ」

　マミは勇ゆう魔ま戦せん争そう自体の心配もしている。その気持ち、理り央おはわかる。いや、この場では自分しかわからないと言ってもいい。理央だけが知っている麻ま未みの秘密がある。

　勇魔戦争を作ったのは、麻未の父親だということ。

　経営不振のゲーム制作会社に勤める麻未の父は、会社の未来を担ったこのゲームの開発のために家族を犠ぎ牲せいにした。両親は離り婚こんし、麻未は母のもとへ。しかし麻未は父親を嫌うことなく、また完成した勇魔戦争オンラインを憎むことなく、プレイヤーとして参加している。このゲームをプレイするのが、麻未にとって父との繫つながりなのである。理央はたまたま麻未が父といる現場に居合わせてしまい、この事実を知った。

　勇魔戦争の特異な設定として、一人しかいない勇者と魔王は、死亡するとアカウントが消滅してしまうというものがある。つまり、一度でもＨＰが０になればキャラクターが本当に「死亡」してしまうのだ。とんでもなく斬新なシステムであり、麻ま未みは偶然にも勇ゆう者しやになれた。だからマミは死ぬわけにはいかないのだ。

　しかし、敵は内外に存在する。マミが死なない限りは他のプレイヤーが勇者になるチャンスはなく、常にマミはＰＫの危険に晒さらされていると言っても過言ではない。今回のＰＫ騒さわぎも、いつマミが襲しゆう撃げきされてもおかしくないのだ。

　加えて、魔ま王おう城じようを攻略できなかった失態に対するリコールの声。勇者マミを取り巻く空気が不ふ穏おんな色を漂わせている。

　その時、一人のプレイヤーが城内に駆け込んできた。レベル９０の僧そう侶りよだった。

「ＰＫです！　『執行部隊』がやられました！」

「マジかよ！」

　竜りゆう騎き士し、御み堂どう丸まるが叫んだ。執行部隊といえば、さっき話していたＰＫ狩りパーティでも有名どころだ。名前の通り、初心者狩りなどの悪質なＰＫに対して容赦ない制裁を加えることで知られている。

「噓うそでしょ……。執行部隊にはレベル３００台だっているのに」

　紫し乃のは驚おどろきを隠せない。そう簡単にやられるはずのない高レベルのプレイヤーまでもが被害者となってしまった。敵はレベル４００近いのか、それとも数が多くて袋ふくろ叩だたきにされたのか。

　そして、昨日のＰＫと同一犯なのか。

「何ができるかわかりませんが、現場に行きましょう」

　ハルトの言葉には全員が賛同、と思ったが御堂丸が申し訳なさそうに言った。

「すまん。今日は家で仕事しなくちゃいけないんだ。ここで落ちる」

「仕事かあ。頑張ってね。後は私たちがやっとくから」

　麻未はゲームのために何かをサボったり犠ぎ牲せいにすることを良く思っていない。だからどんなにログインしたくても学校には行くし、用事があってログアウトする人を止めることもしない。

　麻未いわく、「ずっとログインしてたら、わくわくしながら帰ってログインする楽しみがなくなっちゃうよ。今日は何しようかなって学校で考えてる時間も楽しいじゃん」とのこと。ゲーマーの鑑かがみである。

　もしもやり過ぎで麻未が体調を崩そうものなら、父親だって悲しいだろう。

「ったく、篠しの原はらがやりゃ済むっつうのによ。何で俺が……」

　愚痴りながら御堂丸はログアウトしていった。誰だれだか知らないが篠原さん、手伝ってあげてくれ。しかしちゃんと持ち帰ってまで仕事をするあたり、マジメなのだ。

「そうだ、リオくんも用事あったんだよね。遠えん慮りよしなくていいから今日は落ちなよ」

　言われて時計を見れば、約束の時間が迫っていた。御堂丸も落ちてしまって自分までというのは悪い気がするが、よく考えてみると仮に戦せん闘とうが起きてもリオはあまり役に立たない。マミに紫乃、ハルトがいれば戦力としては十分だ。どうせＰＫ野郎は逃げているだろうし。

「悪い。明日学校で教えてくれ」

「オッケ。それじゃあデートに行ってらっしゃーい」

「だから違ちげえよ」

　その言葉を最後にリオはログアウトをした。

　亜あ梨り沙さとデートね。亜梨沙と会うという部分だけは正解だ。亜梨沙は理り央おに会っている自覚はないだろうが。

　葉は月づきさんの画面にはログイン画面が表示されている。理央はすっかり慣れた手つきでさっきとは違うＩＤ、パスワードを入力した。パスワードが承認され、一人のキャラクターが現れる。

　金髪に黒装束、両手には鉤かぎ爪づめを装備した暗殺者アサシン、ハイネである。所属は魔ま王おう軍ぐん、アクセサリー「狐きつねの面」を装備しているため、顔は見えない。本人に似せて作ってあるリオとは真逆の姿だ。

　ハイネは城の中からプレイを開始した。ここは魔王城、玉座の間まで行くと、そこにはすでに四人のプレイヤーがいた。

「悪い。遅れた」

「ぴったりじゃん。遅刻じゃないよん」

　狩人かりうどの素もと子こ。ノリがよくて恋愛話はぐいぐい来る女子大生。

「お、なんか全員集まったのって久し振りだな」

　召喚士サモナーのチャンタ。酒が大好きで仕事が嫌いな会社員。

「五分前行動もできねえのかよ。ったく」

　狂戦士バーサーカーの大たい佐さ。高校中退、大検を目指すフリーター。

　彼ら三人とハイネを含めた四人は「四し天てん王のう」と呼ばれる魔王のパーティである。そう、理央はリオとハイネのアカウントを持ち、勇ゆう者しや軍ぐんの親しん衛えい隊たい、魔王軍の四天王のどちらもプレイしているのだ。

　バレたら言い逃れのできないスパイ行為だ。だが、リスクを背負ってでも理央には果たさなければいけない目的がある。

「こんにちはハイネさん。皆さん揃そろいましたね」

　漆黒のローブを纏まとい、顔の半分はフードに覆おおわれているが、おさげにした黒い髪は前にたらしている。再現度は高いように思う。

　魔王軍のリーダー、魔王アリサ。勇者マミと対になる存在。

　そして魔王を操っているのは早はや坂さか亜梨沙。理央の幼おさな馴な染じみでありクラスメイト。

　理央は、親の都合で転校の多かった亜梨沙が、インターネット上の友達を大切にしていることを知った。現実の友達を大切にしていないというわけではないが、転校など関係なく会って話せる友達の存在が、亜梨沙にとっては大きかったのだ。事実亜梨沙は、素子たちに転校や理央と再会したというプライベートなことを話している。

　アリサは先代の魔ま王おうに気に入られ、先代の引退と共に魔王を引き継いだ。そうして今、立派に魔王をやっている。素もと子こたちとお喋しやべりをしながらゲームを楽しむ亜あ梨り沙さを見て、ここが亜梨沙にとって居心地のいい場所なのだと強く思った。

　だから、亜梨沙からこの場所を失わせるわけにはいかない。勇ゆう者しやと同じく、魔王も死亡したらアカウントが消滅する。アリサを死なせるわけにはいかない。近くで支えてあげなければいけないと理り央おは決意し、魔王軍所属のハイネを作成した。が、その時はすでにリオというキャラクターを持っていたので、結果的に二人のキャラクターを操ることになってしまった。

　バレたら周囲から非難を浴びるような行為を、亜梨沙は決して認めないだろう。だから、ハイネの正体が理央であることは黙だまっている。まだバレてない。妹にはすぐにバレたけど。

　麻ま未みは親孝行のため、亜梨沙は居場所を守るため、勇者と魔王、どちらにも負けられない理由がある。そのどちらの事情も知ってしまった理央は、彼女たちの傍そばで二人が死なないように立ち回るという、非常に優柔不断な選択をするに至った。どっちかにしろと言われれば反論できないが、どっちかにできないのだから仕方がない。

「ハイネ、足引っ張んなよ」

　大たい佐さが言った。今日は珍しく全員の予定が合ってログインできるので、五人揃そろって難易度が高めのクエストに行こうと約束していたのだ。高校生のアリサとハイネは基本的に夜は空いているが、会社員のチャンタ、アルバイトをしている素子と大佐は時間が取れないことがある。こうやって四し天てん王のうと魔王が集まる機会は多くない。

「いや、おそらく引っ張る。そりゃもう全力で」

「少しは努力する姿勢を見せろよ！」

　ハイネはアリサを近くで守るため、四天王に空きが出たタイミングで滑り込むことに成功した。ちなみに抜けた四天王の七なな海みは主婦で、出産と子育てのために一時的に勇ゆう魔ま戦せん争そうから遠ざかっている。

　新参だからレベルは低く、しかも素早さ重視の暗殺者アサシンなので防御力も低い。とても死にやすいのだ。他の四天王に合わせたレベルのモンスターを相手にしたら瞬しゆん殺さつされる。

「まあまあ、ハイネっちにはレベル上げてもらわないとなんだから」

「……わかってるよ」

　素子と大佐はいいコンビだ。といっても、一方的に素子が大佐をいじっているのだが。しかしそこに悪意はなく、素子はなんだかんだで大佐を気にかけている。

「私が魔ま法ほうでフォローしますから。安心してくださいね」

　魔王のアリサは味方を補助する役回りが多いが、前にマミと戦った時は専用装備の鎌かまを持って強力な魔法を使っていた。単独でも簡単にはやられない。

　五人が揃って魔王城を出ると、近くにいたプレイヤーが注目してくるのがわかった。アリサは城の外でクエストをすることが少ないため、城の外で見かけるだけで珍しがられるのだ。どうしてアリサが高レベルを保っていられるかというと、モンスターを倒す以外にも経験値を手に入れる方法がある。アリサは「園芸」スキルなどを使って魔ま王おう城じように花を飾ったり菜園で野菜を育てたりして経験値を得ているのだ。つくづく、魔王のイメージとはかけ離はなれている。だけど、亜あ梨り沙さのイメージにはぴったりだ。

　チャンタが移動用の魔ま獣じゆうを召喚した。大きな猫で、背中に乗ると思ったら胴体の一部が開いて中に乗り込めるようになった。まるでバスである。いや、もうこれ、アレじゃん。大丈夫だろうか。権利関係。

　色やフォルムが微妙に違うからセーフだと何な故ぜか素もと子こが胸を張っていた。

「そういえばさ、勇ゆう者しや軍ぐんの話なんだが」

　バスの中でくつろいでいると、大たい佐さが切り出した。

「ああ知ってる。勇者軍内でＰＫが増えてるってやつだろ？」

　チャンタが言った。ハイネこと理り央おにはタイムリーな話題である。自分はこの約束があるのでログアウトしたが、今頃マミたちは現場検証をしているはずだ。強力なパーティがやられたとあって、事は重大だ。

「あっちが混乱してくれるなら大助かりだよね。今のうちに攻めちゃおうよ」

　素子の意見はもっともだった。誰だれだってこう考える。そして、マミが恐れている事態でもある。

「そう……ですね。でも、ハイネさんのレベルが上がってからでも……」

　乗り気でないのはアリサ。他の四し天てん王のうたちは知らないが、亜梨沙はそれほど勇者軍の領土を占領してマップ統一をしようと思っていない。敵地に攻め入るには当然ながら返り討ちにされるリスクが伴う。亜梨沙は今を続けたいのだ。四天王という気の許せる友達がいて、クエストやお喋しやべりができる今を。だから、魔王が密かに掲げる目標は「天下統一」ではなく「現状維持」なのだ。そんなこと、とても言い出せない。

「ハイネなんて留守番させときゃいいじゃねえか」

　大佐はすぐにでも攻め込みたいといったふうである。

「おいおい大佐、俺がいなくちゃ罠わなが使えねえだろ？」

　暗殺者アサシンが習得する「罠」スキル。文字通り罠を設置する技能で、魔王城を守るためにハイネは存分に罠を仕掛け、たくさんの勇者軍を葬った。ハイネに恨みを持つプレイヤーは多い。勇者軍の領地に単独で踏ふみ込めば、たちまち袋ふくろ叩だたきにされるだろう。

「でもさ、防衛戦に罠は必須だけど、攻める時はあんまりいらなくない？」

　素子、なんてことを。しかも言われてみればそんな気もしてきたし。罠はあくまで待ち伏せに使うものだ。

「ははっ。さっさと戦えるようにならねえと置いてかれるぞ」

「……わかってる」

　チャンタに言われなくてもわかっているのだ。レベルが高くなければ、強くなければアリサを守れない。一人でレベル上げもしている。けれど、始めたのが遅かったのと、リオのレベルも上げなければいけないのもあり、順調ではなかった。睡眠時間を削ってみても、ふらふらになって学校に行くわけにはいかない。すぐに麻ま未みにバレてお説教だ。

　後ろから攻こう撃げきをすることによってダメージを上乗せする暗殺者アサシン専用スキル「闇やみ討うち」に加えて、もう少しレベルが上がれば敵の動きを一定時間封じる「影かげ縫ぬい」を覚える。それにお金が貯たまれば一つ上のランクの武器が買えるし、マシになると思うんだけど。

「勇ゆう者しや軍ぐんのＰＫについては、もう少し様子を見たいと思います。独断での進軍は避さけてください」

「りょーかいっ」

「慎重だな。まあ、お前の命令なら従うが」

　大たい佐さは口や態度は悪いが、アリサの言葉には逆らわない。新参のハイネを除いた四人には、ネットを通じた絆きずなのようなものを感じる時がある。

「そろそろ着くぞー。結構強いから気を引き締しめていこう」

　チャンタが言った。リリースから時間が経たち、プレイヤーのレベルが上がってきているので、運営側も強力なモンスターを放ち始めている。パーティの力を合わせないと勝てないような敵も出てくるだろう。

「頑張りましょう、ハイネさん」

　アリサが補助魔ま法ほうで防御力を上げてくれた。

「おう」

　正体を隠し続けてプレイするという罪悪感は、どれだけやっても慣れない。でも、これで亜あ梨り沙さが楽しくプレイしてくれるなら、居場所を守れるなら、いくらでもやってやろうではないか。

　その日、予想以上に強いモンスターに四し天てん王のうは手こずることになる。そしてよかれと思って設置したハイネの罠わなに大佐が嵌はまって死んだ。







「同一犯じゃない？　マジか」

　翌日の朝、登校した理り央おは待っていたとばかりに麻未に捕まり、教室の隅でその事実を告げられた。

「うん。パーティ編成も違ったって。それに執行部隊をＰＫしたのはもっと大人数だったみたい」

「そうじゃなきゃ倒せねえもんなあ……。執行部隊は強いし」

　だが、ドロップした言わば「戦利品」は持ち去らず、放置してあった。そこは前のＰＫと同じである。

　正直、同一犯の方がよかった。何な故ぜなら、違うということはＰＫ野郎はたくさんいるということだからだ。犯人は違うのに、ＰＫ後の行動は一緒。まずいぞ。これは……。

「ＰＫたちは結託してる可能性があるね」

　麻ま未みが結論に近い推論を口に出した。

　多数のＰＫ野郎が同じ目的で勇ゆう者しや軍ぐん内で暴れ回っている。しかし被害者に何かを言い残すこともせず、その目的がわからない。

「結託してるってことは、ボスがいるはずだ」

「そうだね。その人を見つけて話し合わないと」

「は？　もうぶっ殺せよ。ＰＫ野郎の言うことなんか聞かなくていいって」

　理り央おが言うと、麻未は「もう」と漏らした。

「御み堂どう丸まると同じこと言ってる」

　あの後、仕事を終わらせた御堂丸は戻ってきたらしい。

　あいつならそう言うだろう。どうせハルトは話し合い派だろうよ。

　だが、本当にぶっ殺せるのか。ＰＫ軍団の戦力が親しん衛えい隊たいとマミを上回っていたら。いや、そんなはずはない。マミはレベルも技術も熱意も誰だれにも負けていないのだ。これは希望的観測だろうか。

「ま、どうするかはお前に任せるよ。ボス」

「うん。みんなの信しん頼らいを回復させるためにも頑張らないとね」

　麻未は、魔ま王おう城じよう攻防戦の敗退によるリコールの声も知っている。でも、勇者を辞めるという選択ではなく、もう一度勇者としての信頼を取り戻そうという選択を取った。それでいいと思う。

　話が一段落したところで、一つ理央の頭に気になる事項が湧いてきた。

「なあ麻未、昨日さ、越こし野の先せん輩ぱいと何話したの？」

　昼休みの出来事。何を話したかなんてわかっているくせに、理央は聞いた。

「知りたい？」

　小こ悪あく魔まの笑みでもったいぶる麻未。こういうのをあざといというのだろうが、美少女がやるには理央も文句を言えない。

「ぶっちゃけ知りたい」

　その時チャイムが鳴って、宮みや野の先生が入ってきた。

「席つけー。初はつ島しまは深爪しろー」

「俺だけ!?」

　たまに、宮野先生は自分に気があるのではないかと思う。

「初島ー、勘違いもほどほどにしておけー」

　心読まれた。

　ホームルームが始まってしまい、麻ま未みと越こし野の先せん輩ぱいについてはわからずじまい。気になる。すると、携帯が震ふるえてメールの着信を告げる。麻未からだ。

『告白されたけど断っちゃった。カッコよかったけどね』

　麻未の席に目を向けると、ちょうど視線がぶつかった。理り央おは机の下で携帯をこっそり操作する。

「もしかして女が好きってオチか？」

『あはは。だったらどうする？』

「なんかエロい」

『ふつーに男の子が好きだよ。あ、やば、バレてるっぽい』

　何のことかと顔を上げれば、そこには宮みや野の先生が。その後ろに見える麻未は「てへっ」と頭をコツンとしてみせた。

「初はつ島しま、いい度胸じゃないか」

「その見下すような視線、堪たまらないっす」

「今日の英語の授業、全部お前をあてるからな」

　こうしてホームルームにオチがついた。

　過去に理央は、麻未の理想のタイプを聞いている。まさか本当にそんな人が現れるまで待つつもりだろうか。いや、悪いとは言わないが。でも、ジャック・スパロウだぞ。陸にいるのかそんな奴やつ。

「…………」

　突如現れたＰＫ集団。せめてＰＫによって何を訴えたいのかくらい明かしてもいいのではないか。現状ではただの通り魔まと何も変わらない。ただ荒らしたいだけなのか、本当にそれだけなら運営に通報して対処してもらえば済みそうだが。

　考えがまとまらない。他のネットゲームは、こういう時にどうしているのだろう。勇ゆう魔ま戦せん争そうしかやったことのない理央にはわからない。確か御み堂どう丸まるは他もプレイしたことがあるはずだ。意見を聞こう。

　慢性的に睡眠時間が不足している理央は、うとうとしながら授業を過ごし、下校の時間になった。一年生が早く行って準備をしなければいけないサッカー部の夏なつ樹きは走って教室を出ていき、段々と人が減ってくる。

「じゃね、理央くん、亜あ梨り沙さちゃん」

「おう」

「うん。さよなら」

　自転車通学の麻未も帰っていき、理央も帰ろうと鞄かばんを持った。すぐに亜梨沙もついてくる。

　魔ま王おう軍ぐんにも、ＰＫの件は伝わっている。理央は亜梨沙にも意見を求めたかったが、二人の間で勇ゆう魔ま戦せん争そうの話題は避さけるように意識している。親しん衛えい隊たいの理り央おからの情報は魔ま王おう側に重要なものになる可能性があり、結果的に理央がスパイになってしまう。麻ま未みに教室で勇ゆう者しや軍ぐんに関わる話をしないように言ったのも、亜あ梨り沙さが普通に教室にいられるためだ。以前、亜梨沙は勇者軍の情報を聞いてしまわないように図書館へ避ひ難なんしていたことがあった。

　本来なら何気なくできるゲームの話なのに、もどかしい思いである。

「なんか寝足りないな」

　あくびが出た。

「夜、あんまり寝てないの？　いつも眠そうだよ」

「パソコン買ってから、ネットの楽しさを知ったっつうか、色々できるからつい夜更かししちゃうんだよな。あ、そうだ、なんだっけ、ネットするためのほら、ブ、ブ……」

「ブラウザ？」

「それ。あれって色々あんの？　俺、買った時のままなんだけど」

　どうも凛りん子このパソコン画面と違うと思ったら、ブラウザなるものが違うと妹は言った。

「だったらＩＥだと思うけど……。私はファイヤーフォックスを使ってるよ」

　なんかカッコいいなそれ。必殺技みたい。

「へえ。そっちにした方がいいのかな。それとさ、見てるページを残したまま他のページって見られないのか？　戻ったりすんのめんどいんだけど」

　昇降口で靴を履はき替える。時間もあってスクールバスに行列ができている。亜梨沙がよければ駅までのんびり歩くというのもいい。途中のコンビニで買い食いでも。

「あ、それはね、中クリックっていって、ホイールあるでしょ？　そこを押すの」

「あそこって押せんの!?」

　今週一番の衝しよう撃げきである。帰ったら押しまくろう。

「あ……麻未ちゃん」

　校舎を出たところで亜梨沙が言った。先に帰った麻未がまだいてもおかしくはないが、どうも様子がおかしい。麻未は自転車に乗っておらず、女子数人とどこかへ行く途中らしかった。一年生のようだがクラスの女子ではない。仲良しグループといった感じでもなく、麻未が連れて行かれているように見えないこともない。

「なんか険悪そうだな」

「りーちゃんもそう見える？　先生呼んだ方がいいかな」

　少なくともあそこからマイムマイムを踊りはしないだろう。連れていかれているといった方が近い。

「ちょい心配だな。でもまだ何か起きたわけじゃねえし……。とりあえず俺は後をつける。亜梨沙は待っててくれ」

　すると亜梨沙は首を横に振った。

「私も行く。麻ま未みちゃんに何かあったら嫌だから……」

「だったら俺のケータイ持ってろ。ヤバいと思ったら宮みや野の先生に電話してくれ」

　スマホを亜あ梨り沙さに投げる。

「え？　宮野先生の番号知ってるの？」

「悩みがあったらいつでも電話してこいって、最初に番号教えてくれたんだよ。先生みたいだよな」

「先生だよ……」

　そう言っている間にも麻未と女子たちはどこかへ歩いていく。理り央おと亜梨沙はつかず離はなれず後を追った。駐ちゆう輪りん場じようのさらに奥、ゴミ捨て場の近くだった。そんな場所なので当然他の生徒などいない。

　理央は掃除用具が入っている物置の影かげに隠れ、亜梨沙もその後ろへ。

「何？」

　麻未の声だ。友人に向けて発するトーンではない。

「越こし野の先せん輩ぱいを振ったって本当？」

　答えたのはやや派手な顔立ちの女子で、まず癖くせのある髪に目がいった。パーマをあてているのか天然なのかはわからないが、「ゆるふわ」というものだろうか。

　麻未を連れて来たのはゆるふわと他に三人で、理央はそれぞれの特徴から「ホクロ」「眉毛」「膝ひざ」というあだ名をつけることに成功した。あくまで特徴をとらえたものであり、決して蔑称ではないことをわかってもらいたい。

　ゆるふわの声はよく通り、こちらまではっきり聞こえてくる。どうやら彼女がリーダー格のようだ。

「うん、そうだけど」

　麻未は短く答えた。このやりとりで理央はなんとなく察した。

「あのさ、調子乗ってない？」

　眉毛が言った。出た。因いん縁ねんをつける時の常じよう套とう句く「調子乗ってない？」。具体的に何をもって調子に乗っていると判断されるのか理央はまだわからないが、とにかく麻未は調子に乗っているらしい。

「ちょっと意味わかんないんだけど」

　お、麻未も強気だ。こういった連中は弱みを見せるとつけ上がるから、麻未の対応は正しい。女子どうしだし、まさか取っ組み合いにはならないよな。でも、いよいよ麻未が危なくなれば飛び出るつもりだ。

「だから、越野先輩を振るとかあり得ないじゃん」

　膝が言った。

「別に、そんなの私の勝手じゃん。誰だれかにとやかく言われる筋合いはないよ」

　麻ま未み、まったくもって正論である。

「越こし野の先せん輩ぱい以外にも、告られても全部断ってるんでしょ？　何？　彼氏作らないで、ずっとちやほやされたいの？」

　ホクロが言った。なるほど、モテる麻未が特定の恋人を作らないことで、こういった思考に至る人間もいるのか。きっと彼女たちはちやほやされたいのだろう。

「どうしてそうなるのさ。じゃあ訊きくけど、私はどうしたらいいの？　越野先輩と付き合えばいいの？　どうすれば調子乗ってないことになるの？」

　麻未から苛いら立だちが見て取れる。そりゃそうだ。

「自粛しなさいって言ってるの！」

　ゆるふわが語気を荒らげた。彼女としても、麻未に非などないことは心のどこかで理解しているはずだ。だが、ここまで呼び出してしまった手前、引っ込みがつかないのだろう。

「何を？　かわいいのを自粛しろってなら無理だよ。生まれつきだもん」

　麻未さん超かっけー。

　思わず「姉貴っ」と言ってしまいたくなるような麻未の惚ほれ惚ぼれするセリフだったが、結果的にこれがゆるふわの怒りゲージを振り切らせたようだ。麻未に詰め寄り、胸のリボンを摑つかんだ。

「りーちゃんっ……」

　後ろにいる亜あ梨り沙さが、ぎゅっと理り央おの制服を握った。「ここにいろ」と小さく言って、理央は麻未とゆるふわの間に割って入った。

「まあまあ」

　ゆるふわの腕を取り、麻未から離はなす。眉毛もホクロも膝ひざも、突然の乱入者に驚おどろいたようだった。

「理央くん！」

「ちょっと！　あんた誰だれ……」

「まあまあまあ」

　さりげなく麻未を背中へ回し、壁かべになる。

「部外者はどっか行ってよ！」

「まあまあまあまあ」

「だからっ……」

「まあまあまあまあまあ」

「…………もういい」

　ゆるふわは眉毛たちに視線をやると、踵きびすを返した。どうだ。「ま」と「あ」だけで場を収めてやったぞ。ゆるふわたちには変な奴やつだと思われただろうが、別に何と思われようと気にならない。

　さっさとどこかへ行ってしまえと念を送っていたが、ゆるふわは立ち止まると、振り返って言った。

「ねえ、あんたさ、ネットゲームとかやってるんでしょ？　ちょーオタクじゃん。キモいんだけど」

「……っ！」

　理り央おの後ろにいる麻ま未みの目を見ることはできない。しかし、怒りの色を浮かべているのは見なくてもわかった。

　あいつ、なんてこと言いやがる。

　どうやら今の一いち撃げきで麻未へダメージを与えたと思ったゆるふわは、満足そうに歩いて行った。

「りーちゃん、麻未ちゃん、大丈夫？」

　亜あ梨り沙さが出てきた。当事者ではないのに亜梨沙は今にも泣きだしそうだ。よほど心配だったのだろう。幸いなことに、ゆるふわの最後の一言は亜梨沙には聞こえていないようだった。

「亜梨沙ちゃん……。二人とも見てたんだ」

「連れてかれてるって感じだったからよ。何かされるんじゃねえかって」

「心配してくれたんだね、ありがと。こんなの初めてだから膝ひざが震ふるえるかと思ったよ」

　麻未はぴょんぴょん跳ねてみせた。

「いや、むしろカッコよかったぞ。普通は言えねえもんよ」

　亜梨沙もうんうんと頷うなずいた。

「私もすごいと思う。私だったら怖くて何も言えなかったと思うし……」

　ああいう連中にはあれくらい言ってやった方がいいのだ。

「ありがと。モテるのも困ったものだね」

「そんだけ言えりゃ上等だ。喉渇いてないか？　ファンタオレンジなら奢おごってやるぞ」

　理央は話題を逸そらそうと必死だった。ゆるふわが言い残していった言葉を、麻未が忘れてくれるように。でも、ジュースくらいでごまかせるはずもない。麻未は視線を下に、ぽつりと呟つぶやいた。

「理央くん……ネットゲームって、気持ち悪いのかな」













　　　　第２話　オタクと体育祭







「あー、それって水みず沢さわ秋あき乃のだよ。Ａ組だったかな」

　翌日、クラスメイトに昨日のゆるふわについて訊きいて回っていると、柴しば垣がきが彼女のことを知っていた。同じ中学出身とのこと。

「どんな奴やつ？」

「何？　気になってんの？　俺はやめた方がいいと思うね」

「いや、そんなんじゃないんだが。やめた方がいいってのは？」

「美人なのはいいんだけど、すげー気が強くてさ。友達っていうか取り巻きみたいな女子といつも行動してたよ」

　わかる。行動パターンは高校生になっても変わっていない。柴垣の言う通り確かに美人ではあったが、目から気の強さが滲にじみ出ていた。そうでなければあんなことはしない。

　それとさ、と柴垣が続けた。

「極端なオタク嫌いなんだよ。親の教育かどうかは知らないけどさ」

　柴垣が語る中学時代のエピソード。オタクといっても多岐にわたるが、何な故ぜか漫画やゲームといったものにとにかく嫌悪感を抱き、美少女アニメなどもっての外。そういったものの話をしている特に男子に辛つらくあたっていたという。二言目には「キモい」である。

「嫌いなのは勝手だけどよ、好きな奴にあれこれ言わなくたっていいじゃんなあ。嫌いなら近づかなきゃいいのに」

「まったく初はつ島しまの言う通りだ。水沢本人は流は行やりのファッション雑誌読んで、人気の歌手を聴きいて、人の趣しゆ味みをバカにしてんだよ」

「ああ、『私の趣味の方がセンスあって偉い』って言いたいわけね」

　あくまで趣味。人に迷惑をかけなければ、そこに上下などないのだが。といっても、理り央お自身もネットゲームなんて根暗で引きこもりがやるものだと偏見を持っていたクチなので、あまり強くは言えないのだけれど。

「ま、そんな感じ。クラスの連中もわかってるからさ、腫れ物扱いしてたよ」

　そんな秋乃からすれば、ネットゲームなんてオタク趣味の最たるものに違いない。それを麻ま未みがプレイしていると公言しているにもかかわらず、麻未の人気が落ちる気配がない。そのあたりが気に入らないのだろう。「オタクのくせに」と。といっても、昔はどうか知らないが、今はスマホでソーシャルゲームを誰だれでもしている時代だし、ネットゲームくらいでオタク呼ばわりもないと思うけども。

「なるほどね。んで、水みず沢さわのオタクの基準って何なんだ？」

「さあね。自分が認めないものは全部ダメなんじゃん？　俺も何回か絡まれてさ、参ったよあれは」

　顔は美人なのになあ、と柴しば垣がきは繰くり返した。

　麻ま未みも面倒な奴やつに目をつけられたものだ。

　あの後、麻未はファンタも飲まずに一人で帰ってしまった。理り央おもどうフォローしていいかわからず、見送るしかなかった。同じゲームをプレイしていても、理央が言われるのと麻未が言われるのは違う。あのゲームは、麻未の父親が作ったものなのだ。それを「キモい」の一言で否定されるというのは、麻未にとって何より耐え難いことのはずだ。

　女子グループとお喋しやべりをする麻未は一見いつも通りに見える。が、昨夜はログインしなかった。

「サンキューな、柴垣」

　情報の礼を言って、理央は教室を出た。休み時間はまだ残っている。向かうはＡ組。

　ドア近くにいた人に頼たのんで、秋あき乃のを呼び出してもらう。

「あんた昨日の……。何？」

[image: ]

「昨日のことを麻未に謝ってくれ」

「はあ？　何で？」

「ネットゲームやるのなんて自由だろ？　なんでお前にキモがられないといけねえんだよ。お前が嫌いなら麻ま未みなんて無視すりゃいいじゃねえか」

　すると秋あき乃のは露ろ骨こつにこちらを睨にらんできた。

「っていうか、あんたは宇う留る野のさんの何なの？　付き合ってんの？」

「いや、違ちげえけど……」

「だったらどうして口挟んでくるの？　部外者じゃん」

　あ、なんかこいつアレだ。ムカつく。麻未がどれだけ傷ついたかも知らないで。

　そっちがそう言うならこっちにも言いたいことはある。

「部外者っつうならさ、お前もじゃね？　越こし野の先せん輩ぱいと付き合ってんの？　今まで麻未に告白してきた奴やつの彼女なの？」

「……っ！」

　効果覿てき面めんとはこのこと。

「どうなんだよ」

「……違う、けど」

「だったらお前も部外者じゃねえかよ。くっだらねえ。ただ単に麻未が人気あるからシメてやろうってんだろ？　そんなんだからお前に男が寄ってこねえんだよ」

「あ」と漏らしたのは近くで会話を聞いていたらしい女子。おそらく「あ」に続くのは「それを言ったらおしまいよ」だろう。

　理り央おが気づいた時にはもう遅く、顔を真っ赤にした秋乃に突き飛ばされていた。なんて奴だ。亜あ梨り沙さにも殴られたことないのに。

「うるさい！　帰れ！　どうせあんたもネットゲームやってんでしょ!?　オタクの引きこもりのくせに！」

　教室に戻っていく秋乃の背中に、理央はぶつける。

「ああ？　引きこもりだったら学校来てねえよ。いいか。絶対に麻未に謝れよ。他の三人もだ」

　はらはらしている近くの女子に一言謝って、理央はＣ組の教室に戻った。

　席についても、まだ体が熱いままなのがわかった。これだけ誰だれかに怒りを覚えたのは久しぶりだ。

「りーちゃん……どうかしたの？」

　隣となりを見れば、亜梨沙が眉を下げて困り顔だった。それほど自分がひどい顔をしているのだろう。

「いや、ちょっと、ほら。昨日の奴に麻未に謝るように言ってきたんだけどさ。全然ダメでよ」

　少しずつ冷静になってきて、理央はやっちまったのではないかと思い始めた。もし理央の行動が原因で麻未への攻こう撃げきが強まるようなことになったら、麻未に謝るべきは理央である。

「そっか……。りーちゃん、危ないことはしないでね」

「しないよ。そこは安心してくれ」

　それから秋あき乃のが麻ま未みに謝りにくるようなことはなく、授業も最後の一時間になった。六時間目の授業は英語で、担任の宮みや野の先生がチャイムと同時にやってくる。

「授業の前に訊ききたいんだが、ウチのクラスで誰だれかＡ組にケンカ売った奴やついるか？」

　教室がざわつく。代表して麻未が言った。

「先生、何かあったんですか？」

「一つ前の五時間目がＡ組の授業だったんだが、宣戦布告されてな。『今度の体育祭、Ｃ組と勝負だ』って」

　確かに、体育祭はクラス対抗である。各競技の順位で点数が入り、合計点で競う。三年生は受験があるから体育祭に本気は出さないし、一年生はまだ体力的に劣っているところもあるので、だいたい二年生のクラスが優勝するらしい。

　Ａ組とは体育の授業も合同ではないし、Ｃ組と接点はほとんどないはずなのだが。一体何があったというのだろう。

　誰もまだ名乗り出ない。今度は夏なつ樹きが口を開いた。

「Ａ組の奴、他に何か言ってませんでした？」

「……ああ、そういえばこうも言ってたな。『もしＣ組が負けたら初はつ島しまは謝れ』って。それで、誰か心当たりはないのか？」

「いや犯人の名前出てますよ！」

　夏樹のツッコミと時を同じくして、視線が一点に集中する。今、理り央おは誰とでも目が合う状態だ。

「いやいやちょっと待てって！　俺じゃねえよ！　水みず沢さわとかいうのと軽くモメただけだし……それか！」

「遅おせえ！」

　教室は喧けん噪そうに包まれた。聞こえてくるのは理央への非難。「また初島か」「これだから初島は」「しかも水沢って、面倒な」「なんか中学ん時に柴しば垣がきが告って振られたとか」「違ちげえよ！　どんなデマ流れてんだよ！」「あ、柴垣が振られたのは教育実習に来てた女子大生か」「そっちはデマじゃねえよ！」等々。

　どうやら自分は、ケンカを売ってはいけない相手に売ってしまったらしい。そのせいでクラスを巻き込んでしまう事態にまで発展してしまった。さすがに謝らなければいけない。

「待って！」

　その時、麻未の声が響ひびいた。瞬しゆん時じに静まるクラスメイトたち。宮野先生までも目を丸くしている。

「宇う留る野の、どうした？」

「ごめんなさい。最初に水沢さんとモメたのは私なの。理央くんはきっと、そのことで水沢さんのところに行ったんだと思う。理り央おくん、違う？」

「あ……いや、まあ……」

　どう答えるべきか悩んでいる間に、理央は肯定と取られるような返事をしてしまった。

「宇う留る野の、そのモメたって話は、先生が入った方がいいことなのか？」

　そういえば宮みや野の先生は先生だった。

「いえ……。それは大丈夫です」

　まさか正直に「私のかわいさに嫉妬した水みず沢さわさんにシメられそうになりました」とは言うまい。

「ま、そういうことならまだ詳しく聞かないが、場合によっては私も教師の仕事をするぞ」

　宮野先生としては、教師も世間が敏感になっているイジメに関わるような問題なのか気になっているのだろう。

「だからみんな、あんまり理央くんを責めないで欲しいの」

　さすがの麻ま未みである。急速に理央への尖とがった視線が緩ゆるんでいく。鶴つるならぬ麻未の一声。理央は助かったわけだが、麻未と水沢の間に何かあったとクラス全員に知られることになってしまった。

「んで、体育祭はどうする？　別にＡ組が勝手に言ってきてることだから、無理に受けなくても……」

　宮野先生がまとめようとしたところで、立ち上がった女子がいた。眼鏡が知的なクールビューティ、西にし橋はしである。

「私は、勝負を受けようと思います」

　またも教室の空気が変わる。西橋は続けた。

「みんな、よく考えてみて。勝負を受けた方が、ライバルができて体育祭がより楽しめると思うの。練習にも力が入るでしょ？　それでもし負けても、初はつ島しまくんが謝ればいいだけの話。ほら、私たちにはノーリスクじゃない」

　西橋、すごいこと言う。

「そういやそうか……。さすが西橋さん。確かに初島が土下座すればいいだけだし……」

　夏なつ樹きは即座に乗っかった。

「勝負した方が燃えるよねっ。負けたって初島くんが自害すればいいだけだもんっ」

　後ろの席の緑みどり川かわはどうやら自分を殺したいらしい。

　そしてクラスの総意は勝負の方向へ。

「りーちゃん……」

　亜あ梨り沙さの言いたいことは十分にわかっている。

「元はと言えば俺が悪いんだ。みんなも何か燃えてるし。それに、勝ちゃいいんだよ」

　そうだ。勝てばいい。勝って水沢秋あき乃のに謝らせてやる。

「よーし、じゃあＡ組と体育祭で勝負ってことで。実はな、Ａ組担任の牧まき野の、気に喰くわないんだよ。あの野郎、既婚者だからってネチネチと……」

　宮みや野の先生にも私怨があった。でも教師が「あの野郎」はまずいのではないか。

　こうしてＣ組はＡ組と体育祭で勝負することになった。理り央おだけにリスクを背負わせて。







「ごめんね。私が原因なのに……」

　夜になり勇ゆう者しや軍ぐんにログインすると、真っ先にマミが謝ってきた。勇者城の中である。ＰＫが増えているので少人数では城の外に出ないようにしている。万が一にもマミが死んでしまえば大変なことになるし、リオでは用心棒にもなれない。

「いや、むしろ俺が勝手の動いたせいで面倒なことになっちまった。すまん」

　麻ま未みはあのまま、秋あき乃のに謝罪の要求もせずに穏おん便びんに終わらせるつもりだったのだろうか。でも、麻未が何もしなければまた絡んでくる可能性は高い。やはりどこかでケリをつけなければいけない。

「でもさ、どうして体育祭を勝負に選んだんだろう」

「大勢の前で俺に謝らせたいんじゃないか？　プライド高そうだし。それに、あいつはこう思ってるんだ。『オタクが運動できるはずがない』ってな」

「オタクが嫌いなんだっけ、水みず沢さわさん。偏見だなあ」

「ぶっちゃけ、俺も前までそう思ってた」

　根暗とか引きこもりとか。今となってはそんな偏った見方も変わってきているけど。

「ひどーい。イベントとかで目当ての商品のために走ることだってあるんだから、オタクの人って、みんな百メートル十秒台で走るよ」

「何見てきたの!?」

　すると銃じゆう士しのハルトがログインした。現在、誰だれがＰＫ野郎かわからない状況なので、城には親しん衛えい隊たいしか入れないようになっている。

「こんばんは。ＰＫの報告はきてますか？」

「いや、まだない。つっても、どこかで起きてるかもしれないけどな」

「そうですか。これまでに被害に遭った人たちを僕なりに分析してみたんですが、共通点らしきものは見つかりました」

「お、マジか」

　とは画面の前の理央の言葉だ。ネットゲームをやるようになってひとり言が増えた。

　さすが丁寧口調の知的キャラ、ハルト。賢かしこいのはキャラだけではないようだ。

「教えてハルトくん」

「はい。ＰＫされたのは、これまでに領土の拡大や、前の魔ま王おう城じよう戦せんなどで活かつ躍やくしてきたパーティばかりです。言い換えれば、勇ゆう者しやへの貢献度が高いといった感じでしょうか」

　マミのために積極的にゲームに参加してきたプレイヤーを狙っているのか。言われてみれば、やられたのは皆レベルが高い。

「こりゃ決まったようなもんだな。マミへの当てつけだ。『いつかお前もこうなる』って言ってんだよ」

　いきなりマミに挑戦してこないところがいやらしい。まずは周りを叩たたいて精神的に追い詰めようとでもいうのだろうか。敵さえわかればこちらから倒しに行けるのだが。あ、いや、実際に倒すのはリオじゃないけど。

「なるほどねえ。ずっと勇者やってればこんなこともあるとは思ってたけど、いよいよきたね」

「正念場だぞ、マミ」

「うん。私は負けないよ」

　だが、敵は味方の中。しかも大勢いると予想される。おそらくは、魔ま王おう城じよう攻防戦での敗北以来、勇者への不信感が高まっているところを狙って勧誘したのだろう。「下げ剋こく上じように参加しないか」みたいに。勇者を狙っているプレイヤーなら、乗っかってみようと考えても不思議ではない。それと、大きな戦いが終わって次のイベントを望んでいる奴やつからすれば、「お、面白そうだぞ」といったふうに興味本位で反乱軍に加勢するかもしれない。

「とにかく、信しん頼らいできる仲間を見極めないといけませんね」

「んなこと言っても、踏ふみ絵なんてないぞ。俺だって裏切り者かもしれん」

「私が学校でリオくんに裏切られたって言ったらどうなるかなー」

「……マジでやめてくれ」

　包帯を巻きながら体育祭に出るはめになる。

　マミ目当てにゲームに参加した理り央おも含めた男子たちは、現実で誰だれか特定できるような名前を使うという自主ルールに従っている。学校の誰かというのがわかっていると、ゲーム内で裏切りや抜け駆けといった悪さができない。のうのうと学校に行こうものなら制裁が待っているし、それにマミからも軽蔑される。そういった理由から、同じ学校の男子プレイヤーに裏切り者はいないと考えていいか。

　とりあえずこの場で、マミを倒そうとしているＰＫ集団のことを便宜上「反乱軍」と呼ぶことにした。

「でもさ、反乱軍が怖くて城にずっといるっていうのも退屈だなー。クエスト行きたーい」

　魔王と違って活動的なマミは、早くも城の生活に飽き始めている。城で喋しやべっているだけでは経験値は手に入らないし、そりゃあ、せっかくログインしたのだから戦せん闘とうを楽しみたいに決まっている。

　魔王アリサのようにスキルを使って城に花などの飾りつけをしても経験値を得られるのだが、マミはそういう類のスキルを一切持っていない。おかげで勇者城は魔王城と比べてそっけない。

「待て。自分で言いたくはないが俺は戦力にならん。せめてもう一人親しん衛えい隊たいが来てからにしないか？」

「それとマミ、いざという時のために回復アイテムは多めに持ってください。高価ですが、転移系のアイテムも買っておくべきです」

「わかった。しばらくは情報収集だね」

　それから三十分ほど経たっても御み堂どう丸まるや紫し乃ののログインはなく、マミが「宿題多いんだった。今日は落ちるね」と言ってログアウトした。そうか、麻ま未みは宿題があるのか。って、同じクラスだよ。

「やっべ。数学……」

　理り央おも落ちると同時に鞄かばんを開けた。が、そこには筆箱のみ。全部置いてきてしまった。よし、明日麻未に写させてもらおう。今ごろ頑張っているに違いない。

　メールが来た。麻未だ。

『教科書とか学校に置いてきちゃった。明日宿題見せて！』

　ダメじゃん。

「わかった任せろ。亜あ梨り沙さに頼たのんでみる」と返事をすると、『自分でやらないんだ！』と絵文字つきですぐに返ってきた。

　そして間髪入れずに頼たよれる幼おさな馴な染じみにメールを打つ。すると数分で返ってきた。

『宿題は自分でやらないと身につかないよ。それに、おばさんにもあんまり甘くしちゃダメって言われてるの』

　根回しされてるし。

「亜梨沙様、そこをなんとか」

『だーめ。まずは自分でやってみて、わからない所があったら明日訊きいてね』

　いや、教科書から何からないんだよ、亜梨沙。

　宿題はできないし、いつもならすぐにハイネでログインするところだが、理央はふと考える。勇ゆう者しやマミを脅かす反乱軍。彼ら彼女らはどう動いてくるか。仲間を増やしつつ、高レベルのプレイヤーをＰＫし続けて、マミをじわじわ追いつめてくるだろうか。しかし、ＰＫされた連中も黙だまってはいない。死亡してお金とアイテムをドロップしたって、五時間経てばまたログインできる。すぐに体勢を立て直して復ふく讐しゆうの鬼と化す。そうなれば、ますます勇者軍内は混乱する。

　そこまで思考を巡らせたところで、理央の頭は容量の限界を迎えた。

　よし、妹に訊こう。

　隣となりの部屋に向かうべくドアを開けると、凛りん子こが立っていた。

「そろそろ私の顔が見たくなると思って」

「凛子さんパねえっす」

「ちょっとパソコン借りるね」

　凛りん子こは葉は月づきさんの前に座ると、検索サイトから掲示板を開いた。肩越しに画面を覗のぞくと、勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインの魔ま王おう軍ぐんが出入りしている所らしかった。勇ゆう者しや軍ぐんで起きているＰＫについて書き込まれていた。さすがに情報は広まっている。

「前に言ってた怪しい連中ってこのことか？」

「まあね。だけど魔王軍には関係ないし、放っておいてもいいよね」

　親しん衛えい隊たいを前にさらっと言うし。

「つれないこと言うなよ。でさ、こいつらこれから何やってくるかな」

「どうだろうね。ＰＫは続けるとして……もし兄ちゃんが反乱軍だったら、どうしたら勇者を倒せると思う？」

「そりゃあ、一緒に反乱してくれる仲間を増やすのが一番だよな」

　レベルやアイテム、職業や操作技術も大切だが、戦いの勝敗を決めるのはいつの時代も「数」だ。

「どんな人なら仲間になる？」

「だから勇者に死んで欲しい奴やつら……」

　そこまで言って、理り央おは凛子と席を変わった。即座にパスワードを打ち込みログイン。狐きつね面めんの暗殺者アサシンが魔王軍のフィールドに姿を現した。前にクエストをした場所から始まったので、城まで走る。暗殺者は他の職業に比べて移動速度が速いのが特徴だ。

　魔王城へ入り、アリサが育てた花が飾られる道を走り抜け、玉座の間へ。

　勇者に死んで欲しい奴なんて、たくさんいるじゃないか。だってこのゲームは、二つの勢力が敵対しているのだから。何も勇者軍の中だけで仲間を探す必要はない。

「ようハイネ、今日は遅めだな」

　そう言ったのは召喚士サモナーのチャンタだった。ログインできる程度には仕事に余裕があるらしい。

　そこには四し天てん王のうが勢ぞろいだった。アリサもいる。

　さらに、見たことのないプレイヤーが五人。名前が青で表示されている。勇者軍だ。

　キャラクターの配置から見て、五人のうちの真ん中の一人が代表してアリサと話をしているようだ。武器は構えておらず、戦う気はないのだろう。というより、その気だったら四天王にボコボコにされている。

「ハイネさん、ちょうど今、この方たちがいらっしゃったところなんです」

　敵にまでその言葉遣いは要らないだろうと思ったが、初対面の人に丁寧なのは亜あ梨り沙さらしい。

「よくここまで来られたな」

　大たい佐さが言った。魔王城までたどり着いたということは、敵地を突破してきたということ。レベルは五人ともそれなりに高い。時間も遅いから、魔王側のプレイヤーも少なかったのかもしれない。

「魔王、こいつらを城に入れたのか？」

　ハイネとして訊きくと、アリサは頷うなずく動作を見せた。

「はい。あくまで交渉のみということだったので……。武器も城の外に置いてきてますし、一時的に魔ま法ほうが使用できないアイテムを自分で使っています。そこまでされて、何も聞かずに追い返すのはちょっと……」

　丸腰というわけか。アリサも、他に四し天てん王のうがいたから入城を許可したのだろう。

「んでんで、君たちは何の用だい？」

　五人組とは反対に、素もと子こは弓を構えている。変な動きがあれば即座に射しや撃げきするぞと警告していた。

　来訪者の一人、女のプレイヤーが一歩前に出た。チャンタと同じ召喚士サモナー。青く表示される名前は「†紅くれないの雨あめ†」とあった。なんとなく中学生だと思った。その意味のわからない記号は何だ。クリスチャンか。

「私たちは、勇ゆう者しやマミの失脚を計画しています」

　紅の雨がそう言うだろうとは予想できた。敵の敵は味方。その理屈を適用するなら、反乱軍にとって最大の味方は魔王軍なのだ。魔王のもとに交渉に来るのは当然と言えた。

「今、勇者軍で増えているＰＫのことですね」

　アリサは冷静に返した。パソコンに向かう亜あ梨り沙さはどんな顔をしてキーを打っているのだろう。

「はい。勇者に媚こびているプレイヤーを狙ってＰＫを行っています。そうすることで私たちの知名度を上げ、味方を増やし、やがてはマミを倒します」

　媚びているとは辛しん辣らつだ。しかし、勇者失脚を狙う反乱軍の心構えとしては上等だと理り央おは感じた。下げ剋こく上じようはこうでないと。もちろん、マミをやらせるつもりはないが。

「なかなか香ばしいね」

　画面を覗のぞきながら凛りん子こが言った。凛子も魔ま王おう軍ぐん所属だし、このやり取りを見られても問題はないか。というより、凛子の意見も聞きたかった。

「だな。面おも白しれえじゃねえか」

　狐きつねの面で表情を隠し、ハイネはアリサと反乱軍を見守る。あまり戦力にはならないけれど、いざという時のために鉤かぎ爪づめを構えて。

「で、お前はそのリーダーなのか？」

　大たい佐さが訊くと、紅の雨は「いいえ」と答えた。

「私は交渉を任された者です。リーダーが誰だれかは申し訳ありませんが教えられません」

「おいおい、魔王に部下を寄越すってか。トップが来るのが筋ってもんだろ」

　大佐がとんでもなく正論を言っている。すかさず素子が「中卒とは思えねー」と茶化して、大佐が「うるせえ！」と叫ぶ。ここでケンカするな。

「トップが正体を明かしたくないのはわかる。が、お前がここに来た以上、お前の発言がトップの発言になるってのはわかるな？」

　さすがチャンタは社会人だ。今の言葉にも会社員らしさが出ている気がした。

「承知しています。私も責任を持って話をしたいと思います」

　名前の割にはしっかりしているな、紅くれないの雨あめ。

「では、要件を聞きます」

「私たちに協力してください。共に勇ゆう者しやを倒しましょう」

　この要求はわかりきっていたことだ。そして、紅の雨はアリサが「はい」と答えると見込んでいるだろう。もともと魔ま王おう軍ぐんの目的は勇者を倒してマップ統一をすることなのだから、反乱軍という味方が増えるのは願ったり叶かなったりだ。むしろ、魔王軍が全面協力となれば、勇者側の正規軍はかなり厳しい戦いを強いられる。

「亜あ梨り沙さちゃん、なんて言うかな」

「……どうだろうな」

　少しの沈ちん黙もくがあった。紅の雨も答えを焦らすようなことはせず、魔王の返事を待つ。

「すぐにはお答えできません」

　やがてアリサはそう言った。すると紅の雨は吹き出しに「!?」の記号を出した。リアルでも目を丸くしているのではなかろうか。

「どうしてですか？　そちらにデメリットなどないはずですが」

「そうでしょうか。ではまず伺いますが、このゲームのルール上、勇者を倒した人が次の勇者になれるとは限りません。それでも反乱を起こすのですね？」

　勇者、もしくは魔王が変わるのには二つのパターンがある。一つは、ＨＰが０になって死亡し、アカウントごと消滅。するとフィールドのどこかに「勇者の指輪」「魔王の指輪」が出現し、それを運よく手に入れたプレイヤーが後継者となる。

　もう一つは、自らの意思で譲じよう渡とした場合だ。現にアリサは先代魔王に選ばれ、受け継いでいる。先代の魔王は司法試験に合格して法律家への道を歩んでいるらしい。

「はい。仮に私たちの誰だれかがなれなくても、マミから変わればいいのです。マミは先日の戦いでこの魔王城を落とし切れず、退却しています。その責任は取るべきではないでしょうか」

　言っていることは真っ当に聞こえる。勇者軍に必要なのは変化。勇者がマミ以外の誰かになることで、新たな風が吹く。マミを超えるプレイヤーなら活気づくし、無能であればまた引きずり降ろされる。それが繰くり返されるだけ。世界史の教科書を読んだって、だいたいこんなもんだ。

「そういった声が出ているのは知っています。不満を持つ人が増えれば、こういった反乱も必然でしょう。ですが私は、もう一つの可能性を危惧しています」

　何だろうか。理り央おは凛りん子こを見たが、「私にもわかんない」と凛子は首を振った。

「もう一つの可能性とは？」

「あなたがたと、勇ゆう者しやマミが手を組んでいるという可能性です」

　なんと。

「亜あ梨り沙さ……すげえこと言うな……。どういうこっちゃ」

「なあるほど。さっすが私の亜梨沙ちゃん。早くお姉ちゃんになってくれないかなー」

　察しのいい凛りん子こは合点がいったようだ。

「俺を見るな」

　あと、いつからお前のものになったというのか。

　ハイネを含めた他の四し天てん王のうも「？」を出してアリサに説明を求めた。

「普通に考えれば、私たちは勇者討伐のためにあなたがたに協力します。ですがもし、勇者があなたがたと通じていたら……」

　反乱軍に協力するという形で、魔ま王おう軍ぐんは勇者正規軍とぶつかる。正規軍は親しん衛えい隊たいをはじめとして猛も者さが揃そろっているし、数だって反乱軍より多い。魔王軍も大きな消耗は免れないだろう。そのタイミングで反乱軍が寝返り、正規軍に加わったとしたら。魔王側は一気に押されて領土の多くを奪われてしまう。

　つまりこれは、マミの仕組んだシナリオなのではないかと。魔王はそう言った。

　アリサの言っていることはわかる。わかるが、これが亜梨沙の言葉とは思えなかった。

「私たちがマミと裏で組んでいると……。あり得ません！」

　紅くれないの雨あめは当然のように語気を強めた。別の理由で理り央おの心中も穏おだやかではない。二つのアカウントを使っているから、「通じている」とか「組んでいる」という単語に反応してしまう。

「アリサちゃん、ちょっと深読みし過ぎっていうか……」

　素もと子こも魔王の思考についていけていない。

「考え過ぎなのは私もわかっています。ですが、私は魔王です。魔王軍の人たち、領土が危険に晒さらされる可能性が少しでもある以上、簡単には動けません」

　言い切った魔王アリサ。紅の雨はしばらく絶句していた。

　先代魔王が、アリサを後継者に選んだ理由がわかった気がした。

　理央は、アリサの懸け念ねんしている可能性がないことを知っている。麻ま未みが自分や親衛隊に噓うそをつき続けているとは思えないし、手を組んでいるというのなら最低でも親衛隊には明かすはずだ。そもそも、麻未がこんな小こ賢ざかしい策を使うはずがない。

　そして、理央の頭も徐々に追いついてきた。このアリサのもっともらしい理由は、きっと建前だ。確かにあり得る可能性ではあるが、非常に低い。

　亜梨沙は、反乱軍に加担して麻未を倒しに行くのに抵抗があるのだ。躊躇ためらっているのだ。

　しかしはっきりと断ってしまえば、今度は魔王に対して「何な故ぜ？」という声があがる。だからこうやって理由をつけて回答を保留にしたのだ。反乱軍が協力を求めに来るのを見越して、理由を用意していたのかもしれない。

　紅くれないの雨あめも、名前も知らない反乱軍のトップも、予想すらしていない。魔ま王おうと勇ゆう者しやがクラスメイトだなんて。

「おし！　魔王が言うなら従うまでだ。紅の雨さん、今日はお引き取り願おうか」

　チャンタが言った。

「しかし……勇者を倒すチャンスなのですよ？　それをみすみす……」

「おい。俺たちはお前らを倒してここから排除できるんだぞ。ドロップしても構わないというなら容赦はしないが」

　鉤かぎ爪づめを装備したハイネが一歩近寄る。丸腰の反乱軍たちはどうしようもない。

「兄ちゃん、相手が抵抗できないから強気って……」

　うるさい。こっちはレベルが低い暗殺者アサシン。防御力が低くて死にやすいから、こういう時でないと前に出られないのだ。

「……また来ます。よく考えておいてください」

「ふん。次はトップを連れて来るんだな」

　大たい佐さが去っていく反乱軍たちに吐き捨てた。

　紅の雨が出ていくなり、アリサは謝った。

「すみません。私の一存で決めてしまって」

「いや、一存で決めるのが魔王の仕事だ。気にすることはない」

　チャンタに続き、大佐と素もと子こも同意した。「チャンタの言う通りだ」とハイネもそれに乗っかる。

　マミを倒したくないというのは、あくまで早はや坂さか亜あ梨り沙さとしての個人的な理由だ。一応の建前をつけて四し天てん王のうを納得させてはいるが、隠し事をしているようで辛つらいだろうな。亜梨沙はここの人間を友人として慕っているから、尚なお更さら。

　傍らの凛りん子こが感嘆の息を漏らす。

「すごく冷静だね、亜梨沙ちゃん。私だったらガン攻めだよ」

　凛子も麻ま未みを知らない。思い上がりでもなんでもなく、今、亜梨沙の気持ちをわかっているのは自分だけだ。

　勇者の敵の魔王として反乱軍に加勢するか、それともクラスメイトとしてできる限り勇者に負担をかけないよう、傍観の立場に留とどまるか。亜梨沙はディスプレイの前できっと悩んでいる。

　親しん衛えい隊たいに所属している理り央おとして、かけられる言葉なんてない。

　何も知らない新参者という立場のハイネとしても、かけられる言葉なんてない。

　亜梨沙を守るために近くにいようとハイネになったのに、結局、何もしてやれないのだ。情けないことに。

「はあ……。凛子、俺ってダメな奴やつだな。いいのは顔だけかよ」

「ダメじゃないよ。別に恥ずかしいことじゃないから言うけど、亜梨沙ちゃんのために頑張ってる兄ちゃんはカッコいいよ」

　サイドポニーの妹は、中学生ながら包容力を感じさせる笑顔であった。相手は妹だというのに照れくさくなってしまった。
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「……久しぶりに一緒に風呂でも入るか」

「そう？　じゃあパジャマ持ってくるから待ってて」

「あっ、ちょっ、今のなし！　俺が困っちゃう！」

「……カッコ悪い」







　次の日、宿題が出ていた数学は一時間目で、亜あ梨り沙さに見せてもらえない理り央おが間に合うはずもない。だが怒られるのは麻ま未みも一緒だと高を括くくっていたら、ちゃっかり他の女子に見せてもらっていた。結果、怒られたのは理央だけだった。

「いや聞いてくださいよ先生。亜梨沙がね、自分でやらなきゃ身につかないって言って写させてくれなかったんですよ」

「それ全面的に早はや坂さかが正しいだろ！」

　やっぱりか。

　そして三時間目は英語の授業だったが、宮みや野の先生の厚意で体育祭で出場する競技を決める時間に使っていいことになった。放課後になると運動部がすぐに部活に行ってしまって話し合いがしにくいので、これはありがたかった。

「ほれ、体育の先生から借りてきてやったから使いな」

　そう言って宮みや野の先生が取り出したのは、一学期にやったスポーツテストの記録だった。我がＣ組は担任もマジだ。

　この場は委員長が仕切り、Ａ組に勝つべく真剣な会議が始まった。

「それじゃあ、得点が高い競技から決めましょう。最後のクラス対抗リレーは、単純にタイムのいい人からでいいですか？」

　異議なし。男子からは松まつ崎ざき、城じよう島しま、室むろ井いの三人が選出された。頼たのもしいメンツである。委員長はずり下がった眼鏡を直しながら黒板に書いていった。

「夏なつ樹き、お前サッカー部のくせに足遅いのな」

　理り央おがからかうと、夏樹は痛いところを突かれたとばかりに「うるせえ」と言った。気にしているらしい。

「女子は……杉すぎ本もとさん、松まつ浦うらさん、平ひら山やまさんでいいですか？」

　言いながら委員長はくせ毛を片手でいじりながらチョークで書いた。女子からも「それでいいんじゃない？」と賛成。

　そこで手を上げたのは理央。

「待った。亜あ梨り沙さを忘れてもらっちゃあ困る。転校してきたからスポーツテストの記録はないが、足速いんだぞ」

「え……？」

　当の亜梨沙が目を丸くしていた。男子は「そうなの？」「イメージと違うけど」という反応だが、一緒に体育の授業を受けている女子は「早はや坂さかさんって運動できるよね」「ギャップ萌もえー」といった感じである。

「亜梨沙ちゃん、前の学校で計った５０メートルのタイム、覚えてる？」

　麻ま未みが訊きくと、うつむき加減の亜梨沙は小さく答えた。

「……７秒９、かな」

　速はええ。幼おさな馴な染じみ速え。ちなみに理央はあまり変わらない７秒６だ。高校生女子の平均が８秒後半だと知るのはもう少し先のことである。

「はい決定！　亜梨沙ちゃんリレーね」

「でも……私が出てもいいの？」

「いいに決まってるじゃん。速い人が出るのが普通なんだから」

　リレー参加者は半強制的だったので、他に出る競技は優先的に選べることになった。最低でも一人で二つの競技には出ないといけない。亜梨沙は前に言っていた通り玉入れを選んだ。

　そして、ある女子の発言が男子を揺るがすことになる。

「あ、私、二人三脚出るよ」

　その女子の名を宇う留る野の麻ま未みという。

　二人三脚は男女混合。つまり麻未のパートナーは男子。意外にもこの時、男子たちは「俺が俺が」と騒さわがなかった。全員が視線でもって他の奴やつを牽けん制せいしたのだ。理由はわかる。露ろ骨こつに立候補して麻未や他の女子にがっついていると思われたくないのだ。しかし男子全員が、隙あらば名乗り出ようとしている。空気が重くて仕方がない。

　麻未とこの競技に出るということは、イコール密着する権利を得るということ。足を結ばずに、肩を組まずに二人三脚は走れない。

「なら私も出ようかなー」

　相あい沢ざわが何か言っているが今それはどうでもいい。

「男子は誰だれが出ます？」

　麻未と相沢の名前を黒板に書いたところで、委員長は二重の目をぱちぱちさせた。委員長め、もう少し空気を読め。こちとら高度な駆け引きの最中だ。

「っていうか、息が合いそうな人を指名していい？」

　女子を含めた全員が麻未を見る。言った本人はこれといって意識していないようだが、これは一大事ではないのか。男子はというと、さりげなくネクタイを直し、前髪を整えていた。

「それでいいよ。さっさと決めてくれ」

　宮みや野の先生の許可が出て、麻未は特にもったいつけるようなこともせず、指差した。

「理り央おくん」

　スポットライトを浴びた気分である。

「……いいのか？」

「もちろん。よろしく頼たのむよ、料コ理ツ人クくん」

　正直、心のどこかで麻未が選んでくれるような気がしていた。自意識過剰でもいい。勇ゆう魔ま戦せん争そうを始めて麻未と一緒にプレイするようになってから、クラスで麻未と喋しやべっている時間が長い男子は自分だからだ。

「なんで初はつ島しまばっかり！」「ネトゲでも同じパーティなのに」「絶対弱み握ってるよあいつ」「手ごろな石はないか」と野次が飛ぶ。ああ、男子どもの声が遠い。相沢が夏なつ樹きを指名する声もどこか別の場所で響ひびいているようだ。

「つうか、バランス大丈夫か？　背が違うだろ」

　理央は一七八センチ。麻未と並ぶと差がよくわかる。

「平気じゃない？　腰の位置は同じくらいだし」

「俺どんだけ足短いんだよ！」

　その後、順調に競技は決まっていき、理央は二人三脚の他に借りもの競争に出ることになった。

　亜あ梨り沙さがリレーに出るように手を上げたのには理由がある。転校してきてからそろそろ二ヶ月。仲よくしているグループはあるが、運動部所属の女子とはまだあまり話せていないように見えたからだ。リレーに出るからには練習もするようになるので、それを機会に友人の輪を広げて欲しかった。お節介と言われれば否定できないが、理り央おとしてはできる限り亜梨沙に友達を作って欲しい。転校が多くて友人を作れなかった亜梨沙に、楽しい高校生活を送らせてやりたい。

　それにしても、亜梨沙があそこまで速かったのは意外だった。だが思い返してみると、小さい頃に鬼ごっこをすると、すぐに亜梨沙に捕まっていたような気がする。もともと運動神経がいいのだ。

「そういえば、先生が参加する競技もありましたよね。確か教員騎き馬ば戦せん」

　生徒が騎馬になり、上に担任を乗せて戦うものだ。生徒に慕われていないと、偶然を装って放り投げられるという。そこでなんとなく担任と生徒の関係がわかるらしい。

　理央が宮みや野の先生に言うと、愛すべき婚活三十代は「わかってる」と答えた。

「適当にガタイがいいのを三人頼たのむ。メリケンサックは私が用意しておくから」

「何する気ですか！」

「教頭が出るんだよ」

「やっちまいましょう」

　バレないようにさりげなく。

「それでは、放課後に時間のある人は練習しましょう。運動部の人も時間を見つけて参加してくれるとありがたいです」

　二メートル近い巨漢の委員長はそう言うが、まだまだ下っ端の一年生が部活を途中で抜けるのは難しいだろう。

「りーちゃん、いいのかな。私がリレーなんて」

　得点が高く、責任重大だと亜梨沙はプレッシャーを感じてしまっているようだ。

「堂々と走りゃいいんだよ。俺も練習出るから、たまには運動しようぜ」

　放課後と休日はネットゲームばかりになってしまっているので、理央も運動不足気味だった。しかもゲームしている最中にジュースやお菓子を食べるので、体重の方もいささか心配である。

「うん。……りーちゃん、麻ま未みちゃんと二人三脚だね」

「ん？　お、おう。捕まらない程度に頑張るさ」

　なんでかどもってしまった、これが罪悪感だというなら思い上がりも甚だしい。

「転んじゃダメだよ。りーちゃんはいいけど、麻未ちゃんがケガしちゃうから」

「言うじゃん」

「ふふ。りーちゃんにはたくさん泣かされたから、ちょっとずつ仕返し」

　本当に、亜梨沙はかわいく笑う。

　でも、理り央おは気づいている。亜あ梨り沙さが麻ま未みと話す時、本当に少しだが違和感がある。昨日のことで麻未に対する態度が変わってしまっているのだろう。事情を知っている理央でなければわからない程度だが。

　リアルではＡ組の水みず沢さわ秋あき乃のと体育祭。ネットでは反乱軍。たった一度の高校生活、平和に無難に過ごそうなんて思っていない。でも、もうちょっと小出しにしてくれてもいいのではないか。







　放課後になり、帰宅部や緩ゆるい文化部に所属しているクラスメイトはジャージに着替えてグラウンドの隅に集合した。近くでサッカー部が練習していて、顧こ問もんに怒鳴られながら走り回る夏なつ樹きも見える。

　麻未と亜梨沙もいる。運動部だが都合をつけてくれた女子のリレー走者二人と、亜梨沙はバトンを渡す練習を始めた。バトンタッチはリレーの肝だ。たとえ個人の速さが負けていても、バトンさえ上う手まくいけば勝てる場合もある。

　すると麻未にジャージの裾を引っ張られた。

「ちょっとぉ、亜梨沙ちゃんばっかり見ないでよぉ」

　あざとい。

「キャラ違ってんぞ。あとお前には似合わん」

「あはは、ひどーい。じゃあ、私たちも始めよっか」

　見渡せば、理央たちと同じように体育祭の練習をしている生徒がちらほらと見えた。こういうイベントの時にクラスの色が出ると思う。理央たちＣ組には運動部所属が多いせいか、体育祭は燃えるらしい。そこにＡ組からのケンカを売られたわけだから、いっそう燃えているわけだ。

　麻未とタオルで足首を縛しばると、自然に体が密着する。意識するなという方が無理で、ジャージ越しだが麻未に触れている部分が熱をもった気がした。

　身長の差で、麻未の頭がすぐ近くに。髪からいい匂いがする。これが巷ちまたでよく聞く世界が嫉妬する髪か。すると、麻未が髪の毛をいじった拍子にヘアピンが落ちてしまった。気づいた理央が拾い上げる。

「そういや、ヘアピンたくさん持ってるよな。何かこだわりでもあんの？」

　麻未のヘアピンは日替わりだ。今日は黄色のシンプルなデザイン。

「小さい頃に、お父さんがよく買ってくれたの。それから集めるのが趣しゆ味みになっちゃった感じ」

　しまった。

「……すまん」

「もう。お父さんのことなら気を遣わないでいいから。そういうふうに謝られたら死んじゃったみたいじゃん。この前も会ったし、元気そうだったよ」

　麻ま未みは苦笑い。

「そうか。……よしっ、練習するか」

　自分の気持ちを入れ替えるために、理り央おは左手を麻未の肩に手を回した。

「きゃっ」

　その短い言葉が、どれだけ男の心を突き刺すのか。

「わ、悪い！　嫌だったか？」

「違う違う。急にだったからびっくりしちゃっただけ。嫌だったら指名しないって。それじゃ、私も失礼して」

　麻未の手が理央の肩に置かれた。だが、身長差のせいで体勢が窮きゆう屈くつだ。試しにゆっくり歩いてみるが、どうにもぎこちない。

「やっぱ身長が近い奴やつの方がよくないか？」

　泣きたいくらい惜しいが、勝ちを求めるなら仕方ない決断でもある。

「んー……、あ、そうだ。腰に手を回せばよくない？」

　すっ、と麻未の手が理央の右脇腹へ。

「ほふんっ」

「ちょっと色っぽい声出たよ！」

「問題ない。今ので盲腸が散った」

「私すごい！」

　麻未のアイディアは成功で、理央は肩、麻未は腰に手を回すことでリズムよく走れるようになった。初回にしては悪くない感触だ。

「いい感じだな。あとは転んだ拍子に麻未の体を触っちまって『どこ触ってんのよ！』ってビンタされるイベントだけか」

「それは無理してやる必要なくない!?」

　足を結んでいたタオルをほどくと、ちょうどリレーの女子二人が部活に行ってしまうところだった。残った亜あ梨り沙さを呼んで、理央が代わりにバトンタッチの練習を手伝った。

「マジで速いな。これじゃ逃げられん」

「りーちゃんいじわるだから、よく私のぬいぐるみとか取って逃げてたよね。泣きながら追いかけてたもん」

「凛りん子こも亜梨沙の味方だから、だいたい挟まれて捕まるんだよな」

「懐なつかしいね」

　二人して笑っていると、麻未が頰ほおをぷっくり膨ふくらませていた。ポップコーンでも食べたのだろうか。

「あーもう、二人の幼おさな馴な染じみトークに入れないよー。タイムマシンがあったら昔の二人を見に行けるのにー」

「あ、ごめんね麻ま未みちゃん。私たちばっかり……」

「遠えん慮りよせずに俺らの思い出に入ってこいって。ほら、あそこにデロリアンあるぞ。行ってこいよマーティ」

「あれ宮みや野の先生のレクサスだよ！」

　そろそろ練習も終わりにするかというところで、こちらに歩いてくる三人の影かげがあった。練習に加わるクラスメイトかと思いきや、麻未に絡んできたあの秋あき乃のの仲間たちだった。確か、眉毛にホクロに膝ひざ。とっさに亜あ梨り沙さを背中にやり、身構える理り央お。三人もジャージ姿で、どうやらＡ組も練習しているようだ。秋乃の姿は見えない。

「謝る気になった？」

　最初に口を開いたのは眉毛だった。

「そういうことは体育祭で勝ってから言いな。ま、俺らはオタクだからな。足も遅いし力も弱い。楽勝だろ？」

「りーちゃん……挑発しちゃダメ……」

　後ろの亜梨沙が小さく言う。いいんだよこれくらい。

　眉毛の矛先は次に麻未に向かう。

「なんかさ、ゲームで勇ゆう者しややってるんだって？　ゲームの中でも調子乗ってるとか、イタいんだけど」

「調子に乗ってる」の万能さに感心しつつも、理央は麻未の表情をうかがう。何より麻未は、勇ゆう魔ま戦せん争そうの悪口を嫌う。相手はそれを知っていて揺さぶってきているのだろうか。

　そういえば、秋乃はオタクが嫌いで、もちろんネットゲームも毛嫌いしているに違いない。が、眉毛は麻未が勇者だと知っているあたり、それなりに情報を集めているようだ。秋乃ほどはオタクに抵抗がないのか。

　ここで熱くなっては思う壺つぼだぞ、麻未。理央の心配をよそに、麻未はさらりとした顔で言い返した。

「どう思われたっていいよ。私からしたら、あんなに面白いゲームをやってない方がかわいそうで仕方ないよ。ああもったいない」

　それでいいぞ、ボス。

「……っ」

　麻未にダメージがないのが計算外だったのか、眉毛たちはすぐに反論できなかった。

「絶対に負けないから！」

　やっとのことで眉毛は普通のことを言った。

「へっ、Ｃ組ナメんじゃねえぞ眉毛」

「眉毛!?　私には黛まゆずみ百ゆ合り子こって名前があるの！」

　かすってた。

　百ゆ合り子こたちは「行こう」とどこかへ去っていった。こちらをイラつかせる作戦だったのかもしれないが、そう簡単にはいかない。

　体育祭の勝負については完全に秋あき乃のとあの三人組の個人的な理由なのだが、どうしてＡ組がそれに付き合っているのか。Ａ組に友人のいるクラスメイトからの情報によると、もともとお祭り好きな連中が多く、タイミングよく秋乃が「Ｃ組と勝負したい」と言ってきたので乗っかっただけらしい。まあ、秋乃にクラス全体を動かすほどの力があるとも思えない。理り央おの謝罪も秋乃グループだけの要求だ。

　しかし結果として勝負を申し込まれたことでＣ組の団結力が高まったのだから、秋乃には少し感謝してもいいくらいだ。

「なんか、売り言葉に買い言葉になっちゃってるよね」

　麻ま未みがため息混じりに言った。

「別にいいんじゃね？　こっちは悪くねえんだ。堂々としてりゃいい」

　日が暮れるのも徐々に早くなってきて、五時を過ぎればすっかり暗くなってしまう。練習は終わりにして下校することにした。せっかくはりきって練習していたのに、あいつらのせいで変な空気になってしまった。

　自転車通学の麻未に別れを告げて、理央と亜あ梨り沙さはバスを待つ。明日は土曜日だから、夜遅くまでゲームができる。が、運動したせいで疲れて寝てしまいそうだ。

　バスは空すいていて、駅までは十五分ほど。亜梨沙とは家が逆方向なので、改札口で別れることになる。引っ越すまでは近所だったが、同じようにはいかない。

　バスの中、亜梨沙の口数は少なかった。理央が話しかけても反応が薄うすい。知っている。何か言いたいことがあって、でも言い出せない時の亜梨沙だ。

「ねえ、りーちゃん。少し時間、ある？」

　バスが駅に着いて、改札口の前で亜梨沙は言った。理央が「店に入るか」と訊きくと、無言で頷うなずいた。ファミレスに入ると、同じ高校の生徒もちらほらと見えた。

「で、何だ？」

　理央には亜梨沙が何を話すのか、察しがついていた。

「あのね、本当はりーちゃんに言っちゃいけないことなんだけど……」

「勇ゆう魔ま戦せん争そうの話か？」

「うん……。勇ゆう者しや軍ぐん内でＰＫが多くなってるでしょ？　その人たちは勇者を倒そうとしてて、私たちにも協力を求めにきたの」

　理央はハイネとしてその現場にいたわけだが、ここは知らないふりを通さなければいけない。

「ああ、俺らは反乱軍って呼んでるよ。ま、勇者を倒そうと思ったら魔ま王おうを誘うよな」

「それでね、私はすぐに答えられないって断ったの」

「麻ま未みに気ぃ遣って……ってことだよな」

　亜あ梨り沙さは無言で頷うなずいた。店員が水を持ってきたので、ドリンクバーを二人分頼たのむ。

「魔ま王おうとして、普通は反乱軍に協力するべきなんだと思う。でも……麻未ちゃんは私とも仲良くしてくれてるし、私も麻未ちゃんが好きだし……」

　亜梨沙は、麻未の家庭の事情を知らない。父親が勇ゆう魔ま戦せん争そうの開発者で、でも両親は離り婚こんしていて、親孝行としてプレイしていることを。

「優しいな、亜梨沙。ちょっと前の俺だったら『たかがゲームじゃん』とか言ってたかもしれんが、そうもいかんな」

「どうしようりーちゃん。私は断ったけど、他の魔ま王おう軍ぐんの人たちは誘われれば協力しちゃうと思う。魔王の名前を使って呼びかけても限界があるし……」

「確かにな。でも、麻未だって弱くない。親しん衛えい隊たいもいる。そう簡単にはやられねえって。心配すんなよ」

「うん……。私が勇ゆう者しや軍ぐんでもアカウントを持ってたら、麻未ちゃんを助けてあげられるのにね……」

「そ、そりゃアレだ。魔王がやっちゃダメだろ」

「だよね。冗談だよ」

　冗談にならねえよ。背中に嫌な汗をかいた。

　動揺をごまかすために、理り央おは飲み物を取りに席を立った。自分はコーラ、亜梨沙はアイスティー。

　亜梨沙の幼おさな馴な染じみでよく一緒にいる理央がスパイ容疑をかけられないように、亜梨沙は魔王であることを周囲に明かしていない。普段からも、二人でいる時は勇魔戦争の話題を避さけている。それでも今日、魔王として勇者軍の理央に話したということは、亜梨沙はかなり思いつめているのだろう。それだけ、反乱軍が勇者マミをおびやかす存在だと感じているのだ。

「せめて反乱軍のトップがわかればいいんだが」

「私のところに来たのも、トップじゃなかったよ。掲示板には色んな憶おく測そくが書き込まれてるけど、あんまり参考にならないかも」

　相手の正体がわからないということほど恐ろしいものはない。

「できるだけ反乱軍に協力しないように声かけてみてくれよ。適当に理由つけて。『反乱軍と勇者軍が手を組んでるかもしれない』とかさ」

　言ってから口が滑ったと後悔した。昨日アリサが言ったことそのままじゃないか。しかし亜梨沙は純粋な目で、理央を見ていた。

「あ、実はね、私もその可能性があるって言って断ったの。四し天てん王のうのみんなも納得してくれたんだ。りーちゃんも同じこと考えてたんだね、ちょっと嬉うれしい」

「ま、まあな。俺くらいになるとそこまでとっさに考えつくんだよ」

　理り央おはコーラを飲みほしておかわりを取りに行った。もっと言動に慎重になれ初はつ島しま理央よ。こんなことをしていたら、いつか亜あ梨り沙さに疑われるぞ。

　それからは勇ゆう魔ま戦せん争そうとは離はなれて、最近読んだ漫画とか、何気ないことを話した。亜梨沙の髪型は少女漫画の主人公を真ま似ねたもので、その漫画は理央も読んだ。ちなみにその主人公が着ている制服を亜梨沙は作ってしまっていて、早く着てみせてくれと言っても顔を赤くして断るのだ。

　改札口で亜梨沙と別れて電車を待つ。ふと、携帯が震ふるえてメールの着信を知らせた。おっと、麻ま未みからだ。

『明日、もしよかったら体育祭の練習しない？』













　　　　第３話　お菓子と紅茶







　麻ま未みが指定した場所は、理り央おも行ったことのある大きな公園だった。芝生の広場にアスレチック、公園をぐるりと回るジョギングコースもある。理央の家からは自転車で行ける距きよ離りで、昔は友達とよく遊んでいた。亜あ梨り沙さとも行ったことがあるが、その頃とは随分と景色は変わっている。

　特に予定もないので二つ返事で了解したものの、体育祭の練習とはいえ休日に麻未と会えるとは。それにしても練習熱心である。勇ゆう魔ま戦せん争そうをバカにされて、表には出さないものの、麻未も内心で相当お怒りなのかもしれない。

　待ち合わせの時間より随分と早く着いてしまった理央は、近くのコンビニで暇を潰つぶすことにした。

　と、電話だ。画面には「宇う留る野の麻未」の文字。

『おはよっ。もう着いた？』

「ああ、コンビニにいる」

『どこの？』

「街角の」

『だいたいそうだよ！』

　すぐ行くと言って電話を切り自転車を走らせると、ベンチに座って麻未が待っていた。傍らには自転車が置いてある。

「チャリで来たのか？　遠くね？」

「ちょっと距離あるけど、まあ運動がてらね」

　二人三脚の練習をするのもあって、麻未はジーンズだった。上は白を基調としたチュニック。そして昨日と違うヘアピン。

「私服ごちそうさまです」

「お粗末様です。って、別に特別なものでもないけどね」

　麻未は男心ってものがわかっていない。

　時刻は十時を過ぎ、段々と人が集まってきた。家族連れが多く、パパの家族サービスといった光景だった。理央の父よりも亜梨沙の父の方が背が高く、昔は亜梨沙の父親に肩車をしてもらったものだ。あの頃は単純に高い方がよかったから、無邪気に「おじさんの方がいい」と言っていたが、今思えば父親には悪いことをした。

　ふと、麻未の視線がバドミントンで遊ぶ親子に向けられているのに気づく。その眼まな差ざしがあまりに寂しくて、すぐに声をかけられなかった。

　両親が離り婚こんして、父親と離はなれて暮らすことになってしまった麻ま未み。転校が多く、その度に友達を失っていた亜あ梨り沙さ。自分はなんて恵まれた環かん境きようで育ってきたのだろう。恵まれていたのに、どうしてあんまり勉強ができないのだろう。

「よし麻未、今日は俺がお父さんになってやろう」

「え？　……あははっ、ちょっと理り央おくんじゃ物足りないかなあ。私のお父さんは偉大だから」

　麻未はちょっとだけ眉を下げて苦笑い。

「マジか。じゃあ何だったらいける？」

「生意気な甥おいっ子ってところかな」

「そこは『彼氏』って答えるところだぞ」

「私の彼氏ポジションは安くないよ」

　おっしゃる通り。

　和やかに遊ぶ家族を横目に、理央と麻未はタオルで足首を結んだ。ジョギングをしている人はいても、二人三脚をしている人はいない。恥ずかしさもあるが、こういうのは堂々とやったもの勝ちだ。

　昨日と同じように、理央は肩、麻未は腰に手を回して声を出しながら走ってみると、転ばずにそれなりの速さを出せた。本番もこれくらいで走れれば一位も狙えるのではないか。

　さて、二人三脚の練習なんて何時間もするものではなく、結んだ足首も痛くなってきたので、昼前に切り上げることになった。麻未との時間もあっという間であった。待て。まさかここで「じゃあまた来週」と解散できるだろうかいやできない。せっかく麻未と休日に会っているのだ。午後の予定を訊きいて、「よかったらこのまま遊びに行かない？」と誘うのが紳士というもの。

　すでにここから自転車で行ける範はん囲いの遊べるスポットと、もし映画という話になった時のために、上映スケジュールも昨夜のうちに調べてある。

　週明けに学校に行き、夏なつ樹きたち男子に聞こえるようにさりげなく「土曜は楽しかったな」と麻未に話しかけ、優越感に浸るところまで理央は想定していた。

「なあ麻未、昼飯はどうする？」

「来る途中にサイゼあったからそこにしようよ」

「おう。んで……」

「理央くん、午後は暇？」

　先手を取られた。だが、訊いてくるということは麻未も午後は空いているということ。

「勇ゆう者しや様のために一日すべて空けております」

「よろしい。……じゃあさ、理央くんの家に遊びに行っていい？」

　しばらく時間が止まった。理央の体内時計で七秒ほど。麻未が言った意味を理解し、受け入れるまでにそれくらいかかった。

「俺ん家ち？　別に何もないぞ」

　この時点で、理り央おの容量の少ない頭はフル稼か働どうしている。どうして麻ま未みは家に来たいなどと言っているのか。男子高校生の家に行くというのがどういう意味かわかっているのか。それとも自分は安全だと思われているのか。いや、もちろん安全なのだが。そんな度胸などないのだが。隣となりの部屋に妹もいるし。

「勇ゆう魔ま戦せん争そうのテクニックを教えてあげようと思ってさ」

　なるほど。納得した。

　勇魔戦争はアクション要素が強く、キーボードとマウスでの操作は難しい。ほとんどのプレイヤーはゲームパッドを買って格かく闘とうゲームのようにして遊んでいる。そして、麻未はやり込んでいるだけあって高い技術を持っている。勇ゆう者しやマミが強いのは、高いレベルと勇者専用スキルなどもあるが、プレイヤー自身のレベルも高いからなのだ。

「勇者直伝とは心強いな」

「でしょ？　っていうか、理央くん下手だし」

「悪かったな。つっても、俺はサポートメインだからなー」

「わかんないよ。アップデートで料コ理ツ人クも強くなるかもしれないじゃん」

　期待しないで待つとしよう。とりあえず強い武器を増やして欲しい。現在装備している武器は万能包丁なのだが、その上位互換が圧あつ力りよく鍋なべって、遊んでるだろスタッフ。もっと他にあるだろ。……うどんを平たくする棒とか。

　リーズナブルなイタリアンを満喫して、理央は我が家に麻未を案内した。確か母親は出かけているはず。凛りん子こはわからないが、もしかしたら友達を呼んでいるかもしれない。むしろ凛子にはいて欲しい。家で麻未と二人きりなんて、緊きん張ちようして体が震ふるえる。

「ようこそ初はつ島しま家けへ」

　麻未はこれといった特徴のない家を見上げた。

「一戸建てなんだー。うちはマンションだから憧あこがれるなあ。ペット飼ってたりする？」

「妹がアレルギー持ちでな。残念ながらいない」

「それじゃ仕方ないね。おじゃましまーす」

　ドアを開けて最初に目に入ったのは、どこかで見たことがある靴。玄関にきっちり揃そろえてあるその靴は女物で、母でも凛子の物でもない。えっと、誰だれのだっけ。

「あ……麻未ちゃん……？」

　リビングから出てきたのは、お盆に紅茶のカップを二つ載せた幼おさな馴な染じみ。

「亜あ梨り沙さ!?」

「りーちゃん……えと、おかえりなさい」

「おう、ただいま。じゃなくてっ！　何でうちにいんの？」

　そうだ、これ亜梨沙の靴じゃん。さては凛子が呼んだな。亜梨沙が遊びに来るのは初島家にとって普通のことなのだが、まさか麻ま未みと鉢合わせるとは。

　亜あ梨り沙さは薄うす手でのセーターに、足首まで覆おおう長さのスカート。白、ベージュ、水色のチェック柄だ。

「あのね、今日は凛りん子こちゃんと……」

「兄ちゃん、帰ってきたの？」

　亜梨沙に続いてリビングから凛子が出てきた。凛子の目はすぐさま理央の隣となりにいる麻未に向けられ、「妹の凛子です。初めまして。兄がお世話になっております」と丁寧な挨拶をした。できた妹である。

「理り央おくんのクラスメイトの宇う留る野の麻未です。目元が似てるね。それにしても偶然だね亜梨沙ちゃん」

「う、うん。……ちょっとびっくりしちゃった」

　お盆を持ったまま亜梨沙は棒立ち。麻未がやって来た驚おどろきがまだ抜けないようだ。理央は帰ったら亜梨沙がいた驚きがまだ抜けていない。

　次の行動を決めろ理央。大丈夫、やましいことなど何一つない。ないのにどうしてこんなに動揺しているのか。その理由を考えるのは後だ。

「あ、あのな、麻未とは午前中にアレがアレで、まあそんなサイゼでな……」

　浮かぶ額の汗、滲にじむ背中の汗、この一分でもうリットル単位で汗をかいた。目線が定まらず、我が家の玄関で挙きよ動どう不ふ審しんの高校生が誕生した。

　ここで活かつ躍やくするのは、長年連れ添った兄妹だからこそできる以心伝心。なんとか凛子に視線を投げると、凛子は小さく頷うなずいた。

「亜梨沙ちゃん、紅茶が冷めちゃうから私の部屋に行ってて。すぐお菓子持っていくから。宇留野さんも、飲み物を用意するので兄の部屋でお待ちください。階段をあがって奥です」

　言いながら凛子は客用のスリッパを出し、麻未の前に並べた。「てきぱき」とは、こういう様を言うのだろう。

「あ、うん。じゃあ待たせてもらうね。部屋に見られてまずいものはない？」

「ねえよ。ベッドにでも座っててくれ」

　はーい、と返事をして、麻未は階段をあがっていった。追うようにして亜梨沙も二階へ。残った理央は麻未の分の紅茶をいれるべくキッチンへ向かった。

「まっさか兄ちゃんが女の子を連れてくるなんてねえ。はい、ティーバッグ。お菓子は……チョコチップクッキーあるよ」

「俺だってやる時はやるのよ。…………どうしよう」

　人生で初めてかもしれない。「うなだれた」のは。

「別に亜梨沙ちゃんは私と遊びに来たんだし、兄ちゃんは宇留野さんとよろしくすればいいんじゃない？」

　できないのをわかっていて言うよこの妹は。そして、声がいつもより低い。

「……怒ってる？」

「亜あ梨り沙さちゃんを差し置いて女の子連れ込む神経と、どっちとも付き合ってるわけじゃないのに浮気現場目もく撃げきされたようなリアクションが気に入らないよね」

　怖い。

「でもよ……わかるだろ？　麻ま未みってほら、すげえかわいいんだよ。色々あって仲良くなってる最中なんだよ。ちょっとくらい舞まい上がってもいいだろ？」

「ま、兄ちゃんも男だもんね。わかるにはわかるけど。お願いだから、亜梨沙ちゃんを悲しませるようなことだけはしないでね」

「わかってるよ。当たり前だ。それだけは信用してくれ」

　役目を終えたティーバッグを捨て、皿にクッキーを適当に並べる。紅茶なんてこういう時でもないと飲まない。砂糖とミルクがどこにあるかもわからない。

　何な故ぜか気分は戦場に向かうようである。

「宇う留る野のさんってさ、麻未って名前なんだ」

　ふと凛りん子こが言った。

「……お前が想像してる通りだよ」

　すると凛子はお怒りの表情を和らげ、逆に薄うすく笑った。これは凛子がある日を境によく見せるようになった、サディスティックな笑い方だ。いつからだったか、小学校五年くらいだったかも。

「宇留野さんと亜梨沙ちゃんと兄ちゃん、同じクラスだよね。……やっぱり私、兄ちゃんがあたふたしてるの見るのが好きみたい」

　いい趣しゆ味みだよまったく。

　紅茶とお菓子を持って部屋に入ると、麻未はベッドに腰掛けて手持ち無沙汰にしていた。校内、学外、ゲーム内から言い寄ってくる男たちを撃げき沈ちんし続ける学年一の美少女が、自分の部屋にいるなんて、一学期では想像もできなかった。それが今、目の前の光景として広がっているではないか。

　ただ、壁かべ一枚を隔てた向こうに亜梨沙がいる。これもまた想像できなかったことだ。

　確かに凛子の言う通りで、理央はどちらと恋人どうしというわけではない。だからこうやって家で鉢合わせたって、別に責められるようなことはないのだ。

　そうだ理央、後ろめたさなど何一つない。堂々としていればいい。

　……できねえよちくしょう。

「おまたせ」

「うん。さて、萌もえちゃうセリフ言っちゃうよ？　男の子の部屋に入ったのって初めて」

「はい萌えた萌えた。砂糖とミルクはどうする？」

「流さないでよー。どっちも入れて」

　お互いに紅茶を一口飲んで、理り央おは眠っていた葉は月づきさんを起こした。

「えっと、ゲームパッドどこだっけ……」

　と、デスクトップに置いてあるフォルダを麻ま未みが発見。

「何これ。『参考資料』？」

「それ見ちゃダメなやつ！」

　理央の反応で察したのか、麻未は不敵に笑うだけで詳しく訊きいてこなかった。いや、察されても困るんだけど。

　男子としての危機を逃れた理央は勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインを起動し、リオでログインする。勇ゆう者しや城じように料コ理ツ人クが現れた。休日だが、他の親しん衛えい隊たいは来ていないようだ。

「ステータスはこんなもん」

　能力値を表示させたところで麻未に席を譲ゆずる。麻未は慣れた手つきでコマンド一覧に切り替えると、敵のいない城内で少し練習をした。その時点で理央より上う手まい。

「じゃ、クエスト行こっか。お手本を見せてあげよう」

「おいおい。リオだけで大丈夫か？　マミもいねえんだぞ」

　もともと戦せん闘とうに向かない職業だから、一人じゃ相当レベルの低いクエストでないと達成は困難だ。

　そう言っている間にも、麻未の操作するリオは城を出てずんずん進んでいく。もしリオが死んでも失うアイテムや金はたかが知れているからいいのだが、理央としては気が気でない。

　が、途中で遭遇するモンスターを、麻未は華か麗れいな動きで撃げき破はしていく。勇者マミではなく、料理人リオなのにもかかわらずだ。攻撃範はん囲いの狭い包丁で、戦闘用スキルも少ないというのに、ダメージはほとんど受けていない。プレイヤーによってここまで違いが出るというのか。

「料理人も悪くないね。お腹なかは自給自足できるし」

　倒したモンスターから手に入れた食材で料理を作り、空腹値を回復。同時に士気を上昇させてクリティカル率を上げる。プレイに無駄がない。

「すげえな。同じキャラとは思えん」

「プレイ歴が違いますから。……あ、柴しば垣がきくんだ」

　画面内に「シバ」という魔ま法ほう使つかいのプレイヤーが現れ、リオに話しかけてきた。これは同じクラスの柴垣。ＰＫが急増している勇者陣営でも、裏切られる心配のないプレイヤーだ。

「ようリオ。暇なら一緒にクエスト行こうよ。料理人いると助かる」

「オッケー。じゃ、二人になったしちょっと難しめのクエストにしようかぜ」

　なんだその口調は。理央が指摘すると、麻未は「どんな喋しやべり方すればいいかわかんなくて」と笑った。柴垣は単なるタイプミスだと思ったようで、特に追及されなかった。チャットで会話をしていればこういうミスは少なくない。

「頼たのむから麻ま未みがプレイしているって明かすなよ」

「わかってるって。私が理り央おくんの家にいるなんて知られたらスキャンダルだもんね」

　自分の立場をよく理解してくれているようで結構。それに柴しば垣がきは一度、ネット上で麻未に告白して撃げき沈ちんしたという過去を持っている。理央だと思って接していたのが麻未だとわかったら、きっと変な声を出すに違いない。

　柴垣ことシバとクエストに行ったリオは、別人のような活かつ躍やくを見せる。実際操作しているのは別人なのだが、サポートだけかと思われた料コ理ツ人クを使いこなし、しっかり戦力として機能している。シバもリオの動きに感心していた。料理人でもここまで動ける。理央としてもまだまだ練習の余地はありそうだ。

　すると隣となりの部屋から笑い声が聞こえた。凛りん子この部屋とを遮る一枚の壁かべ。電話で話しているみたいだとか、笑い声などはわかるが、具体的に何を話しているかは聞き取れないという中途半端な厚さ。今も凛子と亜あ梨り沙さが何かの話題で盛り上がっているようだが、一体どんなことを話しているのかはわからない。ああもうもどかしい。ああ気になる。

「リオ、お前どうしたんだよ。急に上う手まくなったな」

　何も知らないシバはそんなことを言った。

「まあな。俺だって親しん衛えい隊たいなんだから、勇ゆう者しやのために修業してるんだよ」

　そつなく麻未は返事を打つ。モンスターの襲しゆう撃げきが落ち着くと、シバは自身のＨＰを回復させつつ発言した。

「お前ってさ、親衛隊になってから宇う留る野のさんと仲良くなってるよな。どうなの？　狙ってんの？」

「柴垣っ……！」

　こいつ、余計なことを。お前が訊きいているのはその宇留野さんだってば。麻未はキーを打つ手を止めて、理央を見た。

「へー、理央くんって私のこと狙ってるの？」

　小こ悪あく魔ま。この顔を一番短い言葉で表現するにはこれしかない。

「どうだろうな。お前こそ、俺のこと狙ってんじゃねえの？」

「どうだろうね」

　強がってみるものの、心臓は鼓動を速く刻んでいる。柴垣め、学校に行ったら理不尽に脇腹のあたりを殴ってやる。

　クエストが終わって、シバはログアウトした。リオもそれなりの経験値を得てレベルが上がったが、それでもまだまだ他の親衛隊には届かない。

「勉強になった。俺も精進するよ」

　やり込み具合と、勇ゆう魔ま戦せん争そうに対する愛が違う。

「親衛隊に恥じないプレイをしてくれたまえ」

　麻ま未みの操るリオは最寄りの町で回復し、アイテムを整理してログアウトした。

　紅茶も冷め、お菓子もなくなった。麻未は再びベッドに腰掛ける。

　何を話していいのか、隣となりの部屋ではどんなことを話しているのか。

「ええと……俺らって勇ゆう魔ま戦せん争そう以外に共通の話題あったっけ」

「あはは。それ訊きいちゃう？　理り央おくんって、もっと女の子の相手が上手なんだと思ってたけど、そうでもないんだね」

「なんでだよ。そんなふうに見えるか？」

「だってクラスでも普通に話してるし。綾あやちゃんとか亜あ梨り沙さちゃんとか」

　綾って誰だれだっけ。ああ、緑みどり川かわか。

「亜梨沙は特別だよ」

「特別って？」

「……亜梨沙は亜梨沙だ。家族みたいなもんなんだよ」

　大げさな言い方でもなく、親どうしも仲が良くて、文字通り家族ぐるみの付き合いなのだ。約六年の空白こそあったものの、再会してすぐその関係は復活した。明日は、父親二人でゴルフに行くらしい。

「ふうん。あー妬やいちゃうなー」

　棒読みである。

「はいはい。麻未に妬かれて俺は幸せだよ」

「もう。冷めてるなあ。……それでさ」

　麻未は足を組んで、上目づかいで理央を見た。

「亜梨沙ちゃんって、かわいいと思う？」

　理央は思わず壁かべの方を見た。これくらいの声量なら隣には届かない。向こうが壁に耳をくっつけていなければの話だが。

「変なこと訊くなよ」

「どこも変じゃなくない？　理央くんは亜梨沙ちゃんのことをどう思ってるのかなって。単なる好奇心。私はね、すごくかわいいと思う。女の子らしくて、ほら、男の子からしたら守ってあげたくなるっていう感じ？」

「それは昔っから変わらん。……かわいいかどうかってのは、まあ、なんだ、ほら、そりゃあ……かわいくなったと思うよ」

　どうして麻未にこんなことを言わなければならないのか。しかし噓うそをつく理由も見当たらず、理央は正直に答えた。

　魔ま王おう城じよう攻防戦の時、亜梨沙は魔王として理央のことを話し、「カッコよくなった」と言っていた。理央はそれをハイネとして聞いてしまった。もちろん亜梨沙は理央に聞かれたなど夢にも思っていない。

　その時から、亜あ梨り沙さを意識してしまう自分がいる。「幼おさな馴な染じみの女の子」から、一人の「かわいい女の子」へ。

　理り央おの答えを聞いた麻ま未みは、にやりと笑った。

「亜梨沙ちゃーん！　理央くんがねー」

「バカっ……！」

　隣となりの部屋に向かって声を張り上げた麻未の口をふさぐ。とっさのことだったから、勢いあまって麻未をベッドに押し倒す形になってしまう。

「きゃー、たーすーけーてー」

「やめろって！　俺が死ぬ！　社会的に！」

　あまりに近い麻未の顔と体に男として思うところがないといえば噓うそになるが、それはこの家に他に誰だれもいなかったらの話。

　ドアがノックされた。

「凛りん子こか！」

「……そういうの外でしてくれない？」

「もっとまずくない!?」

　理央はベッドから離はなれると、乱れた服を直した。やましいことはないが、一応。麻未はというと、「あはは。楽しい」と寝ころんだまま笑っている。休日に麻未と会ったとクラスの男子に自慢するつもりだったのに、これでは話せない。麻未が一言「理央くんに押し倒された」と言えば、途端に理央は男子によって窓から外に放り投げられるだろう。

　少しだけドアを開けて、凛子が顔をのぞかせた。

「っていうかさ、合流しない？　亜梨沙ちゃんがそわそわしちゃってそれどころじゃないんだけど」

「奇遇だな。俺もそわそわしてた。麻未、いいか？」

「もちろん。せっかくだから一緒に遊ぼうよ」

　理央と麻未が部屋を出ると、凛子の部屋から亜梨沙が出てくるところだった。何な故ぜか顔が真っ赤である。

「あの……ごめんね、邪じや魔ましちゃったみたいで」

　亜梨沙が何を邪魔したと思っているかは訊きかないでおく。

「いいや、そんなことはないぞ。むしろ助かったくらいだ」

　理央、凛子どちらの部屋でも四人は狭いので、一階のリビングに場所を移す。紅茶をいれ直して、さて何をしようかと理央が考えていると、凛子が「昔遊んだやつがあるんじゃない？」と言ったので、物置代わりになっている部屋から人生ゲームを引っ張りだした。古い物だが、ちょっと盛り上がるにはぴったりだ。

「うわー、人生ゲームなんて何年ぶりかな」

　麻ま未みが架空のお金を触りながら言った。これはまだ亜あ梨り沙さがこっちにいた頃、よく遊んでいた物だ。

「亜梨沙、覚えてるか？　これ」

「うん。すごく懐なつかしい。りーちゃんが勝つまで何回もやったよね」

「そういやそうだったな」

　凛りん子こがやたら強かったのを覚えている。

「あれ？　ここに落書きあるよ」

　麻未が見つけたのは、ボードの隅にマジックで書いてある相合傘。「りーちゃん」「ありさ」と名前が書いてる。

　視線が集中した亜梨沙は、頰ほおを染めながら弁解する。
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「わ、私じゃないよっ……」

「亜梨沙ちゃーん。照れなくてもいいって。理り央おくんは自分で『りーちゃん』なんて書かないでしょ？」

　麻未の追及に、亜梨沙は観念した。

「ごめんなさい、りーちゃん……。多分、引っ越す前に書いたんだと思う」

「別に謝ることじゃないだろ。もしかしたら、この落書きがあったから亜梨沙とまた会えたのかもしれん」

「りーちゃん……」

「うわー、理り央おくんロマンチックぅ。あと、二人の空間作られたら入れないんですけどー」

　麻ま未みは壁かべがあるようなパントマイムを披ひ露ろうした。

「男ってのは女よりロマンチストなんだよ。ほら、始めるぞ」

　高校生にもなって、しかも古い人生ゲームだったが、久しぶりにやる懐なつかしさもあって四人は楽しんだ。最近は遊びといえばパソコンに向かっていたので、こういうディスプレイもコントローラーもないゲームの楽しさを忘れていた気がする。

　序じよ盤ばんの職業決めであえなくフリーターになったのが最後まで影えい響きようして理央の最下位が決定したところで、玄関から「ただいまー」と声がした。間もなくスリッパの音と共にハンドバッグをぶら下げた母親がリビングに入ってくる。

「お邪じや魔ましてます」

「あら亜あ梨り沙さちゃん、いらっしゃい。さっきまでお母さんとお茶してたのよ。……ええと、ごめんなさい、凛りん子このお友達かしら」

　麻未に気づいて母はそう言った。麻未は丁寧にお辞じ儀ぎをすると、小こ悪あく魔まじゃない方の笑顔を見せる。

「初めまして。理央くんと亜梨沙ちゃんと同じクラスの宇う留る野の麻未です」

　母が固まった。

「……理央、あんた、宇留野さんの弱みでも握ってるの？　友達になれって脅したの？」

「もうちょい息子信じたら!?」

　しかしわかる。わかるぞ母よ。女っ気のなかった息子が麻未なんていう美少女を家に連れてくるなんて一大事に出くわしたら、そんな言葉も出てこようというもの。

「あははっ。そんなことないですよー。理央くんとは普通に仲良くさせてもらってます」

「あらあら、ごめんなさいね。こんな息子で。もう理央、亜梨沙ちゃんと麻未ちゃんなんて、両手に花ってやつじゃない」

　あっという間に母は上機嫌になった。幼おさな馴な染じみの亜梨沙以外に、ちゃんと異性の友人がいることに安心したのか。それほど理央は女子と仲良くできないと思われていたのか。

「お母さん、私も」

「そうね凛子もね。両手と口に花？　すごいじゃない。もう明日死んでも悔いはないって感じね」

「殺すな」

　上機嫌を通り越して興奮気味の母は、向かいの奥さんから貰もらったハワイ土産のチョコを出してもてなした。理央も高校生なわけで、母親がでしゃばってくるのは嫌なのだが、麻未も馴染んでしまってもはや止められなかった。

「でも、麻未ちゃんはかわいいから、学校でもモテるでしょう。昔の私みたい」

　最後の方は何を言っているか聞こえなかった。

「いえいえ。そんなことないです。まだ二十人くらいからしか告白されてませんし」

　数字がリアルだ。おそらくネットでの告白を含めれば数は倍以上に跳ね上がる。隣となりに座る亜あ梨り沙さが目を丸くしていた。

「麻ま未みちゃん、すごい……」

「亜梨沙ちゃんだってきっとすぐ告白されると思うよ？　かわいいもん。ねえ」

　麻未がちらりと横目で見る。

「俺に振るな。だが、亜梨沙に近づこうってなら俺と凛りん子こを通してもらわないと困る」

「だね」

　揃そろってチョコを口に放り込んだ初はつ島しま兄妹。麻未は「マネージャーみたい」と笑った。

　しかし実際、転校してきてから亜梨沙の人気が上昇しているのを理り央おは知っている。麻未の言葉を借りるなら「守ってあげたくなる系」。控え目で、おどおどしている姿が魅み力りよく的てきに映る男子もいるのだろう。そういった情報が夏なつ樹き経由で理央の耳に入ってきているのだ。ただ、理央がいるせいでアプローチできないでいるようだ。見方を変えれば理央が守っている状態ともいえる。

　だけど、亜梨沙が人を好きになるのは自由だ。当然、理央ではない誰だれかだって。

　ネットゲームの中では亜梨沙と麻未の間を行ったり来たりするどっちつかずのプレイをしているにもかかわらず、亜梨沙に誰かを好きになって欲しくない、自分が一番近くにいないと気が済まないという汚い独占欲に、理央は自己嫌悪に陥る。

　さらには、最近仲良くなってきている麻未からも離はなれたくない。かわいくて、親孝行な女の子とあわよくば距きよ離りを詰めていきたい。その感情も否定できない。

　いつ凛子に鈍器で殴られても文句は言えない。

　男ってのはそういうものだ。と、誰でもいいから自分を少しでも肯定して欲しかった。

　夕飯も食べていけという母親の希望はさすがに断り、日が暮れる前に麻未と亜梨沙は帰ることになった。もともと凛子と遊ぶために家に来たのに、こんなふうになってしまって凛子と亜梨沙には悪いことをした。

　麻未は自転車だが、亜梨沙を送るために駅まで一緒に歩く。そこで、午前中は体育祭の練習をしていたと明かした。

「そうだったんだ。実は私も、午前中に少しジョギングしたの。リレーで迷惑かけられないから」

「そんな気負わなくてもいいからな。負けたって緑みどり川かわが謝ればいいんだし」

「理央くんじゃなかったっけ!?」

「くっ……」

　さりげなく緑川に押し付けるのに失敗した。

　クラスメイトや勉強のことを話しながら歩いていると、ふと会話が途切れた。間が持たなくて理り央おが次の話題を探していると、先に麻ま未みが口を開いた。

「ねえ亜あ梨り沙さちゃん。ネットゲームに興味ない？」

　理央は「げっ」と言いたいところを堪こらえ、飲み込む。ついに来たかこの勧誘が。

「あ、えっと……その……」

　亜梨沙もこんな反応。麻未が次に言うセリフがわかっているからだ。

「私と理央くん、勇ゆう魔ま戦せん争そうってゲームやってるんだけど、よかったら亜梨沙ちゃんも始めてみない？」

　以前、理央は麻未から亜梨沙も誘ってみるように言われている。しかし当然、誘っていない。何といってもすでに参加しているし、何といっても魔ま王おうなのだ。麻未は亜梨沙が自分の宿敵だなんて知らないから、こういうふうに勧誘するのは自然なことでもある。

　麻未は続けて、「すごく面白い」「クラスの半分くらいは始めてる」「グラフィックがかわいい」など宣伝文句を並べた。

　ここは切り抜けろ、亜梨沙。もし亜梨沙が勇ゆう者しや軍ぐんで始めてしまうようなことになれば、理央と同じようにアカウント二つ持ちになってしまう。義務感から勇者軍でのログインが増えれば魔王でプレイできる時間が短くなり、しかも万が一にも魔王が亜梨沙だとバレれば、勇者軍のアカウントを使ってスパイをしていたと亜梨沙に非難が殺到するのは間違いない。

「あの、私、自分用のパソコン持ってないし……」

　亜梨沙は物理的に無理だと断った。本当は亜梨沙の部屋にはゲーム用のごついパソコンが存在感を放っているのだが。

「そう？　じゃあさ、私のお古でよければあげるよ。ゲームするには十分だと思う」

　気前がいいな。そう言えば、パソコンを新調して古い物の処分に困っていると話していた気もする。

「え？　そんな、パソコンなんて貰もらえないよ」

「お金のことなら心配しないでよ。すごく安いやつだし。っていうか私の自作だし」

「マジで!?」

　驚おどろいたのは理央。

「自作っていっても、お父さんの知り合いの人に教えてもらいながらだけどね」

　つまりゲーム会社の人だろうか。だったら詳しくてもおかしくないのかもしれないが、快適に遊ぶためにそこまでこだわるとは感服である。

　亜梨沙のピンチは続くが、麻未はあまり手ごたえを感じなかったのか、「興味が出たらいつでも言ってね」と引き下がった。ほっと胸を撫なで下ろした理央だが、亜梨沙も同じ気持ちだろう。

　それにしても、魔王と同じ名前なのだから、「もしかして」くらい考えてもいいものではないか。しかし麻未からそんな気配は一切ないし、普段の亜梨沙のイメージからネットゲームがかけ離はなれているということか。

　駅前まで来たところで、買いたい雑誌があるから本屋に寄ると別れようとした麻ま未みだが、ついでに理り央おたちも付き合うことにした。

「りーちゃん、『それいゆマカロン』の新刊出てるよ。買った？」

「やばっ、出てたのか。買う買う」

　それは少女漫画なのだが、そのヒロインの髪型を亜あ梨り沙さが真ま似ねていると知ってから読み始めたのだ。確かヒロインの恋するイケメン男子が、「実は俺、キャリーバッグを引いて歩くのに抵抗があるんだ」という、どうでもいい告白をしたところで終わっていたが、それでも続きが気になっていた。亜梨沙に似ているヒロインが、果たしてどんな反応を見せるのか。

　目当ての漫画を手に取ってレジへ向かおうとすると、雑誌コーナーへ行っていた麻未が早足で戻ってきた。手には何も持っていない。見つからなかったのだろうか。

「ねえ、ちょっとこっち来て」

　何な故ぜか小声である。促されるままに雑誌コーナー手前まで来ると、麻未は雑誌を立ち読みしている一人の客を指差した。

「ん？　水みず沢さわ秋あき乃のじゃねえか」

　そこにいたのはＡ組の秋乃。オタクが嫌いな水沢秋乃である。なんだ、地元が近かったのか。いや、出身中学からしてそれはない。用があってこちらまで来たといったところか。秋乃はこちらに気づいていない。三人はとりあえず秋乃の死角へ入った。

「麻未ちゃん、水沢さんがどうかしたの？」

「今のうちにドロップキックでもかましておくか？」

「そうじゃなくてっ。……あそこの棚、ゲーム雑誌が並んでない？」

　言われて気づく。理央はよく買い物をする本屋なので、だいたいのレイアウトは頭に入っている。麻未の言う通り、あの辺はゲームやアニメに関する雑誌コーナーだ。

「変だな。そんなところ、水沢にとっちゃ毒ガスが充満してるようなもんだぞ」

　オタク臭が強すぎて近づけないはずだ。しかし先ほど盗み見た秋乃は熱心に読んでいるようだった。

「情報収集……とか、かな」

　亜梨沙が言う。オタクを相手にしているのだから、敵の情報を得るのは確かに常じよう套とう手段ではある。知らないものにケチはつけられないのだから。秋乃は体が蝕むしばまれるのに耐えながら、必死に理央たちが好きそうなものを調べているのだろうか。だとしたら敵ながらあっぱれと言いたい。

　と、秋乃がレジに並んだ。理央たちは逃げるように移動。結局、さっき読んでいた雑誌を買ったようだ。理央たちには最後まで気づかず、秋乃は店を出ていった。すぐさま秋乃が読んでいたものを確認する。

「やっぱりゲーム雑誌だよ。……あ、勇ゆう魔ま戦せん争そうが特集されてる。私も買おっと」

　パラパラとページをめくっていた麻ま未みの目を奪ったのは、数ページにわたって紹介されている勇魔戦争の記事だった。ここ最近、ユーザーが増加傾向にあるオンラインゲームとして載っている。簡単な世界観の説明に、他のゲームと差別化されている部分、そして開発した会社についても少し書かれていた。

「こりゃ、水みず沢さわも勇魔戦争の知識をつけてキモがってくるぞ。負けるなよ」

「私が負けるわけないじゃん。いつだって勇ゆう者しやに敗北は許されないのさ」

　麻未は拳を握ってみせた。

　勇魔戦争が書かれているとあれば理り央おも買わないわけにはいかず、漫画とあわせて予想外の出費になった。亜あ梨り沙さも欲しそうにしていたから、帰りがけに買うな、多分。

「それじゃあ、また学校でね。今日は楽しかったよ。理央くんは今夜ログインよろしく」

「またね、りーちゃん」

「じゃあな。漫画読んだら感想メールするわ」

　麻未は自転車で、亜梨沙は電車で帰っていった。はふう、と息が漏れる。なんか色々と疲れた。凛りん子こは当然として、なんだかんだで母親にも助けられた。

　家に帰って雑誌を開くと、そこには狭いスペースだが勇魔戦争オンライン開発者のインタビューがあった。顔写真つきで、名前は「望もち月づき浩ひろ史し」。あの日、喫茶店で麻未と一緒にいたおじさんだった。

　正面から顔を見るのは初めてだが、ちょっと似ていると思った。あと、援助交際だと勘違いしてごめんなさい。







　ずっと勇者城に引きこもっているわけにもいかず、マミはリオたち親しん衛えい隊たいを連れて外にクエストに出た。反乱軍にビビっていると思われないようアピールする目的もある。何より、マミが我慢できなかった。

「俺、反乱軍には絶対に加担しません！」「僕もレベル上げて反乱軍と戦います」「これ使ってください」など、道中はマミを応援する声をたくさんもらった。ＰＫは引き続き起きているが、反乱軍の動きが活発になってきてからは不意打ちにも警戒するようになり、「ＰＫ返し」をしたという報告も受けている。

　しかし依然として、反乱軍のリーダーは不明のままだ。情報収集は積極的にしているのだが、なかなか尻尾を摑つかめない。

「リオくん、筋肉痛とかになってない？」

「そんなにヤワじゃねえって」

　例によってリオは後方支援、をしようと思ったが、昼に麻未に見せてもらったプレイを参考にして前線で戦いたくなった。それを申し出たところ他の親しん衛えい隊たいも了承してくれた。というわけで、今夜のクエストはリオが先頭である。

「おや、意味深な発言ですね。リアルで何かありましたか？」

　フィールドへ向かう最中、マミの言葉に周りが食いついた。ハルトたちはリオとマミが同じクラスだと知っている。そもそもマミが同級生だからといってリオを誘ったのだ。

「激しい運動をしたのさ。ね、リオくん」

「したな。べったりくっついて、足も縛しばって」

　まあ乗ってやるけど。噓うそじゃないし。

「いいねー、高校生は。青春してるじゃん。死ねばいいのに」

　御み堂どう丸まるは会社員だが、年ねん齢れいまでは教えてもらっていない。二十代か三十代か、もしくはそれ以上か。独身か既婚かも。平日の夜と土日はこまめにログインしているから、結婚はしていないのではないかと推測してみる。むしろ奥さんいたら怒られるだろ。

「爆ばく発はつしちゃえばいいのにねー」

　紫し乃のが言った。年上の女性ということで紫乃に彼氏がいるかどうかというのも気になるが、紫乃はほとんどプライベートの話をしない。しかし会話の端々にいわゆるネットスラングを使うため、「そっち」の趣しゆ味みに深いのではないかと推測している。理り央おからすればネットスラングは外国語のようで、いちいちわからない言葉は検索して解読をしている。中には共感できるような言葉もあり、よくこういうのを考えるなあと、インターネットの住人に感心するばかりである。

　ついつい魔ま王おう軍ぐんの四し天てん王のうと比べてしまう。紫乃と素もと子こは同じくらいの年齢のはずだが、素子はきっとそのまんまだ。現実の話をほとんどしない紫乃に対して、素子は今日あったことをガンガン話す。うるさいくらい。今までの私生活トークを集めていくと、素子の部屋の間取りや家具の位置まで書き起こせるほどだ。

　このままだとリオとマミが付き合っているように誤解されるので、二人三脚の練習をしていただけだとネタばらし。同じ高校のプレイヤーがどこで聞いているかわからないし。

「そういえば、勇ゆう魔ま戦せん争そうが特集されてた雑誌、買いました？」

　ハルトがタイムリーな話題を振った。みんな読んでいたようで、吹き出しから音符や星のマークを出した。

「読んだ読んだ。あれよ、あの開発責任者のインタビューは結構いいこと言ってたな」

　御堂丸が素晴らしいコメント。ここにいるんだよ、その人の娘が。麻ま未みもパソコンの前で微笑ほほえんでいることだろう。

「ハゲてたけどね」

　紫乃が素晴らしくないコメント。ここにいるんだよ、その人の娘が。

　リオは包丁で紫乃を刺した。

「悪い、手が滑った」

「リオ、私にケンカ売ってる？　受けて立つけど」

「ぎゃー！」

　言うが早いか、紫し乃のは魔ま法ほうをぶっ放し、リオのＨＰは半分持っていかれた。

「まあまあ。クエスト前にＭＰ使っちゃダメだよ」

　ＭＰを回復させるアイテムは希少なので、半殺しのリオよりも紫乃が心配されるという理不尽さ。

　そこでメールの着信。麻ま未みからだ。「ありがとね。育毛剤とかプレゼントした方がいいかな」という文面だった。あの写真を見る限り、まだ間に合う。

　リオはマミに回復してもらい、目的のモンスターが出現する場所の近くまできたところで、勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーが馬で駆けてきた。反乱軍の可能性もあるので、全員が身構える。

「親しん衛えい隊たいの皆さん、大変です！　デンド村が占拠されました！」

「噓うそっ？　魔ま王おう軍ぐん？」

　デンド村といえば、勇者軍の領地の中でも規模の大きい部類に入る村だ。大勢で挑むクエストなどは、そこを拠点にすることもある。たくさんの勇者軍プレイヤーがいるはずなのだが。

「魔王軍と反乱軍の連合軍です」

　そのプレイヤーは答えた。

　ついに魔王軍の一部が反乱軍に加担し始めた。亜あ梨り沙さの言っていた通りだ。いくら魔王が断っても、魔王軍の全員が同じ意見ではない。こんな面白いイベント、誘われれば普通は乗るのだ。

「ねえ、その馬借りていい？」

「はい。いいですけど……」

　マミはすぐさま馬に跨またがった。

「待て。まさかデンド村に行くんじゃねえだろうな」

　御み堂どう丸まるが止めるが、マミは振り切って走っていく。「デンド村を取り返す！」と言い残して。よりによって一人で行きやがった。デンド村には今、勇者を倒したくてたまらない連中が殺到しているというのに。

「ハルト、転移系のアイテム持ってたよな」

　リオが訊きくと、ハルトは頷うなずいた。

「あります。デンド村の近くまでならこれで行けます。マミは馬で行きましたが、追いつけると思います」

「すぐ行こう。俺もリアルのマミに電話する」

「あっちとこっちで知り合いってこういう時便利だねー」

　果たして紫乃はどちらを「あっち」、どちらを「こっち」としているのか。

　残された親しん衛えい隊たいはアイテムを使ってデンド村の近くまで飛び、そこから走った。転移系は高価なアイテムなのだが、この際仕方ない。アイテム代は後で割り勘にしよう。

　リオを走らせながら、理り央おはスマホを手に取り麻ま未みへ発信。肩と頰ほおに挟んで数回コールすると、勇ゆう者しやが電話に出た。

「おい麻未、落ち着け。お前は死んだら終わりなんだぞ！」

『わかってる。けど、もう反乱軍の好き勝手を見過ごせないよ。それに今だったら敵も消耗してるだろうから、追い払えるかもしれない』

「俺らも向かってるから、せめて合流までは待ってろ。いいな」

『……わかった』

　渋々といったふうに麻未は返事をし、電話を切った。熱くなる気持ちはわかる。理央だって、反乱軍をぶっ飛ばしたい気分だ。

　ゲームのいいところは、方向キーを入れるだけでどれだけ走っても息が切れないところ。ひたすら走ってデンド村の手前、そこでついさっき別れたマミと合流した。勇者正規軍のプレイヤーもいる。デンド村防衛のために戦い、しかし敵の強さに撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた人たちだ。

　敵の戦力を訊きくと、到底勝ち目のない数の差だった。魔ま王おう軍ぐんが加わったことで、一気に数を増やしたのか。

　リオはとりあえず「調理」スキルで料理を作り、マミたちの空腹を満たして士気を上昇させた。デンド村は大きいから蓄えもある。兵ひよう糧ろう攻めは難しい。

「そういやよ、今日ってリオが前衛やるって話だったよな」

　御み堂どう丸まるが言った。

「確かにそうでしたね」

「行っちゃえ新入り」

　あっれー。

「おい！　それはクエストのことだろ？　俺に突っ込めっていうのかよ！」

　まだレベル１２２だぞ。しかも戦せん闘とう用ようのスキルはほとんどなし。縋すがるようにマミの方へ移動すると、マミはハートマークをぴょんと出した。

「頑張って！」

「味方がいねえ！」

　しかし発言を見る限り、麻未も落ち着いてくれているようだ。あのまま一人で突入していたらどうなっていたことか。リオはマミと違って死んでも消えない。時間さえ経過すればまたログインできる。

　というより、本当に奪い返せるのだろうか。勇者たちが駆けつけたことで「いける」みたいなムードになってはいるが、どう考えても不利だ。

　冷静に、もっと人を集めてから……。

「リオさん、使ってください」

　ある召喚士サモナーが、鷲わしの頭とライオンの胴体を持った召しよう喚かん獣じゆう、グリフォンをリオに預けた。なんときれいな善意か。でもこれでリオは行くしかなくなった。

「……俺についてこいオラぁぁぁぁっ！」

　グリフォンの背に乗り、空へ舞まい上がる。視点が変わり、リオの後頭部を少し上から見下ろす形になる。えっと、空中の操作ってどうすればいいんだっけ。しかも張り切って叫んだ割にはあんまりついてきてないし。

　まあいいや。もう突とつ撃げきだ。リオはデンド村周辺に陣取る連合軍に向かってグリフォンで突っ込み、同時に持っていた爆ばく弾だんを投げまくる。戦せん闘とうに向かない料コ理ツ人クは、身を守るためにこういうアイテムを持ち歩いているのだ。

　爆炎に紛れ、マミたちが一斉に仕掛ける。紫し乃のが広こう範はん囲いに及ぶ雷撃を放てば、御み堂どう丸まるは槍やりで敵を薙なぎ払う。空中にいるリオはいい的だったが、ハルトの銃が援護してくれる。マミは勇ゆう者しやにのみ許された光属性の魔ま法ほうで敵の魔法を押し返す。やっぱり親しん衛えい隊たいは強い。さらには味方も奮闘してくれて、デンド村を占拠していた連合軍は数を減らしていった。三日天下ならぬ、三十分天下とでも言おうか。これなら奪い返せる。

「うおっ……」

　いくらなんでも攻撃のすべてを回かい避ひできるわけもなく、リオの乗っていたグリフォンが撃げき墜ついされた。着地したリオに敵が襲おそいかかってくる。しかし、まったく戦えない昔のリオとは違う。わずかながら技も取得しているのだ。

　理り央おは覚えた技を確認する。火を出す「フランベ」、魚系の食材を上手に調理できる「三枚おろし」、野菜系の食材を無駄にしない「桂剝き」。使えそうなのは一つしかない。

「親衛隊のリオだ！　一番ザコだぞ！」

　斧おのを振るうのは青い文字で表示されるプレイヤー。つまり勇ゆう者しや軍ぐん。つまり反乱軍。リオは包丁で凌しのぎながら反撃を試みる。

「『フランベ』！」

　炎が放たれるがそれも一いつ瞬しゆんで、ほとんどダメージも与えられない。泣きたいくらい弱い。

「うはっ、マジでザコじゃん」

「うるせえ仕事しろ無職野郎」

「俺は充電してるんだよ！」

　当たってた。

「親が泣いてるな。あーあ、こんなふうに育てたつもりじゃなかったのになー」

「……マジでやめろ。やめてください」

　萎しおれていく無職の反乱軍。なんとか精神攻撃で生き延びた。あとなんかごめん。

　リオが必死に命を繫つないでいるうちに、正規軍は勢いづいてくる。死を恐れずに積極的に攻撃していくマミには僧そう侶りよが二人サポートについているし、戦局はどんどん正規軍へ傾いている。

　その時だった。

「『死者再生リビングデツド』」

　誰だれかが魔ま法ほうを唱えた。すると地面から灰色の顔をしたプレイヤーがまるで草が生えてくるかのように現れた。無限なのではないかと勘違いしてしまうほど、次々に顔色の悪い戦士は地面から這はい出してくる。

「死霊術師ネクロマンサー……反乱軍にいたのですね」

　ハルトが汗が流れるマークと共に言った。聞いたことだけはある。複数の質問で職業を決定するこのゲームには、選ばれる確率の低い、いわゆる「レア職業」が存在する。料コ理ツ人ク、狂戦士パーサーカーもその中の一つだ。逆に多いのは剣けん士し、魔ま法ほう使つかい、僧侶など、他のゲームでもメジャーな職業である。

　そして使用された「死者再生」は、ある職業でしか覚えられない固有魔法。それが死霊術師なのだ。その名の通り死者を操る者。戦いによってＨＰが０になり死んだプレイヤーを、生ける屍しかばねの姿でもう一度戦場に戻す。

　これは死人が増える戦いの終しゆう盤ばんで非常に効果的であり、タイミングは絶妙だった。双方で出た大量の死者が、すべて反乱軍の手下として蘇よみがえる。

　戦況が覆くつがえった。血色の悪い、虚うつろな目をしたゾンビたちがリオたちに向かってくる。人が操作しているわけではないので動きは単純だが、なにせ数が多い。気分はバイオハザードだ。誰かグレネードを持ってこい。

　死霊術師は誰だ。どこにいる。せめて正体だけでも突き止めたい。が、死に損ないの軍団に阻まれそれも叶かなわない。マミの様子を確認すると、ゾンビを蹴け散ちらしながらも徐々にＨＰは減っている。フォローしていた僧侶にも余裕がなくなってきた。

　ゾンビに気を取られている隙に連合軍に攻こう撃げきされ、正規軍が次々に倒れていく。死者再生の後に死んだプレイヤーはゾンビ化しないようだ。どこかにいる死霊術師が連発しないところを見ると、大量のＭＰが必要なのだろうか。

「マミ！　退け！」

「でも……」

「これじゃ奪だつ還かんは無理だ！　村はくれてやれ！」

　リオと同じ意見なのか、紫し乃のが大量のＭＰを使った魔法でゾンビを焼き、退路を作った。

「マミ、死んじゃだめ」

　随分と悩んだマミは、やがて「わかった」と言って後ろに走った。

　死霊術師は覚える魔法こそ違うが、待遇は料理人に近いのではないかと理り央おは思う。普段モンスターを相手にしてレベル上げをしている時は役に立たないが、人と人の戦い、とりわけ長期戦になれば力を発揮する。

　マミの撤てつ退たいを皮切りに、正規軍の引き揚げが始まった。が、切り込み隊長として前線にいたリオはもう後戻りはできない。こうなったらできるだけ前に進んで、反乱軍の幹部かリーダーの顔を拝んでやる。

「……って、一人じゃなあ」

　すでに敵に囲まれている。どうせ死んだらドロップしてしまうのだ、今のうちにアイテムを存分に使っておこう。

　リオは残りの爆ばく弾だんをばら撒まき、奮ふん闘とうの末、戦死した。







　死亡による強制ログアウトを受けたリオは、飲み物を取りに行った。買ってあったファンタオレンジがないのは、きっと凛りん子こが飲んだのだろう。文句を言いたいが、昼のこともあるので今回は見逃してあげよう。

　結局、反乱軍にいるはずの死霊術師ネクロマンサーの顔を拝むことはできなかった。そいつがリーダーなのかもわからないまま、デンド村は連合軍の手に落ちた。ファンタの代わりに麦茶を持って部屋に戻るとメールが届いていて、麻ま未みから他の親しん衛えい隊たいと共に逃げのびたと報告があった。とりあえず一安心。今ごろ、近くの村でアイテムの補充と会議だろう。

　死んでしまったので五時間はログインできない。じゃあ寝るかというとそういうわけでもない。そろそろ日付が変わる。明日は日曜日。徹てつ夜やしても支障はない。午前中は二人三脚に精を出していたせいで疲れているのは間違いないが、反乱軍との戦いで興奮していて眠気が訪れる気配はない。

　パスワードを変えて、ハイネでログイン。魔ま王おう城じようの景色が画面に広がる。

「あ、ハイネさん。こんばんは」

　城の中庭にアリサがいた。園芸スキルで花に水をあげている。他に四し天てん王のうの姿は見えなかった。

「他の連中は？」

「チャンタさんと大たい佐ささんはクエストに行きました。素もと子こさんは今日は遅くまでアルバイトなので、終わってからログインすると思います。私も水やりが終わったらチャンタさんたちに合流しようかと。ハイネさんも行きますか？」

　ハイネはリオよりもレベルが低い。最近、やっと１００を超えたところだ。よく素子にクエストに付き合ってもらっているが、それでもまだまだ足りていない。経験値は少しでも欲しい。

「ああ、行こう。水やりを手伝いたいが、俺にはスキルがない。暗殺者アサシンに園芸は無理だったよな」

「園芸を覚えられる職業は少ないですから。先に行っててもいいですよ」

「いや、待ってる」

　といってもやることがなくて、アリサが腹を空すかせているかもしれないので、城の食料庫から保存食を持ってきた。アリサは「ありがとうございます」とそれを受け取った。

　花の世話をするアリサは、とても魔ま王おうには見えない。しかし、その黒いローブと禍まが々まがしい鎌かまは専用装備。戦せん闘とうとなれば闇やみ属性の魔ま法ほうで敵を圧倒する魔王軍のボス。そして、家族のような理り央おの幼おさな馴な染じみ。

　水やりが終わると、アリサは耕した土に新しい種を植え始めた。こうやってどんどん魔王城の花畑が拡大していく。

「ハイネさんは、高校生なんですよね、えっと、男の人で」

「そうだ。信じるかは自由だけどな」

「信じてますよ。……ハイネさんは今、お付き合いしている方はいますか？」

　ここで理央の思考は急加速を始める。アリサの質問の意図を理解するためだ。どうしていきなりプライベートなことを訊きいてきたのか。単なる興味か、それとも四し天てん王のうに加わったばかりのハイネとコミュニケーションをとるために選んだ話題か。

「いや、いない。突然どうした」

「すみません。それじゃあ、あの、仮の話なんですけど、ハイネさんと仲のいい女の子がいて、別に彼女ってわけじゃなくて……。その女の子が、他の男の子と仲良くしていたら、どう思いますか？」

　歯切れの悪い、しかしそこに切実さを感じる。

「そりゃ、まあ、ちょっとはモヤモヤするだろうな」

　理央は画面の前で願う。頼たのむから、これ以上は話すなと。どれだけ頭の悪い理央でもわかる。アリサが亜あ梨り沙さだと知っているからわかる。アリサの例え話が、何のことを指しているのか。

　ネット上の友達は、どこの誰だれだかわからない人。だからこそ、プライベートな、深いことを話せる。以前亜梨沙は、転校のことも素もと子こたちに打ち明けていた。かつて四天王にいた七なな海みというプレイヤーも、妊娠中の悩みを相談していた。

　でも亜梨沙、ハイネは違う。どこの誰だかわからない奴やつじゃない。お前がよく知っている初はつ島しま理央だ。

「私が転校して幼馴染と再会したのは、知ってますよね」

「ああ。同じ高校になったんだってな」

　そのあたりは、すでに四天王ならみんな知っている。しらばっくれる方がおかしい。

「その彼には妹さんがいるんですけど、今日は妹さんと約束があって家に遊びに行ったんです」

　その妹さんならすぐ隣となりの部屋にいるのだが。

　理央が相あい槌づちも打てないでいると、アリサは続けた。

「そうしたら、外出していた彼が帰ってきたんです。その……クラスメイトの女の子と一緒に」

　全身が緊きん張ちようしているのがわかる。アリサが話すのは今日、この家で起きたこと。それを知らないという立場でハイネは会話をしなくてはいけない。慎重に言葉を選び、ボロが出ないように。少しも疑われないように。

「その『彼』ってのは、彼女がいたわけか」

「いえ……。そうじゃないみたいなんです。そうじゃないと、思います」

「それでも家に来るってことは、ある程度の仲ってことじゃないのか？」

　あくまで一般論を、第三者の立場から、客観的に。しかし自分でもよくわからない。麻ま未みと「ある程度の仲」なのか。

「私も、そうなんじゃないかなって思います。クラスでもよくお話してますし……。ハイネさんの言葉を借りると、私、なんだかモヤモヤして……」

　顔が火ほ照てっている。キーが打てない。

　もう適当に理由をつけて落ちよう。これ以上、亜あ梨り沙さの心を覗のぞいてはいけない。どうせすぐ素もと子こが来る。そうしたら、女の子どうしで相談すればいい。素子の方が適任だ。

　理り央おが落ちる理由を探す間にも、アリサは発言を続けた。

「私と彼しかわからない昔の話になると、ちょっと嬉うれしいんです。その女の子が参加できない話題に、安心しちゃうんです。私……すごく嫌な性格です。りーちゃんが誰だれと仲良くしたっていいのに、私に何の権利もないのに……」

　口、いや、指を滑らせ、アリサは「彼」の名前を出した。前にも一度あったが、それほどまでに亜梨沙は感情に身を任せてキーを打っているのだ。

「多分、それは普通だ。魔ま王おうは考え過ぎだ。俺だって同じようなことになったら、同じ気持ちになると思う」

　本当に、そうなるかもしれない。もし亜梨沙と仲を深める男がいたら、そいつの前で亜梨沙に昔話を振ってしまうかもしれない。そいつが入って来られないように、無理にでも壁かべを作ろうと。そんな権利はないのに。

「……そうでしょうか」

「経験がないからわからんが、そんなものじゃないかと俺は思う。っていうか、魔王にやたら人間味があるのが面白い」

　つい茶化してしまった。亜梨沙が真面目に悩んでいるのはわかっているのに。すまない。もう耐えられないんだ。

「ふふ。変ですよね。私も、もっと魔王みたいにキャラクターを作った方がいいのでしょうか」

「それもいいかもしれないが、急に変わったら周りが驚おどろくぞ」

「ですね」

　すると「素子がログインしました」と文章が表示されて、背中に弓を背負った狩人かりうどが「やっほー」とやってきた。

「居酒屋は時給いいんだけど、酔っ払いの相手が面倒だわー。バイト変えよっかな」

　お疲れの様子である。

「大変ですね。私、アルバイトしたことないからわからないですけど。ハイネさんはどうですか？」

　どうやら先ほどの話題は打ち切りたいようだ。理り央おも大きく息を吐いた。

　また、こんな形で亜あ梨り沙さの心の内を聞いてしまった。亜梨沙を知りたいという欲求と、聞いてはいけないという罪の意識がぶつかり合う。

　亜梨沙、自分が麻ま未みと話している時、そんな気持ちだったのか。妬やいて、くれているのだろうか。

　きっと自分は亜梨沙と再会してからずっと、都合のいい妄想をしている。亜梨沙は昔から変わらず優しくておとなしい亜梨沙で、理央の言うことには反対しないで、なんだかんだで後ろをついて来てくれて、困った時には頼たよってくれると。嫉妬なんて醜みにくい感情とは縁えんがないと。

　お互い高校生になったのだから、そんな理央が思い描いたようになるわけがないとわかっていても。自分勝手な希望を亜梨沙に押し付けてしまう。

　理央は低く唸うなった。この汚い心が反へ吐どと一緒に口から出てしまえばいいのに。

　ハイネが無言になってしまって、アリサが「？」のマークを出した。慌ててキーを打つ。

「俺はコンビニで働いたことがある。短期だけどな」

「へー。ハイネっちって、勝手なイメージだけどコンビニな感じじゃなくない？」

「だったら何だっていうんだよ」

「んー、殺し屋とか」

「混ざってんぞ！」

　もしかしたら、ハイネのいないところでアリサは素もと子こに同じ相談をするかもしれない。年上の素子はちゃんと答えてくれるだろうが、素子はいつも最終的に「もう襲おそっちゃえばいいじゃん」って言うし。話半分でいいからな、亜梨沙。

　それから城を出た三人は、チャンタ、大たい佐さと合流してクエストを楽しんだ。しかし、予想できたことではあるが、魔ま王おう軍ぐんから頻ひん繁ぱんに話しかけられた。内容はもちろん「どうして反乱軍に協力しないんですか？」といったもの。いちいち「勇ゆう者しや軍ぐんと反乱軍が手を組んでいる説」を説明するのも面倒なので、アリサは「慎重に検討中です」とお茶を濁にごす程度に留とどまった。

　時刻は午前三時をまわった。バイトから帰ってきてそのままログインした素子は、先ほどから「眠い」を連発している。理り央おにも睡すい魔まが忍び寄ってきている。

「魔王、本当に反乱軍には協力しないのか？　もうそれなりの数の魔王軍が反乱軍に加担してるらしいじゃないか」

　城に帰ってきてそろそろ解散かという頃、大佐が言った。

「知っています。掲示板にも、連合軍によってデンド村が占拠されたと書き込みがありました」

「ここまで来たら、もう勇者軍と反乱軍が裏でグルってのはないだろう」

　チャンタも大たい佐さの援護に回った。その通りだと理り央おは思った。もはや、魔ま王おうとしておとなしくしている理由がなくなってきている。だが、亜あ梨り沙さとしての理由はある。そんなの、四し天てん王のうが知ったことではないのだけれど。

「はい……。でも、あと少しだけ考えさせてください」

　アリサはそう言うしかないだろう。

「まあ待て。この騒さわぎに乗じて俺らを倒そうっていう魔王側の反乱軍が生まれないとも限らないだろ？　魔王は何手も先を見てるんだよ」

　助け船を出すが、苦しい。

「ハイネっちも心配性だなー」

「四天王になったばっかりなのに職場を失なくしたくないんだよ。無職になっちまうからな。なあ大佐」

「ケンカ売ってんのかこの野郎！　俺は無職じゃねえ！　フリーターだ！　来月から時給が十円アップすんだよ！」

「え？　やったじゃん！　頑張ったねー」

　高校中退でニートだった大佐の面倒を見ていた素もと子こは純粋に喜んでいた。

「お、おう……。まあな」

　まさかの昇給が判明して図らずもうやむやになってくれたが、魔王アリサは決断を下さなければならない。その期限は迫ってきている。協力しないと言えば、他のプレイヤーから魔王への不信感が募る。四天王だって魔王の信者というわけではない。おかしいと反論も出るだろう。

　逆に協力すれば、魔王として当然の行動だと評価される。そうして反乱軍と共に勇ゆう者しや正規軍と戦い、マミを倒す。亜梨沙が魔王と知らず、純粋にクラスメイトとして接してくれる麻ま未みから勇者の称号を奪う。

　リオ、ハイネ、そして理央は何ができる。







　答えが見つからないまま、体育祭の日を迎えた。













　　　　第４話　リレーとアンカー







　十月最後の金曜日、快晴の空のもと体育祭は開催された。校庭のトラックをぐるりと囲むようにしてブルーシートが敷しかれ、クラスごとに並ぶ。小学校とは違って父兄の観客はいない。校長先生の話の後、体育祭実行委員による選手宣誓が行われた。

「みんな、Ａ組との勝負に熱くなるのはわかるが、怪け我がのないようにな」

　宮みや野の先生がそれっぽいことを言うが、今日はやたらと指輪を嵌はめている。メリケンはまずいと思ったのだろうが、それでも教員騎き馬ば戦せんで教頭を倒す気満々だった。

「じゃあみんなでエイエイオーってやろうよ。いくよー、エイエイオー！」

　麻ま未みの掛け声によってクラスに一体感が生まれる。本当は委員長の仕事なのかもしれないが、Ｃ組の中心はやっぱり麻未なのだ。

　しかしその麻未、今日は遅刻寸前で登校した。珍しく寝坊したらしい。今もどことなく疲れているようにも見える。先週末にデンド村が反乱軍によって占拠されるという事件を発端に、魔ま王おう軍ぐんから反乱軍へ加わるプレイヤーが増加。勇ゆう者しやへの向かい風がどんどん加速した。こうなったのは、魔王が沈ちん黙もくを守っているのも理由の一つになったようだった。「魔王が何もしないなら俺たちが」という意識が魔王軍に芽生えたらしい。亜あ梨り沙さが判断を保留したのが裏目に出た形になってしまった。

　活発化する反乱軍が、正規軍へＰＫを繰くり返す。親しん衛えい隊たいと、高レベルの正規軍プレイヤーはその沈静化に追われることになった。現時点で、運営側は何も干渉してこない。当然だ、不正があったわけではないのだから。が、麻未の父こと望もち月づきは気が気でないだろう。

　必然的に麻未と理り央おの睡眠時間は削られ、その補ほ塡てんを授業中にすることになった。まあ、理央にとっては日常的なのだが。

　前に魔王軍に交渉に来た紅くれないの雨あめも姿を見せない。もはや魔王を説き伏せる必要はなくなったということだ。死霊術師ネクロマンサーの正体も未いまだ不明のままである。

「麻未、体調は大丈夫か？」

「うん。平気だって。二人三脚、頑張ろうねっ」

　ハチマキを結ぶ麻未の目もとには薄うっすらとクマが見えた。あれから何度か練習を重ね、理央たちは速度を出しながらも転ばずに走り切れるようになっていた。クラスメイトも積極的に練習に参加し、万全の態勢でもってＡ組に挑む。

「初はつ島しまくーん、ちょっとー」

　緑みどり川かわに呼ばれた。

「どした？　このタイミングで告られても困るぞ」

　クラス一の巨乳を誇る緑みどり川かわにローキックを貰もらった。

「ないない。そうやって軽口ばっかり叩たたいてると、肝心な時に本気にされないよ？」

「忠告どうも。で、何の用だ？」

「亜あ梨り沙さちゃんがハチマキ結べないって」

　見れば、傍らにいる亜梨沙が頭の後ろに手を回してハチマキに苦戦していた。こういうところはいつになっても不器用だ。裁さい縫ほうは得意なのに。

「緑川がやってやりゃいいじゃねえか」

「亜梨沙ちゃんが初はつ島しまくんをご指名なのさ」

「わ、私そんなこと言ってないよっ……」

　ぐちゃぐちゃになってしまった結び目をほどきながら、亜梨沙は頰ほおを染めて反論した。理り央おはハチマキをひったくって代わりにほどいてやる。

「ほら、そっち向け」

「ごめんね、りーちゃん。私、こういうの苦手で……」

　ぱぱっと蝶ちよう々ちよう結び。

「知ってる」

　カシャ。

「撮とるな緑川！」

「拡散希望ー」

「送るなよ！」

　逃げる緑川を追い回していると、今度は夏なつ樹きに呼び止められた。「おいでなすったぞ」と言われ指差された方に目を向けると、そこには水みず沢さわ秋あき乃のと仲間たちがどこか優雅な雰囲気でＣ組のスペースに歩いてきていた。

　麻ま未みと並び、秋乃たちを迎える。秋乃は相変わらずのゆるふわパーマだが、服がジャージなのでミスマッチだ。眉毛こと黛まゆずみ百ゆ合り子こはというと、理央に眉毛と言われたのを気にしていたようで、ちょっとだけ眉毛を整えていた。太眉も流は行やっているのだから、そんなに意地にならなくてもいいのに。

「どうも。今日の勝負の確認に来たの」

　腕を組み、負ける気なんて微み塵じんもありませんといったふうに秋乃が言った。

「わかってるよ。俺らが勝ったらお前らは麻未に絡んだことを謝って、ネットゲームが気持ち悪いって言ったのを撤てつ回かいしろ」

「はいはい。で、私たちが勝ったら初島くんが私を侮辱したことを謝ってくれるんでしょ？」

　侮辱ときたか。大げさだとも思ったが、秋乃にとってはそれくらいに感じたのかもしれない。

　さすがに麻未に対して「モテるのをやめろ」とは言わないか。どうにかできる問題じゃないし。モテちゃうんだから。

「オーケーだ。ついでにファンタオレンジも奢おごってやるよ」

「いらないし。ふん。練習までしてるなんて、オタクの癖くせに本気になっちゃって」

　わざとなのか素なのか知らないが、鼻につく喋しやべり方である。後ろの三人も得意げな表情をしている。少し、反はん撃げきしてやるか。

「ところで、あの雑誌は面白かったか？」

「……何のこと？」

　抽象的すぎて本気でわからないようだ。

「俺らが大好きな勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインが載った雑誌だよ。敵の情報収集に余念がないなんて、見上げた根性だ」

　瞬しゆん間かん、秋あき乃のの顔が青ざめたのがわかった。理り央おから視線を逸そらし、馬肥ゆる秋の空へ。お、予想以上にダメージを受けているな。

「そ、そんな雑誌知らないし！　勇魔戦争？　何それ。あんたらが何やってるかなんて知らないし」

「しらばっくれるならそれでいいけどよ。あの本屋は俺の地元だ。次から買い物する時は気をつけな」

「うるさい！」

　踵きびすを返して、秋乃はＡ組のスペースへ戻って行った。去り際に眉毛、じゃなくて百ゆ合り子こに睨にらまれた。低レベルのモンスターなら倒せてしまいそうな眼光である。

「先制攻撃は成功だね」

　麻ま未みがぐっと親指を立ててみせた。

「ああ。動揺してたのが笑えた」

　直接は関係のないクラスメイトたちも理央と麻未を見守っていてくれた。亜あ梨り沙さに至っては手を合わせて祈るようなポーズだ。

　心配するなと亜梨沙に一言伝えて、理央は最初の競技に出場するクラスメイトの応援に向かった。ＢＢ弾を入れたペットボトルに、ビニールテープを割いて作ったポンポン。応援グッズもしっかり揃そろえてある。周りを見れば、半分くらいのクラスが同じような物を用意していた。

　競技は定番の徒競走、障害物走と進み、その次がクラス全員参加の綱引きだった。なんの因果かＡ組と直接対決である。

　先頭の夏なつ樹きが振り返った。

「よーし、打ち合わせ通りに腰を低くな。掛け声はどうする？」

「『たまごかーけごーはん』ってのはどうよ」

「語呂悪すぎだろ！」

　しかし、Ｃ組の士気は低い。その理由は並んだＡ組の後ろの方にある。敵のクラスには巨漢が三人もいるのだ。しかもただのデブではない。相撲部に柔道部と、強いデブが揃そろっていた。対してＣ組に重量級はいない。一番重くても小こ西にしといったところ。しかも小西はただのデブだ。

　パン、と号砲が鳴り、理り央おたちは縄なわを握り締しめ懸けん命めいに引っ張る。

「オーエス！　オーエス！」

「うーずら！　うーずら！」

「りーちゃんっ、卵から離はなれてっ……」

　亜あ梨り沙さの指摘で気を取り直して力を込めるも、力の差は歴然で、最後尾の小西が引きずられてＣ組の敗北。

「今ので点差が開いたみたいね」

　百ゆ合り子こはもう勝ったかのような嘲ちよう笑しようである。確かに差はできてしまったが、まだ序じよ盤ばん。いくらでも逆転できる。

「理央、次お前じゃね？　借りもの競争」

　夏なつ樹きがプログラムを見ながら言った。同時に「借りもの競争に参加の生徒は集合してください」とアナウンスが流れた。

「よっしゃ。一位取ってやる」

　麻ま未みが背中を押してくれた。

「頑張ってね。もしお題が『美少女』だったら私を連れてっていいよ」

「いや、その時は宮みや野の先生を連れて行くよ」

「おいおい初はつ島しま、私をおだてても何も出ないぞー」

　その割には目じりが下がりっぱなしの担任である。

「噓うそっす」

「お前英語の成績１な」

「ひどっ！」

　宮野先生に尻を蹴けられ、理央は待機場所へ向かう。五人ずつに分けられ、テンポよくスタートしていく。お題は先生じゃなくて実行委員が考えているだろうから、きっとユニークなものになっているだろう。先に走っていった生徒が、必死にお題にあてはまる人を探している。「将棋部の人！」「ケータイの電話帳が十件以下の人、一緒に来てください！　恥ずかしくないから！」「将来サイバーテロを起こしそうな人……前まえ田だ！」と、かなりお題にバラつきがあるようだ。

　理央と一緒に走る中にＡ組もいた。こいつにだけは負けられない。

　そして理央の順番。号砲で一斉に走り出す。足は平均程度の理央は三番目にお題が書かれた紙を手に入れた。二つ折りになっている紙を開く。頼たのむから簡単なものであってくれ。

「……っ」

　即決。理央は一直線にＣ組のスペースへ走った。横目で確認すると、Ａ組の奴やつはまだどこへ行けばいいか決めかねているようだ。難しいお題だったのだろうか。チャンスだ。

「理り央お！　お題は何だ!?　マッチョか？　だったら俺が……」

　夏なつ樹きが身を乗り出すが、スルー。その隣となりにいた少女の手を取る。

「亜あ梨り沙さ！　来い！」

「え？　あ……うんっ」

　つまずきそうになりながらも、亜梨沙は理央に手を引かれながら走る。亜梨沙の足が速いことも幸いして、二人は一位でゴールテープを切った。

「確認しますので、お題の紙を見せてください。……はい、オーケーです」

　審しん判ぱん、といっても生徒だが、彼は亜梨沙を見てお題にマッチしていると判断。理央のゴールが認められ、一位の点数が入る。Ａ組は最下位で、綱引きで開いた点差を縮めることができた。

「よし！　楽勝楽勝。サンキューな、亜梨沙」

「うん……。ねえりーちゃん、お題って何だったの？　『髪が長い』とか？」

　理央が持っているお題が書かれた紙に、亜梨沙は目をやる。

「ん？　ああ、『魔ま王おうっぽい人』だよ」

「もうっ、噓うそつかないで。……見ちゃ、ダメ？」

　顔が熱いのは走ったからではない。咄とつ嗟さに亜梨沙を選んでしまったが、後悔し始めた。だが、お題に合っているとなれば亜梨沙以外に思いつかなかったのも事実。

「……いいけど、絶対にわたわたするなよ。恥ずかしいから」

　紙を渡す。亜梨沙はそっとそれを開くと、数秒。

「りーちゃん……『いいお嫁さんになりそうな人』って……。わ、私でいいの？」

　わたわたした。

「ならねえの？」

「なりたいっ……けど……」

　もう亜梨沙の顔は真っ赤だ。理央も赤くなっているかもしれない。やっぱり宮みや野の先生あたりにしておけばよかった。でも、それでは審判に認められない可能性があった。

　亜梨沙は母の亜あ希き子こ似である。理央の母親と同年代にもかかわらず、羨ましいくらいに亜希子は若々しい。もし亜梨沙が亜希子のようになるとすれば、旦那は幸せ者だ。

「頼たのむからそのお題をクラスの連中に見せるなよ。からかわれるどころじゃ済まねえぞ」

　ただでさえ「奇跡の再会を果たした幼おさな馴な染じみ」というネタで未いまだにいじられるというのに、さらに美お味いしい餌えさを与えるわけにはいかない。

「うん。……結婚式ごっこ、よくやったね。まだ持ってるよ。りーちゃんがくれたプラスチックの指輪」

　幼い、まだ髪の短かった亜梨沙は、当時放送していた女の子向けのアニメか、何に影えい響きようされたかはわからないが、しきりに結婚式ごっこをやろうとねだった。ヒーローごっこをやりたかった理り央おは乗り気ではなかったが、いつも必殺の泣き落としに負けるのだ。

「んー……すまん。覚えてない」

「……そう、だよね。普通は覚えてないよね」

　本当は覚えている。何かのお菓子のオマケで手に入れたオモチャの指輪をあげたこと。凛りん子こと亜あ梨り沙さが取り合いになって亜梨沙が泣いてしまって、何な故ぜか理央が悪者にされて母親に怒られたこと。

　でも、忘れたと噓うそをついた。嬉うれしそうに話す亜梨沙の声が、言葉が、仕草があまりに愛らしくて、距きよ離りを取らないと冷静さを保てそうになかった。

　クラスのスペースに戻ると、麻ま未みが「ナイスラン！」と迎えた。

「やったね。っていうか、亜梨沙ちゃんの方が足速くなかった？」

　それは言わない約束だ。

　亜梨沙は他の女子からお題を訊きかれていたが、なんとかごまかしていた。

　それから競技は進み、亜梨沙は無難に玉入れをこなした。麻未はアフロのカツラに鼻メガネをかけて仮装レースに参加し、注目を集めていた。変な格好をしていても華があるとは恐れ入る。

　午前中最後の種目は、ある意味で盛り上がる教員騎き馬ば戦せん。背が高いという理由で騎馬に選ばれていた理央は、三人で騎馬を作り宮みや野の先生を乗せた。理央は右側である。これもクラスの点数に入るので手を抜けない。

「先生、俺ら絶対に崩れませんから、存分にやってください」

「初はつ島しま……お前はいい奴やつだな。四十までに結婚できなかったら、お前を貰もらってやる」

「くっ、急に力が抜けるっ……」

　膝ひざにきた。

「うるさい！　ゴーアヘッド！」

　英語教師らしさを出しつつ、理央たちは突とつ撃げき。結果的に、宮野先生が教頭先生を殴り飛ばすという決着となった。Ａ組の騎馬が崩れると、グラウンドが歓かん声せいに包まれた。おそらくほとんどが「面白いものを見られた」といった意味の拍手だろう。

　場合によってはやりすぎだと宮野先生が叱しつ責せきされる可能性もあったが、後日「積極的に競技に参加した結果」と判断されお咎とがめなしに終わった。乗り気でなく冷めた態度の教師が多い中、奮戦したのが好印象だったのだろう。でもなんとなく、担任が独身なわけがわかった気がした。

　ケガ人を出しながらも午前中のプログラムを終え、一時間の昼休きゆう憩けいとなった。思い思いに弁当を広げ、午後への英気を養う。

「じゃ、料理作るぞ。ちょっと待ってろよ」

　そう言って理央は「調理」のコマンドを……。

「理央くん！」

「はっ……」

　麻ま未みの声で「こっち」に戻ってきた。勇ゆう者しや、じゃなくて麻未は理り央おの腕を摑つかむと、その手に力を込めた。

「自分の手をよく見て。どう？」

「……ＣＧじゃない」

「うん。いい？　今の君は料コ理ツ人クリオじゃない。君は誰だれ？」

「ぼくは、はつしまりお。あなたのどれい」

「行き過ぎちゃった！」

「……ふう。冗談はさておき、危なかったぜ」

　自然にリオとしてスキルを使いそうになった。こうはなるまいと思っていたものに自分が片足を踏ふみ込んでしまうとは。理央は現実との境をしっかりと持つべく自らの頰ほおを張った。現実とゲームの区別はしっかりと。そうでないと通行人に斬りかかってしまう奴やつが出てくる。向かうはゲームの中ではなく塀の中だ。

　亜あ梨り沙さは他のグループに入って楽しそうに食べている。現在のトップは二年のクラスで、順当ではある。Ａ組にはわずかな点差で負けていた。午後には二人三脚にリレーもある。まだまだ逆転できる。

「麻未、食欲ないのか？」

　ふと、麻未の弁当があまり減っていないと気づいた。すでに箸はしを置いてしまっている。

「ちょっとね。でも大丈夫。ダイエットってことで」

　瘦せる必要ないスタイルだが、麻未はそう言った。キツいなら休めとも伝えるが、「大丈夫」の一言で突っぱねられてしまった。

　午後になり、Ｃ組は順調に点数を重ねていくが、なかなかＡ組の尻尾を摑めない。この勝負を知らない上級生たちは、妙に白熱しているクラスがある程度にしか思っていないだろう。

　そして、理央と麻未が参加する二人三脚が回ってきた。

「わかってるよな理央。宇う留る野のさんを転ばせてケガさせたら……」

「んなこと言われなくてもわかってんよ。明日からブラつけて学校行けばいいんだろ？」

「俺らもそこまで鬼じゃねえよ！」

　夏なつ樹きを含めた男子たちが、殺気だった視線を投げる。理央は思わず身み震ぶるいした。

「りーちゃん、頑張ってね」

「おう。お前はリレーに向けて準備運動しておけよ」

　亜梨沙の激励も貰もらって、理央と麻未は待機場所で足を結ぶ。

「私たち、息ピッタリだもん。余裕だよねっ」

「ま、問題ないな」

　今日までに二人三脚の練習を何度もしてきたペアが他にいるだろうか。こちらが一位で、Ａ組のペアが最下位なら理想的。さあ、勝ちに行こう。

　しっかりと抱いた肩と腰、乱れない掛け声。クラスの応援を背に、二人は断トツの速さで駆け抜けた。Ａ組は途中で転び、最後にゴール。文句なしの結果となった。

「やった！　やったね理り央おくんっ！」

　麻ま未みがはしゃぐと、足が繫つながっているので理央まで引っ張られる。名残惜しいが結んでいた足を解放すると、急に麻未が体重を預けてきた。遠くからは抱きついているように見えるかもしれないが、違う。これは力の抜けた麻未がもたれているのだ。

「お、おい、麻未？」

「ごめん……ちょっと……」

　息が荒い。走ったからだけではない。顔色も青ざめていた。やっぱり無理をしていたのだ。ここにきて一気に悪化してしまったのだろう。

「保健室行くぞ。歩けるか？」

　近くにいた女子の体育祭実行委員を呼び、麻未は肩を貸してもらってやっとのことで歩いた。麻未の退場にＣ組は騒そう然ぜんとなったが、一人の体調不良で体育祭が中断するわけもなく、次の競技に移った。

　保健室は無人だった。保健の先生すらいないとはどういうわけだ。理央が不満を漏らすと、実行委員が答えた。

「教頭先生に同行して病院に行ってます」

　やり過ぎた。

　とりあえず麻未をベッドに寝かせると、麻未は実行委員に「すぐよくなりますから」と言って帰らせてしまった。残ったのは理央のみ。備え付けの給水機から冷たい水を調達すると、麻未は一気に飲み干した。

「疲れが出ちゃったかな。ごめんね」

「気にすんな。どうせあんまり寝てなかったんだろ？」

「まあね。反乱軍がどんどん拡大してるから、私が抑えないと」

「リアルで死んでどうする。本当にキツいなら一日くらい学校休んだっていいじゃねえか」

　麻未は首を横に振った。

「きっと、お父さんはそんなプレイを望んでないよ」

「だからって、なあ……」

「いいの。これは私の覚悟なんだから」

　ちょっとムっとした。

「覚悟あるなら人に迷惑かけてもいいのか？　俺は本当に心配したんだぞ」

　つい語気を強めてしまった。麻未はうつむき、細い声で答える。

「……ごめん」

「いや。すまん、言い過ぎた。……うちの保健委員呼んでくるわ」

　家族を巻き込んだ事情を持つ麻ま未みの気持ちを、理り央おがわかるはずがない。その「覚悟」の重さに口出しできるはずがない。

　立ち去ろうとすると、「理央くん」と名前を呼ばれた。足を止めて振り返れば、麻未が横になって毛布にくるまるところだった。

「もうちょっといてよ。もう出る種目ないでしょ？」

「いやでもよ、シチュエーションがまずいだろ」

　他に人が来る気配もない。保健室には、麻未と理央だけだった。

「襲おそうの？」

「いいのか？」

「襲えるの？」

「……今日は見逃してやるよ」

　麻未は「紳士じゃん」と笑った。体調も、それほど深刻ではなさそうだ。熱もなさそうだし、単純に疲労が溜たまっていたのだろう。

　遠くから歓かん声せいが聞こえる。しまった。携帯も夏なつ樹きに預けたままだ。競技も残り少ない。逆転圏内にいるが、勝っても負けても僅差になりそうだった。

「勇ゆう者しや軍ぐん、どうなっちゃうのかな」

「そろそろ仕掛けてくるんじゃねえかってハルトが言ってたな」

　敵の分析や作戦を立てるのが得意なハルトは軍師のような役割を担ってくれている。一部の魔ま王おう軍ぐんを取り込んだ反乱軍の規模は日に日に増しており、近いうちにマミを倒しに動くだろうという見方だった。

　敵のトップがわからず、脅威である死霊術師ネクロマンサーの対策もまだできていない。正規軍が不利なのは明白だった。

「ねえ理央くん。私が負けて勇者じゃなくなっても、一緒にクエスト行ってくれる？」

「弱気だな。そんなんじゃマジで負けるぞ」

「もしもの話だよ。勇ゆう魔ま戦せん争そうをやめるつもりはないし。あ、魔王軍所属で始めてみてもいいかも。頑張って四し天てん王のうになっちゃうよ」

　だとしたらハイネの同僚になるな。あと、亜あ梨り沙さの部下になるということだ。魔王も麻未が仲間になったら腰を抜かすだろう。

「元勇者だって知られたら騒さわぎになるだろ。とにかく、反乱軍に勝って解散に追い込む。今はそれだけを考えるんだ」

　体調が悪いからか、麻未は言葉少なに「わかった」とだけ答えた。

　不ふ謹きん慎しんではあるが、元気のない麻未を新しん鮮せんだと感じている。理央の知っている麻未はいつも元気で、男女構わずお喋しやべりして、人一倍ネットゲームに熱い人気者。告白して玉砕する男は数知れず。だからといって女子から疎まれているかといえばそうでもない。おっと、秋あき乃のグループという例外がいたな。

「んー、理り央おくんが何考えてるか当ててみようか。私が弱ってるのが珍しいんでしょ」

「あのさ、宮みや野の先生もそうだけど、なんで俺の心読めるの？」

「ふふ。顔に出過ぎなの。亜あ梨り沙さちゃんに言われたことない？」

「いや。つうか、亜梨沙も顔に出るからな」

　麻ま未みは理央から目を逸そらし、毛布の裾を引き寄せて、口元を隠した。

「お似合いだね。……私ね、楽しいこともお喋しやべりも大好きで、何でもノっていきたいんだけど、一つ困ってるんだ」

「興味あるな、それ」

　もう一度、麻未と視線がぶつかる。学年一の美少女はどの角度からでも美少女で、大きな目に吸い込まれそうになる。

「好きな人に『好き』って言っても、本気にされないんじゃないかって……」

「オオカミ少年ってわけね」

　非常に厚かましいが、自分にも共感できる部分があるように思った。理央は実際、夏なつ樹きや宮野先生、緑みどり川かわ、そして亜梨沙にも、茶化したり、からかったりして接することが多い。そんな理央が大マジメに「好きだ」と言っても、「またまたー」と流されてしまうのではないか。いや、間違っても夏樹には言わないけど。

「好きな人に本気にされないって、悲しいよね。……ねえ、もしそうなった時、どうすればいいかな」

　自分に訊きくなと言いたいが、麻未の目は真剣そのもので、これこそ「またまたー」で流せるものではなかった。だから理央も、素直に答える。

「襲おそっちまえ。それで片がつく」

　素もと子この受け売りだけど。

　すると麻未は大きな声で笑った。

「その答えは予想外だったなー。でも、その通りかもしれないね。じゃ、好きな人ができたら襲ってみるよ。がおー」

「『オオカミが来たぞー』ってな」

「あはは、お上手」

　その時である。保健室のドアが勢いよく開けられた。そこには息を乱し、胸を揺らした緑川。下の名前は忘れた。

「大変だよ初島フアーストアイランドくん！」

「だからそれは流は行やらねえって言っただろ！　で、どうした。言っておくが麻未には指一本触れてないぞ」

「そんな度胸があるなんて誰だれも思ってないって。それはいいんだけど、リレーに出るはずの人がケガしちゃって……。代わりの男子を決めるから来て！」

　理り央おの返事を待たずに、緑みどり川かわは腕を摑つかんで保健室から引っ張り出した。麻ま未みは「私もすぐ行くから」と言っていたが、安静にしているべきだ。

　校舎を出てグラウンドへ走りながら、緑川から事情を聞いた。本来リレーに出る男子は松まつ崎ざき、城じよう島しま、室むろ井い。言うまでもなく三人のあだ名は「シゲル」だ。そのうち松崎が他の種目でケガをしてしまった。リレーまでもう時間がないので、急いで代打を決める必要があるという。

　Ｃ組のスペースでは、座り込んだ松崎と男子たちが話し合いをしていた。理央が加わって麻未は大丈夫だとまず伝え、改めてこの緊きん急きゆう事態に向き合う。

「シゲル、お前確か陸上部だよな。足のケガとかヤバくねえか？」

「ああ、まあ、骨折ったわけじゃねえし」

　掲示されている点数に目をやると、負けてはいるもののＡ組との差は小さいものだった。これなら点数の高いリレーで勝てば逆転勝利だ。

「それで、アンカーは理央に決まったから」

　夏なつ樹きが変なことを言った。と同時に、「リレーの選手は集合してください」とアナウンス。理央は城島と室井に両肩をがっちり摑まれ引きずられた。

「待て！　何でもう俺に決まってんだよ！　他に足速い奴やついるだろ！」

　抗議の声は、夏樹のどこかムカつく顔に一いつ蹴しゆうされた。夏樹は両手の親指と人差し指で長方形の枠を作ってみせて、その中に理央を捉える。

「わかってねえな理央。みんな、早はや坂さかさんがお前にバトンを渡すところを見たいんだよ。『りーちゃん！』『亜あ梨り沙さ！』って画が欲しいわけ」

　クラスの男子は揃そろって「どや」みたいな表情をしている。女子はすでにスマホをカメラにして構えていた。こいつら……。見れば、亜梨沙は顔を赤くしてうつむいていた。そして松崎は普通に立っていた。

「てめえシゲル！　ケガも噓うそか！」

「ひゅーみゅっしゅひゅー」

「口笛下手だな！」

　ハメられた。松崎が走った方が勝利の可能性が高いというのに、ここに来てＣ組はエンターテイメントを求めたのだ。何な故ぜか。負けたって理央にしかペナルティがないからだ。なんて連中だ。しかし嫌いじゃない。

「初はつ島しまくん！　これをっ！」

　緑川がペットボトルを投げて寄越した。オレンジ色の液体が輝かがやくそれは、まさに理央の大好物ファンタオレンジ。これで体力は全回復だ。

「あ、違う！　オランジーナじゃねえか！」

「ごっめーん、間違えたー」

　でも美う味まいこれ。なんとも上品な甘さ。

「りーちゃん、走る前に炭酸は……」

　慌ただしくもリレーの待機場所に集合する。一年生は最初のレースだ。第一走者は女子で、そこから男子、次に女子と三人ずつバトンを繫つなぎ、男子がアンカーでゴール。強引にアンカーにさせられた理り央おにバトンを渡すのは、第五走者の亜あ梨り沙さだ。

「なかなかしぶといじゃん」

　黛まゆずみ百ゆ合り子こだ。彼女も走者のようで、並んでいる順番からすると亜梨沙と同じか。相変わらず敵意みなぎる眼光で睨にらんでくる。亜梨沙が怯おびえるからやめろ。

「決着つけてやるよ。俺もお前らの相手ばっかりしてるわけにもいかないんでな」

「ふうん。……絶対に秋あきちゃんに恥かかせないから。あんたたちは負けるの。これで勇ゆう者しや軍ぐんも解体ね」

「……ん？　体育祭の話じゃなかったか？」

「あっ……」

　しまったとばかりに顔を背けた百合子。少なくとも百合子は勇ゆう魔ま戦せん争そうを知っている。いや、知っていてもおかしくないが、内情にまで通じているような発言だ。まさかプレイヤーなのだろうか。それに「秋ちゃん」と呼んだところも気になる。ボスと取り巻きといった関係ではないのか。
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　問い詰めようにも百ゆ合り子こは逃げるように場所を移し、タイミング悪くリレーが始まってしまった。Ｃ組の第一走者は真ん中あたりの順位をキープし、バトンタッチでもたついたクラスを抜いて上位へ食い込む。

　応援に麻ま未みの声が混ざっていると気づく。もう戻ってきてしまったのか。気持ちはわかるが、もう少し自分を大切にしろと言いたい。

　走者は三人目へ。ここでＣ組は数人に抜かれ、Ａ組に後れをとる。どこかのクラスがバトンを落としていた。四人目になっても差は縮まらず、しかし離はなされることもなく勝負は終しゆう盤ばんに差し掛かる。

　緊きん張ちようの面持ちで亜あ梨り沙さがスタンバイをする。リレーの練習を通じて、またクラスメイトとの交流を増やした。理り央おの狙い通りではあるが、亜梨沙もまた友達作りが下手だと自覚しているので、亜梨沙なりに頑張ったのだろう。

「亜梨沙、気楽にいけよ。終わったらチョコパイ食べよう」

「うんっ」

　先にＡ組がバトンを繫つなぎ、百合子が走り出す。数秒遅れてＣ組。バトンは滑らかに渡され、亜梨沙が百合子を追う。

「すまん初はつ島しま。あんま縮まらなかったっ……」

　直前のランナー室むろ井いは、肩で息をしながらも申し訳なさそうに顔を歪ゆがめた。人をハメておいてどうしてこんな顔ができるのか不思議で仕方ないが、温厚な理央は口には出さないでおいた。

「見てみ。あれがうちの幼おさな馴な染じみさんだ」

　トラックを駆ける亜梨沙が、長い髪を風に舞まわせながらどんどんスピードをあげていく。見るからに文系の、いかにも読書が好きそうなインドアな少女が、前の走者との差を縮めていく姿は爽快でもあった。関係ないはずの上級生も亜梨沙を応援していた。

　そしてついに百合子を捉え、抜き去った。ここからは見えないが、百合子は驚おどろきと悔しさが混じった顔をしているに違いない。

　スピードに乗った亜梨沙は、なんと最終コーナーで首位にまで躍おどり出た。実に四人抜きである。理央はまさか走者になるとは思っていなかったが、亜梨沙の練習に付き合って少しだけバトンの練習をしている。

「亜梨沙！」

　トップスピードで帰ってきた亜梨沙に手をあげて、見様見み真ま似ねで走り出す。

「りーちゃんっ！」

　差し出した左手に、バトンがしっかりと渡される。現在一位。前には誰だれもいない。亜梨沙が勝ち取ったトップ。守り切れば勝てる。

「頑張って理央くん！」

　理り央おは走った。麻ま未みの、Ｃ組の声援が追い風のように理央の背中を押す。足が軽い。乗ってきた。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうをバカにした奴やつらに謝らせてやる。オタク上等。こんなに楽しいゲームを知らない方がかわいそうだ。

　もう少し。もう少し。

「うおおおおおっ！」

　そしてＣ組は、五位でゴールした。







「……色々と失礼なことを言ってしまい、本当にすみませんでした」

　体育祭の全種目が終わり、全員が教室に引きあげてホームルームも簡単に済ませ、体操服から着替えた理央はＡ組を訪ねていた。

　決して手を抜いたわけでもなく、応援も確実に届いていた。何より亜あ梨り沙さの頑張りに応えたかった。でも、どのクラスもアンカーは運動部のガチ野郎を用意する。それほど差があったわけでもないので、帰宅部の理央が逃げ切れるわけがなかったのだ。大きく順位を落とした理央をクラスメイトは責めるでも慰なぐさめるでもなく、「いやー、早はや坂さかさんすごかったわー」と、亜梨沙ばっかり褒ほめていた。

　結果、得点でもＡ組に負け、理央は約束の謝罪をするに至る。わずかにクラスの連中が「俺も一緒に行くよ」「俺も」「俺も」となるのを期待したがそんなことはなく、理央は一人で謝った。麻未は同行を申し出たが、麻未が来るとまたケンカ腰になりそうだったので断った。

「身の程を知れって感じ。やっぱオタクはキモくてうざい」

　秋あき乃のはそれはもう満足げで、高笑いしたいのを必死に堪こらえているようだった。美人なのに、本当に残念である。百ゆ合り子こ含む取り巻きトリオも完全に上からで、背は理央が高いのに見下されている感覚だ。

「水みず沢さわ、そんなにネットゲームとかは気持ち悪いか？　ケータイのソーシャルゲームも入れたら、これからそういうの増えるだろ。お前にとって窮きゆう屈くつになるんじゃないか？」

「はあ？　反論とかしちゃうの？　負けたくせに」

「いや、聞き流していいよ。ただ、その辺を割り切って楽しんだもん勝ちなんじゃねえかって思うわけよ。俺だってネトゲなんて引きこもりのやるもんだと思ってたけど、やってみたら意外に楽しいしな」

「…………」

　自分が今どんな目をしているかわからないが、理央の言葉は秋乃に受け止められたようだった。

「勇魔戦争が載った雑誌、読んだんだろ？　キモくて鳥肌立たせながら読んだのかもしれねえけど、興味あったら参加してみ。じゃあな。麻ま未みの彼氏でもねえのにでしゃばって悪かった」

　それだけ言って理り央おは背を向けた。唸うなるように秋あき乃のが「うるさい」と言った気がした。

　百ゆ合り子こが勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーかもしれない疑惑が浮上しているが、それを秋乃に伝えて仲間割れさせるほど理央も外道ではない。百合子がネットゲーマーを隠して秋乃と付き合い続けるかは本人の自由だ。

「りーちゃん、どうだった？」

　教室に人はほとんど残っていなくて、でも亜あ梨り沙さと麻未は待っていてくれた。麻未の顔色もよくなっていて、あとは土日でゆっくり休めばいい。

「約束だからな。謝ってきたよ。麻未のことに首突っ込んですまんってな」

「ごめんね理央くん。私がモテるばっかりに」

「そんだけ言えれば問題ない。またちょっかい出してくるかもしれないけど、その時はもう先生に出てきてもらった方がいいかもな」

　あんまり好ましいことではないけど。が、麻未の身に危険が及ぶよりはマシだ。

「麻未ちゃん、何かあったら私も力になるから」

「ありがと亜梨沙ちゃん。さ、帰ろっか。もうヘトヘトだよ」

　自転車の麻未を見送って、亜梨沙と理央はバスに乗り込んだ。車内でちらほらと視線を感じるのは、リレーで良くも悪くも注目されたからだろう。「ごぼう抜きした文系少女」と「それを台無しにしたアンカー」として。

「麻未ちゃん、疲れてるのかな。やっぱり反乱軍で？」

「まあな。睡眠時間削って対処してる」

「そうなんだ……。無理してるんだね。私、どうしよう……」

　亜梨沙はうつむき、声も消え入りそう。

「どうもこうもないだろ。これは勇ゆう者しや軍ぐん内の問題だ。魔ま王おうは手出しできん。むしろ魔王が手出しした時点で反乱軍の勝ちだ」

「そう……だよね」

　ここで一つ、決して口に出してはいけない、というより考えてもいけないようなことを理央は考えてしまった。

　反乱軍が勇者を倒し、マミが消滅したら、亜梨沙はのびのびとプレイできるようになるのではないか。敵がクラスメイトではなくなり、遠えん慮りよなく領土を広げるべく侵攻できる。しかもマミを倒したのは魔王ではなく反乱軍なので、友達を自ら手にかけたという罪悪感もない。

　亜梨沙にとって、反乱軍の勝利は理想なのでは。

「あーもう！　アホか俺は！」

　理央は前の座席に頭を打ち付ける。座っていた人が何事かと振り返り、亜梨沙が慌てて代わりに謝った。

「りーちゃん、急にどうしたの？」

「俺……マジで最低な奴やつだ。すげえ酷ひどいこと考えちまった」

　このまま麻ま未みを見殺しにしろというのか。できるわけない。誰だれよりも勇ゆう魔ま戦せん争そうを愛しているプレイヤーを守るのがリオの役目だ。

　それに、亜あ梨り沙さは麻未が勇ゆう者しやでなくなったからといって「これで気兼ねなく楽しめる」なんてことを考えるような女の子じゃないのに。そんなこと百も千も承知しているはずなのに。今だって、体調を崩した麻未を心配しているんだぞ。

　ダメだ。勢いを増す反乱軍に弱気になっているのは理り央おだ。行き詰まって、変な方向に思考が迷走し始めている。

「大丈夫……？　りーちゃんも体に気をつけてね。今日も疲れてるはずだから、ちゃんと寝てね」

「はは。親みたいだな。お前はいい嫁にも母親にもなるよ」

「もうっ……。でも、りーちゃんもいいお父さんになると思う。なんだろう、赤ちゃんにすごくでれでれしそう、かな」

　我が子を抱っこする自分の姿は今のところまったく見えないが、亜梨沙が言うのならそうなのかもしれない。というより、照れる。

　バスが駅に着き、生徒たちが降りていく。

「亜梨沙もさ、この混乱に乗じて領土を拡大したっていいんだぞ。あんま俺が言うことじゃないけど」

「魔ま王おうとしては、そうするべきだよね。わかってるんだけど……ずるい気がして……」

　プライベートな理由で反乱軍に協力したくない亜梨沙だが、そのせいで魔王軍プレイヤーの心が離はなれようとしている。反乱軍に加わらないまでも領土を奪うくらいのことはしておかないと、いよいよ「消極的」「臆おく病びよう者もの」のレッテルが貼られてしまう。

　並んで歩き、改札口の前。ここがいつもの別れる場所。理央は一番線へ、亜梨沙は二番線へ。

「俺は、麻未を守るよ。反乱軍を追っ払って、勇ゆう者しや軍ぐんを立て直す」

「うん……。私が言っちゃいけないのかもしれないけど、頑張って」

　亜梨沙は小さく頷うなずいた。

　駅員が電車の到着を告げる。理央は「また来週な」と言って亜梨沙と別れた。













　　　　第５話　死者と決断







　理り央おが家に着くとすでに凛りん子こがリビングのソファでテレビを観ながら横になっていた。帰ってきたばかりなのか、制服姿である。

「着替えてこいよ。皺しわになるぞ」

「あ、兄ちゃんお帰り。体育祭だったんだよね。どうだった？」

「どうもこうも、ケガせずに終われたよ」

　どうやら凛子は自分と同じ高校を狙っているようで、行事があると詳しく訊きいてくる。兄としては妹と同じ高校に通うのは気恥ずかしいものがあるのだが、他に候補があるかといえばそうでもない。あの高校はこの辺で評判がいいのだ。

「それは何より。ね、夕ご飯までハイネでログインして私とクエスト行かない？　暇なんだよね」

「すまんが先に風呂に入らせてくれ。それとその姿勢を変えろ。パンツ見えてるぞ」

「見せてるの」

「そりゃどうも」

　理央が着替えを持って風呂場に行くと、もう湯船の準備ができていた。相変わらず、怖いくらいにできた妹である。







　その夜、反乱軍と一部魔ま王おう軍ぐんの連合軍は、大規模な攻こう撃げきを仕掛けた。




　　　　※




　私が家に帰って最初にすることは、スタンバイ状態のパソコンの起動だ。鞄かばんを置いて、適当なキーを押せばディスプレイに光が灯ともる。だけど今日は、起動もせず、制服も着替えずにベッドに突っ伏した。体育祭で疲れているだけじゃない。

「りーちゃん……」

　幼おさな馴な染じみの名前が、半ば無意識に漏れた。六年振りに再会した、幼い頃ずっと一緒にいた男の子。背が高くなっていて、声は低くなっていて、でも頼たよりがいがあって面白いことを言って笑わせてくれるのは全然変わっていなかった男の子。

　妹の凛子ちゃんも、おばさんもおじさんも変わっていなくて、また昔のようなお付き合いが始まった。

　変わったのは、何だろう。

　きっとそれは私。自分でも驚おどろくくらい、他の女の子に嫉妬してしまう私。別にりーちゃんと恋人どうしなわけじゃない。ただ、偶然再会できた幼おさな馴な染じみというだけ。ただ、人より少し彼のことを知っているというだけ。それなのに、麻ま未みちゃんとりーちゃんが楽しそうにしているところを見ると、心の奥の奥の方が曇くもったような気がして、そんな気持ちになる自分が恥ずかしくて、どうしていいかわからなくなってしまう。

　ハイネさんはそれが普通だって言ってくれたけど、みんな、そんな気持ちになるのかな。私は変じゃないのかな。

　傍らに置いてある、お気に入りの漫画を手に取ってページを開く。私は「それいゆマカロン」というその漫画が大好きで、ヒロインの髪型を真ま似ねしている。こっそり制服も作ってしまって、一人で着るだけにしようと思っていたのに、りーちゃんに見つかってしまった。恥ずかしい。

「それいゆマカロン」の中では、完全無欠の男子が一人の地味なヒロインを想おもい続けている。当然、色んな女の子が割り込んでこようとするんだけど、そのすべてを跳ね除のけて、一途に片思いをしている。ヒロインの女の子も、その男子が好きで仕方ないのだけれど、消極的で自分の容姿にも自信がなくて、「どうせ釣り合わない」と思ってしまって、気持ちを打ち明けられない。タイトルは、一巻で男子がヒロインのことを「太陽みたいに明るい人」と例えたところからきている。マカロンはヒロインの好物だ。

　……好きって、どういう気持ちなんだろう。どういうふうに思うことができたら、好きになるんだろう。私にはわからなかった。

　そのまま私は眠ってしまって、お母さんに夕ご飯ができたと起こされた。ご飯を食べて、お風呂で体育祭の汗を流したら、やっとパソコンを起動して勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインにログインした。黒いローブを纏まとったアリサが画面に現れる。

「お、アリサちゃん。おっすー」

　すでに狩人かりうどの素もと子こさんがログインしていたから、二人でクエストに出ることにした。チャンタさんと大たい佐ささんもどこかにいるはずだから、合流できれば難易度の高いクエストに行ける。暗殺者アサシンのハイネさんは、まだログインしていないみたいだ。金曜の夜だから居酒屋でアルバイトをしている素子さんは忙しいはずなんだけど、今日はシフトを変わってもらったらしい。

「……なんだか、人が少ないですね」

　ダンジョンの中を歩いていても、魔ま王おう軍ぐんのプレイヤーとあまり会わなかった。金曜日の夜で、ログインしている人は多いはずなのに。

「反乱軍の方に行ってるからねー。ま、気軽にクエストできるからいいけど」

　そっか。そうだよね。普通はみんな、反乱軍に協力する。私たちは勇ゆう者しやを倒すべき魔王軍なんだから。

　今、魔ま王おう軍ぐんは二つに分かれてしまっている。反乱軍と組んで勇ゆう者しやを倒そうとしている人たちと、あくまで魔王の指示が出るまでは動かないという人たち。後者の人は、前の攻防戦で勇者を退けた私の力を信じてくれているか、魔王に従う魔王軍という役割を忠実にこなしているかのどちらかだろう。

「素もと子こさんは、やっぱり反乱軍と一緒に勇者を倒した方がいいと思いますか？」

　掲示板を読んでいると、「どうして魔王はさっさと勇者を倒しに行かないのか」という書き込みが多くなっている。

「んー……。私はね、今のアリサちゃんのスタンスは間違ってないと思うんだよね」

「そうですか？」

「うん。なんといってもアリサちゃんは『魔王』なわけじゃん？　魔王っていうのは、基本的には自分で動かずに手下に命令して、後は高みの見物ってイメージなわけよ。だから今回の反乱も、『愚かな愚者がピーピー喚わめいておるわい。愉快愉快』って感じでいればよさげかなって」

　意味が二重になっているけど、そこは指摘しないことにした。

「確かに……それって魔王っぽいですね」

「でしょでしょ？　だからさ、もし勇者を倒して反乱軍に加担してた魔王プレイヤーが帰ってきたら『私の手のひらの上でよくやってくれた。褒ほめてやろう』みたいに言ってあげれば株が急上昇みたいな？」

「そう……ですね」

　勇者が負ける。マミが消える。麻ま未みちゃんが、プレイヤーではなくなる。

「お、いたいた」

「なんだ、ハイネはいねえのか。あいつ、いつもログイン遅おせえよな」

　その時、召喚士サモナーのチャンタさんと狂戦士バーサーカーの大たい佐ささんが合流してきた。

「こんばんは。クエストはどうします？」

「いや、それよりも魔王、どうやら反乱軍が派手に攻こう撃げきし始めたみたいだぞ」

　とチャンタさんが言った。私は慌ててブラウザを起動して掲示板を開いた。そこには、反乱軍と魔王軍の連合軍が今夜中に勝負をつけるらしいと書き込みがされていた。私が読んでいる間にも書き込みは増えていく。

　プレイヤーが増え、これで勇者正規軍に勝てると判断したのか、反乱軍がついに動き出した。掲示板は盛り上がっているけれど、当然、この魔王軍の領土は静かなままだ。

　私は魔王。今は早はや坂さか亜あ梨り沙さじゃなくて、魔王アリサ。高校生じゃなくて、魔王軍のリーダー。だから私は、魔王として行動しなくちゃいけない。現実をゲームに持ち込んではいけない。

　魔王は混こん沌とんと混乱をもたらす、悪の化身。ほとんど使ったことはないけれど、専用スキルや魔ま法ほうには、かなり凶悪なものもある。

「…………」

　教室で勇ゆう魔ま戦せん争そうの話をする麻ま未みちゃんは、楽しそうで、嬉うれしそうで、心からこのゲームが好きなんだと感じる。世界観か、グラフィックか、システムか、麻未ちゃんは何が一番好きなんだろう。

　麻未ちゃんは大切な友達。明るくて、かわいくて、憧あこがれちゃうくらい素敵な友達。ずっと欲しかった、現実の友達。

　だけど、魔ま王おうの敵。

「アリサちゃん、どうする？」

　素もと子こさんが訊きく。

「ま、ここまで何もしなかったからなあ。もう傍観でもいいんじゃねえの？　おっと、酒が切れた。補充補充っと」

　チャンタさんはそう言った。

「俺らは魔王の命令に従うまでだ。好きにしろ」

　大たい佐ささんは吹き出しから親指を立てたマークを出した。

　私は魔王。私こそが、勇ゆう者しやを倒すべきプレイヤー。

「……指示を出します」




　　　　※




　想定外のリレーに参加し、疲れた体を癒いやすべく理り央おが風呂に入っている時である。脱衣所に置いた携帯電話が着信を知らせた。誰だれからかはわからないが、またかけ直せばいいやと思って湯船に体を沈めるが、一度切れた着信がまた鳴りだす。これはまさか緊きん急きゆうの用かと理央は風呂を出て電話を手に取った。相手は麻未。

「どうした？」

『ごめん何度も！　今大丈夫？』

「少なくとも服は着てない」

『もっとごめん！　でも急ぎなの。あのね、反乱軍が派手にＰＫを始めてるの！　できるだけ早くログインして！』

「マジか！　わかったすぐログインする。服着てる場合じゃねえ！」

『服は着ようよ！』

　適当に体を拭き、服を着て髪も乾かさずに自室へダッシュ。と、その前にリビングに顔を出す。

「母さん俺夕ご飯いらない！」

「そうなの？　せっかく理り央おの好きなナポリタンなのに。もう茹ゆでちゃったわよ」

　なんというタイミング。くそ、食べたい。

「……それおにぎりにしといて！」

「努力はするけど！」

　階段を駆け上がり、部屋に入って葉は月づきさんを起こす。パスワードをハイネと間違えそうになりながら料コ理ツ人クリオでログイン。勇ゆう者しや城じようには御み堂どう丸まる以外の親しん衛えい隊たいが集まっていた。さすがに会社員はまだか。

「急がせてごめんね。もしかしてお風呂だった？」

「まあな。で、派手にってのはどういうことだ？」

　それにはハルトが答えた。城に来る伝令や掲示板の情報をまとめると、今までにない規模で反乱軍が勇者正規軍を攻こう撃げきしているらしい。これまでは正規軍の高レベルプレイヤーを狙ってこちらに牽けん制せい、警告するようなＰＫだったが、ついに見境なしの攻撃が始まった。

「今夜中に、勇者を堕おとすつもりかも……」

　紫し乃のが言った。金曜の夜はログインが多い。味方も多いが敵も多い。反乱軍の数は正規軍より少ないはずだが、どれくらい魔ま王おう軍ぐんが加わっているかが問題だ。それについてはハルトが情報収集を進める。

「一番被害の大きいところは？　まずはそこに行こう」

　マミが言うと、ハルトは「マナナギ街道です」と答えた。魔王軍領土に近い場所で、城からだとちょっと遠いな。城に詰めていた召喚士サモナーに移動用の魔ま獣じゆうを召喚してもらった。こういう時、チャンタのありがたみがわかる。

「まだ城までは来ないと思うけど、警備をよろしくね。御堂丸が来たらマナナギ街道に来るように伝えて」

「わかりました。ご武運を」

　残ったプレイヤーに城の警備を任せて、親衛隊は二頭のグリフォンに分けて飛び立った。常に魔王がいる魔王城と違って、マミはほとんど城の外でプレイしているので、勇者城にはレアアイテムなどは置いていない。敵の狙いはあくまでマミなので、城が攻め込まれる可能性は低いと考えられる。

　急いでログインしたせいで飲み物の用意ができなかった。飢えと渇き。今夜は厳しい戦いとなりそうだ。

「リオくん、今のうちに料理を」

「おうわかった」

　調理スキルを実行すると、リオがフライパンを操り始める。グリフォンの上で空を飛びながらの料理である。間もなく料理ができあがる。一緒に乗っているマミには渡せるが、ハルトと紫乃には届かない。が、料理人たるもの出来立てを食べて欲しい。

「キャッチしろよー」

　皿ごと投げた。

「こっちから近づきますから、投げないでください！」

「ふざけんなー」

　まるでパイのように紫し乃のの顔面に直ちよく撃げきした。が、触れたので食べた扱いになった。結果オーライだ。

　空腹を満たし、士気を上昇させたところで、賢けん者じやの紫乃が補助魔ま法ほうをかける。これでリオもある程度は反乱軍と渡り合えるだろう。しかしプレイヤーの理り央おの空腹は解消されていない。

「兄ちゃん、これ」

　するとドアが少し開いて、凛りん子この声と共に何かが投げ込まれた。ソイジョイだ。部屋に入ってこなかったのは、勇ゆう者しや軍ぐんが映っている画面を見ないようにとの気遣いだろう。

「サンキュ。お前もログインするのか？」

「内緒。ハイネには答えてもいいけど」

　そう言い残して凛子は部屋に戻って行った。理央としては、凛子ことリンコがリーダーを務めるパーティ「リンリン突撃隊」が反乱軍に協力しているのかどうかが気になる。非常に強い五人組なので、敵に回したくはない。凛子は亜あ梨り沙さにべったりだから、魔ま王おうの意向を無視するようなことはないと思うけれど。

　ソイジョイで口の中をパサパサにしながらもとりあえず空腹を凌しのぎ、理央の操るリオはマミたちとマナナギ街道に到着した。

「うわ、すっげえ……」

　ディスプレイの前で、理央は思わずひとり言を漏らしてしまった。そこは勇者正規軍、反乱軍、魔王軍が入り乱れての戦場と化していた。反乱軍の名前の表示は正規軍と同じ青なので見た目は一緒だが、位置の関係でなんとなくわかる。

「『ボルカニックガイザー』」

　グリフォンに乗ったまま、紫乃が上空から魔法を放つ。反乱軍の陣営から溶岩が噴ふき出し、敵を焼きつくす。今の一撃で即死したプレイヤーもちらほら。さすがの賢者、魔法も広こう範はん囲いで強力だ。

　さらにハルトが射撃。銃を装備できる銃じゆう士しは、常に弾丸を所持している必要があるし、弾丸も金で買わなければいけない。デメリットが多い職業ではあるが、その代わりに遠えん距きよ離り攻撃という強い武器を持っている。そしてハルトの射撃はとんでもなく精密で、前にどうしてそんなに上う手まいのか訊きいたら「リアルでもモデルガンで練習してます」と返事がきた。それで納得していいものか。

「親しん衛えい隊たいだ！　勇者もいるぞ！　一旦退け！」

「危ねえ。助かった……」

　敵からは畏怖の声、味方からは安あん堵どの声を浴びながら、マミとリオは降り立った。ハルト、紫し乃のペアは引き続き空から敵を討つ。

「戦況は？」

「なんとか凌しのいでます。魔ま王おう軍ぐんが予想以上に手ごわくて……」

　この場を指揮していたのは「チーム・チェリーボーイズ」というパーティで、魔王城攻防戦でも活かつ躍やくした高レベルのパーティだった。その名の由来は切ない自虐であり、パーティのメンバーは現実の女性とのそういう経験がない三十代で構成されている。半ば開き直っているところが理り央おとしてはカッコいい。自分は加入したくないけど。

「ん？　四人しかいなくね？」

　パーティは基本的に五人。チェリーボーイズは四人しかいなかった。もう死んでしまったのだろうか。

「あいつは……『下げ衆す郎ろう＠ブルマ大好き』は、もうこのパーティにはいられないって……卒業……しました」

「離り脱だつ」ではなく「卒業」と言ったあたり、事情を察しろということだろう。その名前でよく卒業できたものである。

「それは……なんつうか、おめでとう」

「あいつ、俺らに内緒でこのゲームで知り合った女性とリアルで会ってたんですよ。ちくしょう！　幸せになりやがれ！」

　いい奴やつらだな。ちょっと泣けてきた。リオは料理を作って「ほら、これでも食べろ」と彼らを元気づけた。

「あの……私はどうすればいいんだろう」

　マミが居心地悪そうにしているので、話を戻す。

　現在、魔王軍の領土に近い場所で反乱軍が暴れ、正規軍が応戦に追われている。どう考えてもマミをおびき出すためだ。今までの勇ゆう者しやマミのプレイングから、こうやって騒さわぎを起こせば出てくると踏ふんだのだろう。そしてマミは、これが敵の目的だとわかっていても現場に駆け付けた。

「とにかくマミは一回でも死んだら終わりだ。回復役ヒーラーをつけてくれ」

「わかりました。うちから出します」

　紫乃とハルトも降りてきて、現存の正規軍で戦線を作る。親しん衛えい隊たいにビビってさがっていた反乱軍も態勢を立て直し、再び向かってきた。

　魔ま法ほうが飛んでくる。紫乃がリフレクションで跳ね返す。敵が怯ひるんだところでマミを先頭に正規軍が突とつ撃げきした。死を恐れずに前線に出るマミだからこそ、他のプレイヤーがついてくる。

「『セイントスラッシュ』！」

　勇者専用装備、「光の剣」が吠ほえる。桁違いの威力で反乱軍の前列を蹴け散ちらした。さらに紫乃が魔ま法ほうで追い討ち。陣形が崩れたところをハルトが撃うつ。

　……やることないな、料コ理ツ人ク。リオは腕を組んで棒立ち、いや仁王立ちしていた。正規軍に料理を配り終えたら、戦場のど真ん中だというのに手持ち無沙汰になってしまった。とりあえず爆ばく弾だんでも投げるか。

　まだ見えないが、敵の中にあの死霊術師ネクロマンサーはいるのだろうか。もしいるとなると、どれだけ有利に進めていても「死者再生リビングデツド」で逆転される可能性がある。かといって対策もない。まだログインしていないのを願うばかりだ。

「いけそうだね！」

　紫し乃のが言った。その言葉通り、正規軍が押している。所詮、反乱軍は最近になって協力し始めた有り合わせの集団。勇ゆう者しやマミが指揮をとっている正規軍とは統率力が違う。だいたい、ここまで派手に仕掛けてきたというのに、敵のボスが出てこないというのはどういうことだ。

「変だな……」

　リオを操作しながら、理り央おは思った。マミを倒すには、反乱軍をしっかりと動かさなければいけない。確かに数だけ見ればいい勝負なのかもしれないが、それだけで勝てる相手ではないとわかっているはずだ。

　何な故ぜここにいない。

　ここは本命じゃないとでもいうのか。

「勇者様！」

　ガン攻めムードだった正規軍に、一人の剣けん士しが効果音と共に現れた。どうやら転移のアイテムを使って飛んできたようだ。

「どうしたの？」

　マミが前線からさがり、特に役に立っていないリオも一緒に剣士の報告を聞いた。

「反乱軍がテネマリ村に向かっています！」

「なっ……」

　マミは絶句。その理由がリオにもわかった。テネマリ村は、勇者城からも遠い小さな村で、勇者領の中でもそれほど重要な場所ではない。しかし、見捨てるわけにはいかない場所でもある。

　テネマリ村は、勇者軍で新規で始めたプレイヤーが最初に訪れる村。いわば「始まりの村」なのだ。誰だれもがここで装備を整え、チュートリアルを受け、初めてのクエスト、初めての会話をする。プレイヤーにとっては思い出深いところだ。リオはそこでいきなりＰＫに遭ったが。

　つまりテネマリ村にいるのは、レベルの低い勇ゆう魔ま戦せん争そうの初心者ばかり。そこに反乱軍が攻め込めば、結果は見えている。

「えげつねえな……」

　だが反則だとは言えない。彼らも低レベルとはいえ勇者軍の戦士であり、戦わなければいけない使命を持っている。

「……テネマリ村に行く！　リオくん、一緒にお願い」

　マミの判断は早かった。

「構わんが、ここはいいのか？」

「紫し乃のちゃんとハルトくんに任せる。二人がいれば問題ないと思う」

「お前ならもうわかってるだろ？　敵の狙いは親しん衛えい隊たいをバラバラにすることだ」

　ほぼ同時に各地を襲しゆう撃げきすることによって、脅威である戦力の親衛隊を分散させる。テネマリ村が襲おそわれそうだと聞いた時点で、頭の悪い理り央おでもわかった。

　マミは頷うなずく動作を見せた。

「うん。……でも、始めたばっかりの人がいきなりＰＫされたら、勇ゆう魔ま戦せん争そうをやめちゃうかもしれない。つまらないゲームだって思われちゃうかもしれない。そんなの私、耐えられないよ」

　文字で表示されるマミの言葉が、麻ま未みの声で届くようだった。そんな勇ゆう者しやの性格をわかった上で、敢あえて敵は初心者たちに手を出そうとしているのだ。でも、彼女にとってはただのオンラインゲームじゃない。父親が家族を養うために、しかしその家族を犠ぎ牲せいにして作り上げたゲームなのだ。

「わかった。行こう。運営の収入源を減らすわけにもいかん」

「ふふ。そういう言い方はナシだよ。ありがとうリオくん。誰だれかグリフォンを貸してください」

　ここに来る時と同様にグリフォンを召喚してもらい、紫乃とハルトに後を任せて二人はテネマリ村に向かった。マナナギ街道が本命ではないとすると、ここには死霊術師ネクロマンサーは来ないかもしれない。だとすれば、マミが抜けても十分に勝てる。

　テネマリ村に向かいながら、理央はログアウトのタイミングを見計らっていた。ここでは落ちにくいが、魔ま王おう軍ぐんの動きが知りたかった。それがわかれば、こっちでも上う手まく対処できるかもしれない。魔王城攻防戦の時と違って、ハイネは何も関わっていない。魔王側の情報が少な過ぎた。

　亜あ梨り沙さはログインしているだろうか。しているとしたら、どうしているだろうか。勇者の危機は、掲示板などで知ることができる。マミがどんな状態なのかもわかっているはずだ。

「マミ、いたぞ」

　目的の村が見えてくると同時に、その村へ向かおうとする軍団を捉えた。軍隊のように足並みを揃そろえているわけではないが、勇者、魔王の混合部隊が、初心者の多い地域に踏ふみ込もうとしていた。

　村や町の中では戦せん闘とうを禁止している。攻撃コマンドが無効になるように設定されているのだ。なので危なくなったら村の中に逃げ込めばいいと思いきや、近くでプレイヤーどうしの戦闘が起きた場合、村は封ふう鎖さされ中に入れなくなる。アイテムの補充もできなくなるので、戦って勝つか死ぬかしかない。

　幸い敵は空の移動手段を持っていないようで、マミとリオは一足先にテネマリ村に着くことができた。村ではリオたちより先に来ていた中堅プレイヤーが、初心者たちに状況の説明をしていた。新規で参入したプレイヤーでも勇ゆう魔ま戦せん争そうの世界観は理解しているので、飲み込みは早いようだった。

「申し訳ないけど、戦力にはなりそうにないから今日のところはログアウトして……」

「違うでしょ！」

　ある魔ま法ほう使つかいがレベル５のプレイヤーにそう言っているのを、マミが遮った。吹き出しから血管が浮き出るようなマークを出して、怒りを伝える。

「勇ゆう者しや様……」

　魔法使いは驚おどろいた様子で一歩下がった。

「戦えないからログアウトをしてもらうなんて、意味ないじゃない。確かに一方的にやられちゃったらこのゲームをつまらなく感じちゃうかもしれないけど、負けてもいいから楽しんでもらわないと。それで、レベルの低い人でも楽しめるようにするのが私たちの役目だよ」

　目からウロコである。拭っても拭っても落ちてくる。

「あ……すみません」

　まさかゲーム内でこんなふうに諭さとされるとは思ってもいなかったであろう魔法使いは、元気なさそうに謝った。彼が年上なのか年下なのかは考えないことにする。

　マミはレベルが３０に満たないプレイヤーを集め、彼らでもできる仕事を割り振った。村の外に砲台を並べて、自腹を切って村の店でアイテムを買いまくり、分け与えた。これでやる気が出たのか、低レベルのプレイヤーによって、村の周囲はなんとか敵を迎え撃うつ態勢を整えつつあった。実際、戦せん闘とうが始まればすぐに負けてしまうのは目に見えている。でも、少しでも勇魔戦争の楽しさを知ってもらいたいと、彼らに「一緒に戦った」と思って欲しいと、マミは必死なのだ。そんな勇者の姿に感化され、味方の動きもよくなる。理り央おの頭の中には、フランス革命のあの絵が浮かんでいた。

　カリスマ性を存分に発揮してキラキラと輝かがやくマミだが、その傍らで料理をひたすら作って全体の士気を上げている料コ理ツ人クがいるのを忘れないでもらいたい。フライパンの振り過ぎで筋肉痛になる。

　麻ま未みの体調はいいとは言えないはず。でも麻未はパソコンの前で戦っている。「ゲームなんかに」とはもう思わない。「好きなもののために」彼女は頑張っているのだ。

　万全とは言えないまでも、テネマリ村にいるプレイヤーでなんとか迎げい撃げきの準備を終えた頃、反乱軍が大砲の射程に入った。

「撃てえっ！」

　マミの掛け声で号砲が響ひびく。マミの自腹で購こう入にゆうした大砲から次々に鉄球が発射されるが、「始まりの村」であるテネマリ村で購入できる武具は安価で弱い物ばかりだ。並べた砲台だって、射程も短く威力も最低レベル。威い嚇かくになればいい方だった。

　そんな砲ほう撃げきでは十分なダメージは見込めない。あっさりと敵の魔ま法ほうで防がれ、反乱軍の歩みは止まらない。

「悪い。遅れた」

　その時、馬で駆けてきたのは親しん衛えい隊たい、竜りゆう騎き士しの御み堂どう丸まるだった。甲かつ冑ちゆうに身を包み、背ほどもある槍やりを装備している、近接戦せん闘とうを得意とする戦士。

「来てくれてありがとう！　でも、仕事だったんじゃないの？」

　マミは嬉うれしさ反面、現実の御堂丸を心配していた。御堂丸は社会人。「ゲームがあるからサボる」が許されない立場なのだ。

「掲示板見てたらいてもたってもいられなくてな。定時帰りしてきた。なあに、日曜に出勤すればいいさ」

「よっ、主任っ」

「リオ、せめて今日くらいは『社長』って言えや」

　現実で本当に主任なのかもしれない。

　反乱軍は村の外がい壁へきに到達。武器と魔法による攻撃を受け、テネマリ村周辺は戦争状態となった。村が封ふう鎖さされ、勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーは追い出される。一斉に攻撃を仕掛ける反乱軍。次々に低レベルのプレイヤーが姿を消していく。レベル差が大き過ぎて、一撃も耐えられない。

「なーんか、気が引けるっていうかなあ……」

　敵の一人がそう漏らした。弱いものイジメだと感じているのだろうか。が、他の奴やつが「何言ってんだよ」と否定する。

「リリーの指示じゃねえか。一応俺らのボスだし、今は従っとけって」

「ま、勇者倒せたら俺にもワンチャンあるしなー」

　ログに残った「リリー」という名前。そうか、そいつがお前らのボスか。反乱軍を率い、魔ま王おう軍ぐんを味方につけてマミを倒そうとしている奴の名前か。

「うおおおおっ！」

　御堂丸の槍が敵を薙なぎ払った。マミの補助魔法を受けて、高威力の槍が猛威を振るう。さすが親衛隊の接近戦担当。しかも装備している槍に付加されている特殊効果「武器破は壊かい」が発動していて、不運なプレイヤーは死亡だけではなく武器まで失っていた。

「料コ理ツ人クがいるぞ！　あいつから倒せ！」

「やばっ……」

　親衛隊の「穴」で有名なリオは敵に追い回されるハメになった。くそ。人気者はこれだから困る。

「リオ！　ここはいいからお前は仲間かき集めてこい！」

　御堂丸から指示が飛び、リオは「わかった」と戦場を離り脱だつした。暗殺者アサシンハイネでプレイしているせいもあってか、攻こう撃げきをよける技術は上達していた。

　マミと御み堂どう丸まるがいれば、テネマリ村は防ぼう衛えいできるだろう。マナナギ街道に置いてきたハルトと紫し乃のが気になるが、パーティの仲間が死亡した時はアナウンスがあるので、まだ生きているのは間違いない。

　ここにも死霊術師ネクロマンサーはいない。果たして「リリー」と死霊術師が同一人物なのかはわからないが、テネマリ村の攻こう撃げきも本命じゃないというのか。

　リオは少し離はなれたところでログアウトし、ハイネのパスワードを入力してログインした。前回クエストを終えた場所の関係で魔ま王おう城じようからは離れている。時間が惜しいが、走るしかない。

　アリサはいつものように城で草花に水をやっているのか。それとも四し天てん王のうたちとクエストに出ているのか。それとも反乱軍に加勢し、勇ゆう者しやを倒しに行っているのか。最後の一つだとしたら、ハイネに連絡があってもいいはずだが。

　どれくらいの時間でリオに戻れば怪しまれないか。時計をチラチラ見ながら魔王城にたどり着く。

「おーい。誰だれかいるかー？」

　呼びかけてみても返事なし。中庭に行っても、アリサどころか他の四天王の姿も見当たらなかった。この時間に誰もログインしていないとは考えにくく、やはりどこかにクエストに行ったのだろうか。レベルが低いハイネがいると挑めるクエストが制限されるため、今夜は高レベルのメンバーだけでプレイしているのかもしれない。寂しい気もするが、仕方のないことでもある。だけど、亜あ梨り沙さがそんなことをするとも思えない。少なくとも一言あるはずだ。

　城にいても仕方がなさそうなので、倉庫でアイテムを補充して、ハイネは外に出た。魔王たちに合流できないとなると、次にするべきは魔王軍プレイヤーの反乱軍への参加をできるだけやめさせること。これ以上反乱軍が多くなれば勇者正規軍の旗色はいよいよ悪くなる。

　もちろん、ハイネは魔王軍の幹部、四天王。ハイネが妨害をしたとなれば非難と追放は免れない。バレないようにさりげなく、正規軍を勝たせるような方向へ。現実の事情を持ち込んだ、大半の関係ないプレイヤーには迷惑な話だが、うるさいうるさい。こっちも大変なんだよちくしょうめ。でも、裏でこそこそ動くのが暗殺者アサシンという職業にマッチしているような気がして、ちょっと乗っている理り央おである。

　近くに馬を入手できるところもなく、ハイネはひたすら走った。まず目指すのは勇者領土に近いフィールドだ。今度、城に厩きゆう舎しやを併設するように進言してみよう。

「なっ……」

　空腹を保存食で回復しながら走っていると、突然脇の茂みから影かげが飛び出て、ハイネは首筋に剣を突きつけられた。思わず現実で声が出る。

「なーんて。わ、た、し」

　影の正体は赤髪サイドポニーの剣けん士し、リンコ。両手に剣を持つ双剣のスタイルで、マミとも渡り合う実力の持ち主である。攻こう撃げき特化のパーティ「リンリン突撃隊」のリーダーで、両軍の間で名が知られている。

「なんだリンコか。びっくりさせやがって」

　理り央おは凛りん子この部屋がある方を見るが、当然そこは壁かべだ。その向こうで妹がリンコを操作している。

「ハイネこそこんな所でどうしたの？　一人？　ハブられた？」

　ログの残る場で「兄ちゃん」と呼ぶミスを凛子が犯すはずもなく、しかし慣れない呼ばれ方にムズムズする。

「ちげーよ。俺は色々と忙しいの」

　携帯が鳴った。この警告音の着メロは我が妹専用だ。

『ま、だいたいわかるけどね。勇ゆう者しやマミって、前に家に来た麻ま未みさんでしょ？　兄ちゃん的には助けないとねえ』

「電話してこなくたって、他の人に見られないようにチャットできる機能あるだろ。それ使えばいいじゃん」

『だって文字じゃ面倒なんだもん』

　画面の中のリンコが、手のひらを上にして肩をすくめてみせる。そんなコマンドあったっけ。

「じゃあリンコ的には俺を倒すのか？　これから魔ま王おう軍ぐんの邪じや魔まをするかもしれんぞ」

　そう挑発してみるものの、リンコに攻撃されたら瞬しゆん殺さつされてしまう。ここは兄妹のよしみで見逃してもらいたい。

『兄ちゃんを八つ裂きもいいけど、実は招集令が出てるんだよね。魔王軍全員に、アリサ名義で』

「は？　亜あ梨り沙さが？　何て？」

　招集って。ありったけのプレイヤーを集めているというのか。

『魔王軍はカリン大橋に集合だってさ。四し天てん王のうが広めて回ってるよ』

　そこは確か、魔王と勇者の領土が接しているいわば国境付近。そんな場所に集めるということは……。

「マジか……」

　亜梨沙、ついに腹を括くくったか。反乱軍に加わり、勇者マミを討つと。魔王と四天王が加われば、どれだけマミが強くても正規軍は敵かなわないだろう。勇者マミはアカウントごと消滅し、新たな勇者が誕生することになる。そして、勇者軍が混乱している間に魔王軍は進軍して領土を広め、マップ統一を目指す。

　それは、魔王として当然の判断だ。亜梨沙が決めたのか、他の四天王に押し切られたのかはわからないが、ともかくこれで味方から魔王への不信感は拭い去れる。

『っていうか、四天王なのに何で知らないの？　やっぱハブられてんじゃん』

「さっきログインしたばっかりなんだよ！　おおお、俺がハブとかお前……」

『ちょっと不安になってるし』

　凛りん子こと電話で話している間にも、ハイネとリンコに空気の読めないモンスターが襲おそいかかってくる。が、ことごとくリンコの華か麗れいな双剣で斬り伏せられていく。経験値を貰もらってハイネがレベルアップした。いやあ、助かるなあ。

「お前、腕何本あんの？」

　理り央おはスマホを頰ほおと肩で挟んでいるので、首が疲れてきた。

『ケータイをハンズフリーにしてるだけ。兄ちゃんもそうしたら？』

「……日本語で頼たのむ」

『手て離ばなしで電話できるの』

「手ぇ離したらケータイ落ちちゃうだろ！」

『……ホント、兄ちゃんのそういうところが好き』

　まことに光栄である。

　とりあえず魔ま王おうか四し天てん王のうに合流したいハイネだが、そろそろリオが戻らないとまずい。テネマリ村もそうだが、麻ま未みの体調も心配だ。

　だいたい、どうして今日なんだ。麻未は昼の体育祭で体調を崩して倒れている。大事には至らなかったものの、休息が必要な時なのに。今だって、辛つらい体に鞭むち打うってログインしているかもしれない。

「ああくそっ。よりによってこんな時に……」

『よりによって？　金曜の夜なら人も多いし普通じゃない？』

「ああ。ちょっとな」

　理央は麻未の調子が悪いことを簡単に話した。勇ゆう者しや軍ぐんの情報ではあるが、凛子は言いふらすような人間ではない。

　電話の向こうの妹はしばらく無言。画面の中のリンコも「……」の記号を表示していた。

『それってさ、偶然なのかな』

「狙ってやったっていうのか？」

『うん。だって麻未さんが倒れたってことは、体育祭に出てた人ならみんな知り得ることでしょ？』

　麻未は二人三脚の後、グラウンドの中で理央にもたれかかり、保健室に連れて行かれている。上級生、教師も含め、学校の誰だれもがその場面を目もく撃げきしている。ましてやアイドル的な意味で有名な宇う留る野の麻未のことだから、注目度も高かっただろう。

　もし仮に、麻未が本調子でないのを知っていて総攻撃を今夜にしたのだとしたら。

「……連合軍のリーダー、『リリー』は高校の奴やつか」

『その可能性もあるね。もちろん、最初からこの日に予定してただけかもしれないけど』

　当たり前だが、勇ゆう魔ま戦せん争そうユーザーの大半は理り央おの高校以外の人だ。リリーが校内の人間だと決めるわけにはいかない。そもそも校内で勇魔戦争をやっているのは、麻ま未みとお近づきになりたい男子どもだ。麻未に反旗を翻ひるがえすはずがない。

　落ち着け初はつ島しま理央。ここでリリーの正体を突き止めても、反乱軍の進しん撃げきを止めることには繫つながらないんだぞ。

『じゃ、私はそろそろ行くから。料コ理ツ人クの方の兄ちゃんと戦うことになっても、容赦しないからね。私は、亜あ梨り沙さちゃんが一番なんだから』

「わかってる。俺は俺で動く。邪じや魔まだと思えばその時に殺せ」

　電話は切れ、画面の中のリンコが「ばいばい」と言って去って行った。ハイネはその場でログアウトした。が、すぐにリオでログインせず、通話を終えたばかりの携帯電話を見つめる。

　ここで亜梨沙に電話をしたら。

　できない。絶対にしてはいけない。もし電話をして理央として「参戦しないでくれ」と言えば、きっと亜梨沙は聞いてくれる。幼おさな馴な染じみという立場を利用して、圧力をかけたも同然だ。

　ここでアリサが「やっぱり参戦しません」などと意見を変えれば、「もう付き合ってられない」と魔ま王おう軍ぐんの矛先がアリサに向くかもしれないし、四し天てん王のうも離はなれていってしまうかもしれない。そうなったら、亜梨沙の居場所が失われてしまう。

　いくら麻未のためでも、麻未と家族のためでも、これは亜梨沙が決めたことなんだ。

　そうなればもう理央は、親しん衛えい隊たいの一人としてマミを守る。それしかない。前の戦いは攻める側のマミにも返り討ちという危険性があったが、勇ゆう者しや軍ぐんの戦力が分散している今はアリサの身に危険が及ぶ可能性は低い。

　リオでログインすると、テネマリ村周辺はまだ交戦中だった。設置した砲台は大半が壊こわされ、頑張ってくれた低レベルプレイヤーの姿は見えない。もうやられてしまったようだ。が、代わりに中堅のプレイヤーが助けに来てくれていた。時間が経たつにつれて、社会人や塾帰りのログインが増えているのだ。

「どうだ？」

　リオは料理を作りつつ、奮戦する御み堂どう丸まるに声をかけた。

「テネマリ村の防衛は問題ない。数でも勝ってる。だが死霊術師ネクロマンサーがいないのが気になるな」

　ここにもいない。本命はまだ別の場所か。

「マミは？」

　姿が見えない。どこかで回復中だろうか。

「……リハニル高原に向かった」

　御堂丸はそう答えた。

「は？　ちょっと待てよ。マミ一人で行かせたのか？　ハルトも紫し乃のもいないんだぞ！」

「うるせえな！　わかってんだよそんなこと！」

　リオが離はなれた後、今度はリハニル高原が反乱軍に襲おそわれているという情報が入った。マミはこの村を御み堂どう丸まるに任せて現場に向かったという。御堂丸は同行すると申し出たが、ここに残って村を守るように言われた。御堂丸も食い下がったが、最終的にはマミの命令という形で村に残ることを余よ儀ぎなくされた。

「どうしてもこの村を守りたかったんだろうな。勇ゆう者しや軍ぐんプレイヤー全員が世話になってる所だから」

　もしテネマリ村が占拠されて新規プレイヤーが困ることになれば、運営側も最初の場所を他の村に移すくらいの調整はしてくれるだろう。そうでなければ新たなユーザーを獲かく得とくできない。でも、麻ま未みにとってはそういう問題ではないのだ。

「あいつは本当に『勇者』なんだよ。珍しいぜ、ここまで徹てつ底ていしてるのも。これでリアルは女子高生ってんだろ？　変わった奴やつだ」

　それは、麻未の思い入れが他のゲームとは違うから。父親との繫つながりだから。

　だからこそマミは勇者として戦い、親孝行をする。

「俺が行く。あんま戦力にはならんかもしれんが」

　料理でマミの士気を上げられれば、まだ生き残る道があるかもしれない。

「頼たのむ。それとお前はよくやってくれてる。死ぬなよ」

「御堂丸……ツンデレか」

「うっせえよ！　こっちは残してきた仕事が心配でイライラしてんだ。さっさと行け！」

　しっしと追い払われるようにして、リオはテネマリ村を後にした。リハニル高原は少し遠い。どこかに召喚士サモナーは……。

「おいリオ！　マミはどこだ？」

　と思ったら馬がいた。正確には馬に乗った魔ま法ほう使つかいのシバ。クラスメイトの柴しば垣がきである。リオにはシバから馬を奪った過去がある。もうリオにはシバが馬をくれる親切な人にしか見えない。

「ちょうどいいところに。馬をくれ」

「どうしてお前には二人乗りって発想がないんだ？　どこ行くんだよ」

「マミがリハニル高原で反乱軍と戦ってる。それ行け！」

　リオはシバの後ろに乗り、馬の尻を叩たたいた。嘶いななきと共に馬が走り出し、手綱を持ったシバが慌ててコントロールする。御堂丸の命令か、後ろから数人の正規軍プレイヤーがついてきてくれている。

「私たちも行くよ！」

　見ればクラスの女子プレイヤー、相あい沢ざわ、石いし井い、西にし橋はしの三人もいる。意図せずＣ組だらけになった。

「どんだけ勝手だよ。まあ、マミの援護に行くのはいいんだけど……」

「人をハメてアンカーにした奴やつらに勝手と言われる筋合いはないね」

「くっ……ああ言えばこう言う」

　理り央おの減らず口は生まれ持ってのものだ。それでもある時を境に凛りん子こに口くち喧げん嘩かで勝てなくなったけど。

　それにしても反乱軍、なんと周到なことか。少しの時間差で各地を攻めることによって戦力を分散させている。戦力を集めて魔ま王おう城じように攻め込んだ前の戦いとは大きく戦局が違う。マミが襲おそわれている場所を見捨てない性格だとわかった上での作戦だろう。

　奴らの思惑通り、マミは親しん衛えい隊たいと離はなれてしまっている。他のプレイヤーがいるから孤立というわけではないが、戦力に不安が残る。ハルトと紫し乃のがマナナギ街道を片付けて駆けつけてくれればいいが。

　その時、矢が飛んできてシバがダメージを受けた。そのせいで馬から放り出される。

「敵か!?」

　リオたちの行く手を阻むのは、召喚士サモナーを先頭にしたパーティだった。表示されるのは青い文字で「†紅くれないの雨あめ†」。反乱軍の幹部らしきプレイヤーで、アリサのところへ交渉に来た奴だった。

「勇ゆう者しやの援護には行かせません」

　しっかり援軍の妨害も用意しているというわけか。この調子だと、他の場所にも配置されているな。

「リオ、ここは俺が引き受ける。お前は行け」

　シバが杖つえを構えた。後から来た正規軍も戦せん闘とう態勢に入る。

「どうしたよ。妙にいい奴じゃん」

「俺が行ったってどうせ役に立たない。ここでやれることをやるさ」

「そうか。単に振られた後だから会ったら気まずいって理由かと思ってたが、すまん、誤解してた」

「言っちゃうなよ！」

　まあ、わかってたけど。

「え？　柴しば垣がきくんって宇う留る野のさんに告ったの？　マジ？　詳しく聞きたいんですけど」

　石いし井いが食いついた。そりゃあ、女子には美お味いしい話題だ。

「どうしよう。Ｄ組の杉すぎ下したさんが柴垣くんのことちょっといいかもって言ってたけど、宇留野さんが好きなんだ……」

　西にし橋はしが言った。おっと、これは聞き捨てならん。と思ったのはリオだけではない。

「え？　西橋さん、杉下さんが俺のことを？」

「うん。でも脈なしって伝えておくね」

「ちょっと待って！　別に俺は宇留野さんに振られたわけだし、もしよければ杉下さんを紹介してくれると……」

　あ、この野郎。

「おい柴しば垣がき！　グラフィックでも下心が見えるぞ！」

「黙だまりなさい！　どうしてここでリアルの話をするんですか！　あと、リアルの名前を出すのを控えなさい！　そういうのが危ない時代なんですから！　ＳＮＳから特定されても知りませんよ！」

「……すまん」

　意外にも良識人だった紅くれないの雨あめが正論を叫んだ。今のは本当にごめん。

　仕切り直したい紅の雨は、わざわざ「ごほん」と咳せき払ばらいをした。

「料コ理ツ人クリオ……。魔ま王おう城じよう攻防戦の影かげの功労者。結果として敗戦でしたが、あなたがこのゲームにおける料理人の価値を上げたと言っても過言ではないでしょう」

「おうおう。褒ほめたって何も出ないぞ」

「わかってます。だからこそここで排除すると言っているのです！」

　紅の雨が召喚した魔ま獣じゆうがリオに襲おそいかかる。シバが魔ま法ほうで応戦し、なんとか逃れた。さらに味方が魔法を飛ばして牽けん制せいする。短い時間で作れる料理を味方にばらまき、リオは馬に跨またがった。

　行かせないとばかりに反乱軍の攻こう撃げきを受けるが、強引に突っ切る。ＨＰを減らしながらも、リオは突破に成功した。すぐさまアイテムで回復。馬の方もダメージを受けてしまっていて、それほど長くは走れなさそうだ。もともと馬などの非ひ戦せん闘とうの動物にはＨＰが高く設定されていない。

　一人になってしまったが、シバたちを待っているわけにもいかない。彼らは自分を送り出してくれたのだ。

　冷静に考えろ。どうしたらマミは死なずに済む。リオとして援護に行くか、ハイネとして魔王軍の邪じや魔まをするか。

　半ば無意識のうちに口元が笑っていた。何が面白いわけでもなく、自じ嘲ちよう的てきに。前は亜あ梨り沙さを守り、今は麻ま未みを守っている。どっちつかず、ここに極まるといったところ。でも、もう引き返せないのだ。インターネットの中に居場所を見つけた亜梨沙を知り、離はなれて暮らすことになった父親が作ったゲームを楽しんでいる麻未を知った時点で。

　この行為が露ろ見けんする日まで、貫いてやる。そしていつか白日の下に晒さらされた時には……その時考えよう。

　リオは馬を走らせマミのもとへ急ぐ。ふと、このルートだとアリサが招集をかけたというカリン大橋の近くを通ることに気づいた。魔王軍はどうなっているだろう。馬を操り、方向を変える。

　視点を調整してカリン大橋の方を見渡すと、名前の表示が赤い魔王軍プレイヤーが集まっているのがわかった。リンコもあの中だろうか。遠目でも、かなりの数が集結しているのがわかる。それを統べるのは、漆黒のローブを纏まとった魔王。

「……っ」

　魔ま王おうアリサと目が合った。気がした。あくまでグラフィック。本当にこっちを見ていたかなんてわからない。でも、アリサが見ていたような気がした。そして画面から目を背けた理り央おは、この近きん隣りんで一番わけのわからない行動をしている人間だろう。

　これ以上近づくと攻こう撃げきを受けてしまうので、再び方向転換をして高原へ走る。

　あと少しプレイヤーが集まれば、アリサが率いる魔王軍はこちらへ乗り込み、反乱軍と力を合わせてマミを倒しにくる。もはやそれは止められない。

　こんな時、凛りん子こに知恵を借りたいと思ってしまう情けない兄であるが、凛子は完全に亜あ梨り沙さ寄りなのであてにはできない。

　時間稼かせぎくらいならできるだろうか。せめて親しん衛えい隊たいがマミのもとへ集まるまでは、アリサに動いて欲しくない。リオはリハニル高原の手前でログアウトし、間をおかずにハイネに切り替えた。さっきログアウトした場所からカリン大橋へ向かう。と、後ろから猫型のバスが走ってきた。チャンタの召しよう喚かん獣じゆうだ。まだ召喚できるということは、版権元のスタジオからは訴えられていないようだ。額の上に表示された行先が「魔王」になっている。芸が細かい。だから似せちゃダメだろ。

「おーい！　チャンター！」

　タクシーのように手を上げて止め、乗り込む。中にはチャンタと魔王軍のプレイヤーが数人いた。

「ようハイネ。遅いログインだな。魔王からの指示は聞いてるか？」

「ああ、わかってる。さっき見つけた靴はメイのじゃなかった。捜索を続けよう」

「このバス見たらそう言いたくなるけどな!?」

　ちなみに理央はどちらかというと魔ま女じよ宅たく派だ。

「カリン大橋へ行くんだろ？　ついに魔王が決断したみたいだな」

「そうだ。いやー、面白くなってきた。酒が美う味まいのなんの」

　また飲みながらプレイしているし。チャンタは寝落ちの危険があるから油断できない。チャンタいわく、「酒飲みながらネトゲしている時が一番幸せ」らしい。それでいいのか社会人と言いたいが、きっと高校生にはわからないストレスとかがあるのだろう。数年後、自分がそうなっていないという自信がない。

　猫のバスは道中で遭遇するモンスターを振り切って進み、一度も戦せん闘とうすることなくカリン大橋にたどり着いた。

「お、ハイネっちだ。おっすー」

「ったく、遅おせえよ」

　バーゲンでもするのかというくらいに魔王軍プレイヤーがごった返す中、素もと子こと大たい佐さ、そしてアリサと合流した。さすが魔王の名前を使って招集しただけあって、処理落ちを心配してしまうくらいに集まっていた。しかし動きは滑らかで、麻ま未みの父親をはじめとしたスタッフには感謝である。

「こんばんは。チャンタさんから今夜のことは聞いていますか？」

　アリサが一礼して発言した。

「ああ。だいたい把握してる。よくこれだけ集まったな」

「ええ、私もちょっと驚おどろいています。ハイネさんに相談なしに決めてしまってすみません」

「いや、ログインが遅かった俺が悪いし、魔ま王おうの指示なら従うまでだ」

　このプレイヤーたちがリハニル高原へ突とつ撃げきし、反乱軍に加わるわけか。勇ゆう魔ま戦せん争そうを初めて二ヶ月ほどの理り央おでもわかる。勇ゆう者しや正規軍は圧倒的に不利だ。

　よし、時間を稼かせいでやる。策はあるのだ。

「結構集まったし、そろそろ行っちゃう？」

　素もと子こがわくわくを表す星のマークを出して、アリサも頷うなずいた。

「そうですね。それじゃあ……」

「お腹なか痛い！　リアルで！」

　ハイネは汗が流れるマークを連打。「しゃがむ」のコマンドでうずくまった様子を表現してみた。

「何やってんだよこんな時に」

　イラついた様子で大たい佐さが吐き捨てた。

「すまん。マジで痛いんだ。多分、ヘソから腸が少し出てる」

「何食ってもそうはならねえよ！」

　回復に十分だけ欲しいと言って、アリサに時間を貰もらった。トイレに行ったという演出のために、ハイネは動かさずその場に棒立ちさせる。催していたのは本当なので用を足して、念のためにヘソを確認。うん、はみ出てない。

　水分補給のためにリビングにおりると、母がテレビを観ていた。

「あら理央。夕ご飯ならそこにあるから、食べちゃいなさい」

　そこにはラップがかけられたナポリタンおにぎりが二つ。

「どうなってんのこれ！」

「思いっきりギュってやったら形になったのよ。それ、右が梅干しで左が鮭さけだから」

「具入れたの!?」

「だっておにぎりだし」

「律りち儀ぎか！」

　とは言いつつも空腹には耐えられず、理央は口に詰め込んで飲み物を持って二階へ戻った。ケチャップと梅干しが合ってない。

　途中、凛りん子この部屋に寄る。ノックをすると「どうぞ」の声。

「カリン大橋に来てるのか？」

「うん。兄ちゃんも来てるね。そろそろ突とつ撃げき？」

　凛りん子こは頭のヘッドセットを外した。凛子は友人とスカイプなるもので話しながらプレイしていて、これもまた一つの楽しみ方だと思う。

「俺のトイレ待ちになってる。それにしても随分と集まったよな」

「前の攻防戦があってから、魔ま王おう軍ぐんの結束は固いからね。先に反乱軍に加わった連中よりよっぽど腕が立つよ。で、兄ちゃんはどうするの？」

「わかってると思うが、なんとかマミを助ける」

「そ。じゃあ背中に気をつけてね」

　本当に後ろから攻撃してきそうだな。後ろを取るのは暗殺者アサシンの得意技なのだが。

　理り央おは自分の部屋に帰ると、「今戻った。すまん」とキーを叩たたいた。

「大丈夫なのか？」

　大たい佐さが心配してくれるとは珍しい。

「まあな。まだ膝ひざに違和感は残るが」

「腹の話をしてんだよ！　お前の体ボロボロだな」

　実際、体育祭を終えて、普段から動かしていない体はかなり疲れている。明日は筋肉痛だろう。

「ふふっ」

　アリサが笑い、音符のマークを出した。

「魔王、どうした？」

「すみません。ハイネさんの話し方が、幼おさな馴な染じみの彼に似てるなって思って」

　画面に向かって「おぅっ」と声が出る。しまった、「理央」を出し過ぎた。変にキャラクターを作るとボロが出ると思って避さけていたが、逆に自然体になり過ぎたか。

　理央は深呼吸。亜あ梨り沙さの中で理央は今、リオでログインしていることになっている。現実の理央が知っているようなことさえ口走らなければ疑われることはない。

「そうなのか。顔を見てみたいもんだな」

　鏡を見ればいいわけだが。他人の振りとは、常に違和感との戦いである。質問攻めにされた時に困らないように作っておかないと。ハイネを操る人間の出身地とか家族構成とか。

「そうなんだよハイネっち。アリサちゃんってば、例の『りーちゃん』が誰だれに似てるかとか教えてくれないんだよね」

　男のことになると敏感な素もと子こは、アリサからどうにかしてりーちゃんの情報を聞き出そうとしているようだ。クエスト中にもさりげなく訊きいたりしているのを見たことがある。頼たのむから「足が遅い」とか言うなよ、亜梨沙。

「魔王様、そろそろ勇ゆう者しやのところへ向かってはどうでしょうか」

　そう進言してきたのは、赤いサイドポニーの剣けん士し、リンコだった。有名なリンリン突とつ撃げき隊たいのリーダーとして、四し天てん王のうからも一目置かれている存在だ。なので発言力がある。下手したらハイネよりある。

　そういえば、亜あ梨り沙さはリンコが凛りん子こだと知っているのだろうか。いや、知っていたら自分に「凛子ちゃんもやってるんだね」といった感じで話をするだろうし、亜梨沙が知らない方が都合がいいと凛子が考えれば、凛子の性格上、明かすとは思えない。

「そうですね。もうあまり増えなさそうですし」

　まずい。もう行くのか。あと五分くらいはなんとか。

「待ってくれ魔ま王おう、まずは腹ごしらえをしよう。腹が減っては戦ができぬと昔から……」

　リンコに尻を刺された。

「空腹値の回復は移動しながらでもできます。私の仲間に保存食を持ってきてもらっているので、よければどうぞ」

「おい！　なんで攻撃するんだよ！　防御力低いんだからな！」

　ＨＰの五分の一くらい持っていかれたぞ。今はまだ人目があるからいいが、戦せん闘とうが始まったらどさくさに紛れて殺す気だ。

「あははっ。ハイネっち弱ーい。四天王なんだからもっとしっかりしてよー」

　素もと子こ、絶対にリアルで爆ばく笑しようしてるな。

　アリサに回復してもらい、理り央おは部屋の壁かべを睨にらむ。薄うすい壁の向こうでは、凛子が表情一つ変えずにプレイしているに違いない。

「では、出発します。目的地はリハニル高原です」

　勇ゆう者しや正規軍が反乱軍と交戦している場所の情報はすでに入っているようだ。

　理央の遅延行為もむなしく、魔王軍はリハニル高原へ向けて進み出した。戦闘は魔王と四天王、その後ろにリンリン突撃隊、さらに魔王城攻防戦でも活かつ躍やくした高レベルのパーティが続く。

「魔王、もう決めたんだな」

　前を歩くアリサに並び話しかけると、アリサは小さく頷うなずいた。

「はい。私に迷いはありません」

「わかった。油断して死んじまうようなことだけはするなよ」

　アリサは「ありがとうございます」と微笑ほほえんだ。

　勇者軍の一部が反乱軍として名乗りをあげてから半月ほど。魔王軍の一部を取り込み、マミをじわじわと追い込んでいったこの戦いも、決着の時を迎えようとしていた。




　　　　※




　両親が離り婚こんすると告げられた時、私は中学生ながら「ああ、やっぱり」と冷めた反応だった。それくらい、前からお父さんとお母さんの間には距きよ離りができていた。原因は、お父さんの仕事が忙しくなって、休日も家にいられなくなってしまったことが大きい。芸能人の離婚報道で「すれ違いが多くなった」とか言うけれど、まさにそんな感じだったと思う。どちらが浮気したとか決定的な何かがあったわけじゃなくて、自然に、ゆっくりと別れの方向に進んで行った。

　私はお母さんに引き取られることになった。マンションの名義はお父さんの物だったけれど、お父さんはマンションをお母さんに譲ゆずり、私が二十歳になるまでの養育費を払うと約束した。それと月に一回、私と会っていいという約束もした。

　お母さんは結婚する前にしていた仕事の経験を活かして就職先を見つけ、兄妹のいない私は一人暮らしのような生活を始めることになった。友達もいたし、別に寂しくはなかったと思う。

　少し経たって、お父さんの会社がオンラインゲームを発表した。勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインというそのゲームは、不況に悩むお父さんの会社が再起を賭かけて作り上げたゲームだった。そしてお父さんは、その開発責任者。私にとって、自慢のお父さんだった。

『お父さん、私ね、勇魔戦争オンラインをやりたいの。どんなパソコン買えばいい？』

　月に一回の喫茶店。そう言った私に、お父さんは驚おどろいていた。

『麻ま未み……あのゲームをやってくれるのか？　お父さんは勇魔戦争を作るために、お前とお母さんを……』

『もちろん。だってお父さんが作ったゲームでしょ？　面白いに決まってるじゃん』

　あの時、お父さんはちょっと泣いていた。「それならいいパソコンを知ってる」と言って、家に自作のパソコンを送ってきた。会社の同僚に頼たのんで作ってもらったらしい。それは玄人仕様のネットゲーム専用みたいなスペックだった。おかげで快適にプレイできたし、運よく勇ゆう者しやになることもできた。

　勇魔戦争をプレイする度に、「このシステムはお父さんが考えたのかな」とか「あ、この不具合はお父さんに言ってあげないと」って考えるようになって。光回線を通じてお父さんと繫つながっているようだった。

　ファザコンって言われても反論はしない。開き直ってやる。

　今までお父さんが作ってきたどんなゲームより、勇魔戦争は大切なゲームになった。

「たああああっ！」

　勇者専用装備、光の剣から放たれた光弾が反乱軍を吹き飛ばす。一人倒した。でも、まだまだ数が減る気配はない。

　リハニル高原はその名の通り、岩や木などの障害物が少ない広いフィールドだ。大人数が参戦できるから、イベントモンスターが出現したりもする場所だ。

「勇者様！　使ってください！」

　味方の一人がアイテムをくれた。貴重なＭＰ回復だ。反乱軍が私を親しん衛えい隊たいから引き離はなすために各地を襲おそわせたのはわかっていた。マナナギ街道やテネマリ村を見捨てれば親衛隊と一緒に行動できたけど、それは勇ゆう者しやのやることじゃない。勇者は、すべてを守って勇者と呼べるのだ。

「マミを倒せ！」

「革命を起こせ！」

　続けざまに攻こう撃げきが浴びせられる。私を攻撃するのは勇者軍たち。かつて一緒にクエストに行った人もいるかもしれない。そう簡単には負けてあげないよ。私は回復したＭＰを消費して、召喚士サモナーのお株を奪う召喚魔ま法ほうを唱える。勇者はこんなのも使えるのだ。

「来なさい！　メタトロン！」

　Ｓランク召しよう喚かん獣じゆう、二対四枚の翼つばさを持った天使が魔法陣から現れる。メタトロンが炎を放ち、敵の前列に大ダメージを与えた。

「なんだよあれ……。見たことねえよ……」

　初見の召喚獣に、敵は足あし踏ぶみしてくれた。全員で集中攻撃すれば倒せるはずだけど、ダメージを恐れて躊躇ためらっている。

「ほらほらぁ！　私を倒すんじゃなかったの？」

　調子に乗ってちょっと挑発。煽あおって敵の統率が崩れればラッキー。さらにＢランクのトロールを三体召喚して頭数を増やした。

　味方からのＰＫは決して今回が初めてじゃない。勇者はこの世界で一人。死なない限り次の勇者にはなれない。そして、勇者という職業を手に入れるために現役の勇者を狙うプレイヤーが現れるのは当たり前だった。というより、そういった味方どうしのＰＫも勇ゆう魔ま戦せん争そうが売りにしている部分でもある。

「レベル上げにいい場所がある」という言葉で罠わなを張った場所に連れて行かれて奇き襲しゆうを受けたこともある。だけど私は負けなかった。厳選した親しん衛えい隊たいも頑張ってくれて、私は初代勇者の椅子を守り続けている。

「…………」

　ディスプレイの前でため息が漏れた。

　勇者になれたのは本当に偶然で、お父さんもびっくりしていた。別に私は勇魔戦争がプレイできればそれでよくて、勇者という職業にどうしてもなりたかったわけじゃない。でも実際になってみたら欲が出るわけで、私が勇者としてマップを統一して、お父さんたちが作った新しいフィールドに進みたい。私が楽しくゲームを遊ぶことが、きっとお父さんの喜びなんだ。月に一度だけ会って、勇魔戦争の話をしている時のお父さんの顔を見ているとそう思う。

　それに今は、それだけじゃなくなった。勇者を辞めるわけにはいかなくなった。

　彼がパーティにいるから。一緒に遊べなくなっちゃうから。話しかけるきっかけがなくなってしまうから。

　一学期の彼の印象は、よく笑う人。教室で聞こえてくるのは彼の笑い声だった。それに、いじられた時の切り返しや、堀ほつ田たくんをからかったり、宮みや野の先生と漫才みたいなやり取りをするのが面白くて、私は友達とお喋しやべりしていても、同じ教室にいる彼の声に耳を傾けていた。あとファザコンついでに言うと、ちょっと似てるんだよね、笑い方が。お父さんと。

　私はあまり人見知りをする方じゃない。だからいつものように彼に話しかけようとした時、私は高校一年になって初めて自分の性質を知る。

　気になっている男の子には、上う手まく声がかけられない。

　もうね、驚おどろいたよね。なんでそんなところだけピュアなのかと。

　気になれば気になるほど気になるわけで、でもお喋りはあんまりできなくて、私は結局、見ているだけで夏休みを迎えた。

　そして八月三十一日、いつものようにログインすると、彼が勇ゆう魔ま戦せん争そうを始めていた。レベル１の料コ理ツ人ク。タイミングよく、親しん衛えい隊たいの席が一つ空いていた。私は迷わず彼を誘った。初心者を加えることに反対されるのはわかっていたけど、強引に通してしまった。これで共通の話題ができる。学校で普通に話しかけられる。

　まだ自分の気持ちがわからない。だけど二学期から現実でもゲームでも彼といる時間を増やすことで、この気持ちが何なのか確かめようと思った。二人三脚のパートナーになってもらって、練習を口実に家にも遊びに行った。あの時、体がくっつくから気合い入れて香水もつけてたのに、全然気づいてないし。鈍いんだから。

　私かわいいし、その気になればイチコロだし。なんて。

　でも、まあ、アレだ。幼おさな馴な染じみの女の子が転校してくるなんて、聞いてないよ。

　しかもかわいいし。すっごくいい娘こだし。

「どうしたの？　攻こう撃げき止まっちゃってるよ」

　強力な召しよう喚かん獣じゆうを前に攻めあぐねる反乱軍に私は言った。なんとか時間を稼かせぎたい。各地を任せてきた親衛隊が集まるまで。

「強がらなくていいよ。っていうか、もうお終しまいだしね」

　そんなセリフを吐きながら、余裕たっぷりのプレイヤーは現れた。反乱軍の真ん中を割って歩いてくる姿は、まるで王様だ。紫のローブを羽織った女のキャラクター。魔ま法ほう使つかいでも、召喚士サモナーでもない。

　名前は「リリー」。

「君が反乱軍のリーダーの死霊術師ネクロマンサーだね。初めまして」

「挨拶なんていらないでしょ？　もう死ぬんだから」

　死霊術師が使える魔法は種類が少なく、魔ま力りよくもそれほど高くない。でも、一つだけ恐ろしい専用魔法がある。

　私は味方を確認した。頼たよれる仲間たちだけど、死霊術師のアレを受けても大丈夫な保証はない。

「ぶっちゃけさ、私は君のことをすごいと思うよ」

「はい？　何言ってんの？」

「魔ま王おう城じよう攻防戦の負けを利用して反乱を煽あおって仲間を増やして、ＰＫでアピールして魔王軍の一部まで取り込んだ。何度も味方に殺されそうになったけど、ここまで大規模に私を追いつめたのは君が初めてだよ」

　正直な気持ちだった。ゲームとしての違反を犯してはいない。勇ゆう魔ま戦せん争そうのルールの中で、これだけの革命をリリーは起こしてみせた。何よりすごいのは、今日の今日まで正体を隠し続けていたということ。お父さんたちも感心しているんじゃないかな。

「まさかあんたに褒ほめられるとはね」

「私はプレイヤーとして素直に言ってるだけだよ。君は敵だけど、同じ勇魔戦争プレイヤーじゃん」

「何その優等生みたいなセリフ。なんかムカつくんだけど」

　すると紅くれないの雨あめという召喚士サモナーがリリーに近づいていった。なんとなく中学生なんじゃないかと思った。

「マナナギ街道とテネマリ村は敗走したようです。ですが正規軍の消耗も激しく、問題ないかと」

　内緒話をしようとしても、会話が表示されてしまうわけで。それは仕方ないし、あちらも隠す気はなさそうだ。

　よかった。ハルトくんや紫し乃のちゃん、御み堂どう丸まるは防衛に成功したみたい。だとすると、親しん衛えい隊たいが来るまでにケリをつけようとするのは当たり前。

「わかった。じゃあね勇ゆう者しやマミ。……『死者再生リビングデツド』」

　リリーが、死霊術師ネクロマンサーだけが習得できる魔ま法ほうを使った。前に占領されたデンド村も、この魔法のせいで奪だつ還かんできなかった。死んだプレイヤーを生ける屍しかばねとして再利用する一発逆転が可能な魔法。圧倒的な物量は、能力値が優遇されている勇者であっても苦戦は必至だ。しかも高原ではそこらじゅうで戦せん闘とうが起きているから、死んでいったプレイヤーの数も多くなってきている。後半になればなるほど威力を発揮する魔法だ。

　これが来るのはわかっていた。だけどそれが怖くて敵を倒さないというわけにもいかない。倒さなければ自分がやられてしまう。最善なのは使われる前にリリーを倒すことだったけど、隠れているリリーを探すほど人員に余裕はなかった。すべてはリリーの作戦通りなのだろう。

　地面から灰色の顔をした、一度は倒れた戦士たちが蘇よみがえってくる。デンド村で一度この魔法を味わって、死霊術師について調べてみると、死者再生は七割近くのＭＰを使う。連発はできないけど、その必要はあまりない。

「くそっ……！」

「勇者様、すみません！」

　地獄から這はい出してきたゾンビたちによって、次々に正規軍の味方が葬られていく。私は召しよう喚かん獣じゆうと補助魔ま法ほうで勢いを増した反乱軍の攻こう撃げきを凌しのいだ。

　これ、本当にマズいなあ……。

　ゾンビに気を取られて、放たれる魔法がよけ切れない。Ｓランク召喚獣のメタトロンも、ＨＰが半分以下になってしまっている。

　親しん衛えい隊たいはまだ到着する気配がない。

　私が負けて勇ゆう者しやが消滅したら、親衛隊のみんなはどうするんだろう。次の勇者のパーティに入るかどうかも勇者しだいだし、最悪、正規軍は反乱軍によって迫害を受けてしまうかもしれない。新たな正義が生まれれば、それまでの正義は駆逐される。歴史とはそういうものだ。

　もっとみんなと、彼と一緒にプレイしたかったな。彼はどこだろう。最後の晩ばん餐さんは、彼の手料理がよかったな。

「くっ……」

　一人、また一人と味方が減っていく。

「あはは。やっと勇者マミの時代が終わる。……あら」

　リリーは何かに気づいた。

「魔ま王おうアリサ……」

　振り返ると、そこに魔王アリサがいた。後ろには、四し天てん王のうをはじめとした数え切れないほどの魔王軍の戦士たち。
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　これは……ヤバい。




　　　　※




　リハニル高原を歩いていく魔ま王おう軍ぐんは、攻こう撃げきを受けることなく勇ゆう者しやのもとへとたどり着いた。正規軍は相手にする余裕なんてないし、反乱軍にとっては味方である。この進軍を目撃した反乱軍は勝利を確信し、正規軍は敗北に絶望しただろう。

　すでに死者再生リビングデツドを使われてしまったようで、マミの周りには大量のゾンビと、反乱軍、そして「リリー」と表示された死霊術師ネクロマンサー。あいつがリリー。反乱軍の頭か。紅くれないの雨あめもいるということは、柴しば垣がきたちはあそこで力尽きたということだ。

　命いのち懸がけでリオを逃がしてくれたことには感謝するが、申し訳ないことにリオは来ていない。理り央おは、リオよりもハイネの方がマミを助けられる可能性が高いと判断した。リオは親しん衛えい隊たいという理由で標的にされやすいし、戦せん闘とう向きではないので死にやすい。だったら、たとえ勇者の敵であってもハイネでいた方ができることがあるのではないか。

　狐きつねの面越しにマミを見る。強そうな天使の召しよう喚かん獣じゆうを従えているものの、明らかに劣勢だった。そしてダメ押しとばかりに魔王が現れた。麻ま未みは諦あきらめるようなプレイヤーではないが、今、どんな顔をしているだろうか。

「最初からこうしていればいいものを」

　口を開いたのは紅の雨だった。反乱軍に協力しろという交渉が失敗に終わったのが悔しかったのだろう。

「いいじゃない。こうやって来てくれたんだから。初めまして、魔王アリサ。反乱軍のリーダーをしているリリーです」

　会話は文字で行われているが、そこからでもリリーの余裕が読み取れるから不思議だ。リリーのプレイヤーは、さぞかし軽快にキーを叩たたいているに違いない。

「初めまして。こちらの人たちがお世話になってます」

　アリサが言ったのは、独断で反乱軍に加わったプレイヤーのことだろう。亜あ梨り沙さらしい丁寧な挨拶だ。

「おかげで革命が起こせそう。感謝ね」

　リリーは状況に似つかわしくない星のマークを出してみせた。

　挟まれたマミは動かない。動けないというのが本音だろう。必死に突破口を探しているのかもしれないが、前方に大量のゾンビと反乱軍、後方に魔王と四し天てん王のう。四し面めん楚そ歌かとはまさにこのこと。

　理り央おは必死に計画を練っていた。いや、練るような策はない。上う手まいことリンコの監かん視しをかわし、上手いことマミを逃がす。我ながらどうしようもなく中身がない作戦だが、これしかない。

　マミはまだ勇ゆう者しやをやめるわけにはいかないのだ。勝ち続けて成し遂げなければいけない夢があるのだ。だからといってアリサにも負けて欲しくないんだけど、ええい、とりあえずそれは今はいい。

　アリサが専用装備の死神の鎌かまを空に向けた。四し天てん王のう、魔ま王おう軍ぐんが殺気立つ。

　そして魔王は鎌を振り下ろした。

　鎌の先を、リリーに向けて。

「魔王アリサの名で命じます。魔王軍は勇者正規軍を援護し、反乱軍を撃げき退たいしてください」

　理央の指が「Ｅ」を押す前に、声に出ていた。「え？」。

　次の瞬しゆん間かん、プレイヤーの頭の上に「？」のマークが一斉に飛び出した。

「にゃんと！　アリサちゃん、マジ？」

　素もと子こは「！」のマークを出していた。驚おどろいているのはハイネ以外の四天王も同じのようだ。

「はい」

　言い間違いではないと証明するかのように、アリサは魔法で数体のゾンビを葬った。

「おいおい。これはもしや酒が美う味めえ展開かぁ？」

　チャンタはこれ以上飲むというのか。

「魔王！　説明してくれ。俺らは勇者を倒すんじゃなかったのか？」

　大たい佐さがアリサに訴えかける。理り央おはというと、驚おどろきのせいで指が上う手まく動かなかった。ほぼ同時にリリーも叫んだ。

「何言ってんの!?　ねえ！　あんた魔王でしょ？　勇者を倒すべきでしょ！」

「はい。その通りです。私は魔王で、勇者を倒すプレイヤーです」

「だったら……」

「言葉が足りなくてすみません。『私』が、勇者を倒すんです。魔王として軍を率いて、正面から勇者軍とぶつかり、その上で勝ちたいんです」

　だから、身内の反乱によって弱った勇者を倒しても仕方ないと、そんな勝利は望まないと、アリサは言う。

「ふざけてる。魔王が勇者を助けるとか、あり得ない！」

「……前に魔王城に攻め込まれた時、怖かったですけど、楽しくもありました。勇者マミと、また戦いたいと思ったんです。ここで素敵なライバルを失うわけにはいきません」

「あんた魔王のくせにキレイごと言ってんの？　意味わかんない！」

　その文字が強くキーを押されたものだとわかる。打ち損じたアルファベットの小文字が混じり、それを修正するつもりもないらしい。

　わからない。万全の勇者軍と戦いたいというのが亜あ梨り沙さの本心なのか、それとも麻ま未みを助けたいがために取り繕つくろった建前なのか。でも、風向きは変わった。向かい風から、追い風へ。

　マミは助かる。

　アリサは後ろを振り返った。

「皆さん、これは私のワガママです。賛同できない方は、反乱軍に行っても構いません。でも、最初からずっと勇ゆう者しやの座を守り続けてきたマミさんと、思い切り戦ってみたくはありませんか？」

　アリサの問いかけに、魔ま王おう軍ぐんは無言だった。汗が流れるマークで困惑を表す者もいる。

「俺は魔王に従う」

「私は魔王に賛成」

　ハイネとリンコが発言したのは同時だった。続いて素もと子こ。

「いいね！　そっちの方が楽しいっぽいし。アリサちゃん、漢おとこだねー」

「はっはっは！　愉快愉快。これだからネトゲやめられんわ。おっと、つまみがない。大たい佐さ、ビーフジャーキー買ってきてくれ」

「自分で行けよ！　っていうかお前の家を知らねえし！　……俺は魔王の言う通りにする。御み堂どう丸まるとかいう竜りゆう騎き士しと決着つけてえし、勇者と親しん衛えい隊たいがバラされちゃ困る」

　四し天てん王のうの賛同を皮切りに、「俺も俺も」という声が溢あふれだした。もちろん「こんなチャンスをもったいない」といった反対も見られたが、大多数がアリサを支持したのだった。その理由が理り央おにはわかる。だってこれはゲームで、みんな楽しむために月額料金を払って参加していて、このリリーによる反乱は魔王城攻防戦の次に起きた「イベント」なのだ。だからみんな、面白さを求める。そこに投下されたアリサの決断。敵のはずの魔王が勇者に協力するなんて「そっちの方が面白い」じゃないか。

　動かないリリーと紅くれないの雨あめは、呆ぼう然ぜんとしているようにも見える。そんな中、アリサはマミに歩み寄り、回復を施した。さらに防御力を上げる補助魔ま法ほうも。

「あ、ありがとう」

　まさかクラスメイトに助けられているとも知らず、マミは戸惑いながら礼を言った。

「今夜だけは一緒に戦いましょう。マミさん」

　理央はこれまで、いたって普通の男子として生きてきた。流は行やりのゲームで遊び、話題の映画を観て、ジャンプを読んで生きてきた。

　やばい、これ。熱い。

　だからこそ燃えるこの展開。敵対している者どうしが、共通の敵を倒すために協力するという王道の中の王道に熱くなる。

「おおおおおおっ！　きたああああっ！」

「兄ちゃんうるさい！」

「理央静かにしなさい！」

　隣となりと下に怒られた。壁かべを厚くしてくれないだろうか。

　画面の中では、魔ま王おう軍ぐんの回復役がＨＰを減らした正規軍を回復させている。そこにハルト、紫し乃の、御み堂どう丸まるが駆けつけた。

「これは……どういう状況でしょう」

「意味不明だわー」

「魔王がリハニル高原に乗り込んだって聞いて来てみたんだが、どうなってんだ？」

　マミが危ないと思って急いで来てみたら魔王が回復してあげていた。誰だれだってこんな反応になる。あと、リオがいないことに少しでいいから触れて欲しい。

　三人が黙だまったのは、ログを読んでいるからだろう。

「というわけだ。俺らも手を繫つなごうじゃないか」

　ずいっとハイネが出た。マミが助かる可能性が急上昇し、さらには勇ゆう者しや、魔王の共きよう闘とうというドラマチックな展開に、ゲームパッドを握る手にも力が入る。

「まあ、あまり悩んでいる暇もなさそうですし」

　ハルトの銃が火を噴ふき、ゾンビが倒れた。

「勇者も魔王もここで倒す！　行きなさい！」

　リリーの声に、ゾンビと反乱軍が突とつ撃げきしてきた。ゾンビはともかく、反乱軍のプレイヤーたちは勝ち目が薄うすくなった今でもリリーに従順だった。反乱軍としてここまでやってきたのだ、引くに引けないというのが本音かもしれない。

「行くよ！」

　素もと子こが先制の矢を放つ。ハルトが特殊弾でステータス異常を狙う。が、ゾンビには効かないらしく、死を恐れない死者たちの足を止めることができない。

「任せてください」

　前に出たのはアリサ。鎌かまで戦うのかと思ったが、始めたのは詠唱。本来なら長くかかるであろう詠唱をアイテムで短縮し、魔ま法ほう陣じんから魔ま獣じゆうを召喚する。

「おいで、タルタロス」

　獣けもののような咆ほう哮こうと共に出現したのは巨大な化け物。闇やみの底から這はい出してきたかのような黒い体に、凶暴な目だけが赤く光る。他のＲＰＧだったらラスボスになりそうな風格を持った召喚獣だった。

「魔王、いきなり本気だな」

　大たい佐さが言った。魔王城での戦いで使わなかったのは、屋内だったからだろう。あの化け物は外でしか呼び出せない。

「チャンタ、お前も使えるのか？　あれ」

　ハイネが訊きくと、召喚士サモナーのチャンタは首を横に振った。

「バカ言え。あれは魔王専用魔法だ」

　言いつつ、チャンタはＳランクの真紅竜スカーレツトドラゴンを召喚した。タルタロスの爪が、竜の炎が、ゾンビたちを消していく。亜あ梨り沙さすげえ。すげえ亜梨沙。

　大たい佐さの大剣が反乱軍プレイヤーを一いち撃げきで仕留めれば、御み堂どう丸まるの槍やりが体を貫く。四し天てん王のう、親しん衛えい隊たいの接近戦担当たちが、敵陣へと切り込んでいく。

「『プロテクション』」

　紫し乃のが二人を援護。リオとして一緒にプレイしている感想だが、紫乃は視野が広い。穴が空いてしまった場所を察知し、すぐにフォローを入れてくれる。

「突撃ぃぃっ！」

　リンリン突撃隊が相変わらず味方を巻き込みながら無茶な魔ま法ほうや技で突破していく。

　マミとアリサがゾンビを土へ還かえす。

　御堂丸と大佐が反乱軍を斬り伏せる。

　いつの間にか来ていたナツキがどさくさに紛れて死ぬ。

「む……」

　ここで理り央おに閃ひらめきが。反乱軍はもう何分と経たたずに崩ほう壊かいする。となればリリーは逃げるしかない。今のうちに逃げるであろう場所に罠わなを仕掛けておけば役に立つのではないか。我ながらいいところに気づいた。ここからだと、あっちの森に逃げ込みたくなる。理央はハイネを操り、戦場から一時的に離り脱だつさせた。そして森に入ると、リリーが通りそうな場所に罠を設置。仮にこっちに逃げてこなくたって、コストも低い罠なので無駄になっても構わない。

　理央が満足してリハニル高原に戻ると、ちょうどリリーが正規軍に押されてじわじわと後ずさってきていた。

　なんだ、罠なんて使わなくたって、ここで首を獲とってしまえばいいじゃないか。

「もらったあああ！」

「くっ……」

　ハイネは暗殺者アサシン特有の素早さで、後退するリリーに接近していた。後ろに回り込み、暗殺者専用スキル「闇やみ討うち」を発動。鉤かぎ爪づめで斬りかかる。死者再生リビングデツドは恐ろしい魔法だが、逆にそれ以外は怖くない。レベルはリリーの方が高いが、この状況なら勝てる。

　爪は確かにリリーに届いた。が、ポンと音を立ててリリーがかわいいぬいぐるみに姿を変える。

「あれ？」

　これは一回だけ物理攻撃を防いでくれる身代わり人形だ。高価なアイテムだったはずだが、理央は失念していた。接近戦に弱い職業は、身を守るアイテムを常備するのが基本なのだ。リオだって爆ばく弾だんなどのアイテムを持ち歩いている。なんという初歩的なミス。

「舐なめんな！」

　カウンターでリリーの魔法がハイネに直撃した。レベル差と防御力の低さもあってＨＰが半分近くまで削られてしまった。

「やばっ……！」

　ここは退却。アリサに回復してもらおう。と、後ずさりした先には紅くれないの雨あめ。

「『アイスニードル』！」

　無数のつららに串刺しにされた。ハイネは膝ひざをつき、前のめりに倒れる。

「ハイネさん！」

　アリサが回復魔ま法ほうを飛ばしてくれたが、時すでに遅し。ＨＰは０になっていた。

「この押せ押せムードでよく死ねるなお前！」

　大たい佐さの罵ば倒とうにも反論できない。

「手柄を焦って逆にやられちゃう典型だよねー」

　素もと子この仰おつしやる通り。

「いや、なんか……すまん」

　それだけを言い残し、強制ログアウトが執行された。無慈悲に「死亡しました」というアナウンスが表示され、タイトル画面に戻った。

　しかし、理り央おはまだ終わらない。自分にはもう一人いるのだ。どっちかと言えばこちらが「表」である。

　即座にパスワードを入力してログイン。リハニル高原の手前からリオがスタートした。意味がないとわかっていながらも方向キーを強く押し込み全力ダッシュ。戦場へ向かった。

　走りながらアイテムを確認する。まだ食材はある。親しん衛えい隊たいと四し天てん王のうの腹を満たす程度なら足りそうだ。

　魔王軍が正規軍に加わったとあって、高原は大混戦となっていた。反乱軍は「マジかよマジかよ」と叫び、正規軍も「マジかよマジかよ」と叫んでいる。

　ハイネよりも遅い足にイラつきながらも、リオはさっきハイネが死んだ場所まで戻ってきた。当然、ハイネがドロップした金とアイテムは誰だれかに回収されてしまっている。あーあ、ちょっとレアなのもあったのに。

「リオくん！」

　マミが歓かん喜きをハートのマークで表した。メール上では「勘違い誘発絵文字」として有名なマークだ。女子は気軽に使っているのかもしれないが、受け取った男子にとっては重大な意味を持つということをわかって欲しい。マジで。

「事態はなんとなくわかってる。任せておけ」

　すぐさま「調理」スキルを使い、持っていた食材で料理を開始した。スキルレベルが上がることによって、料理が出来上がるまでの時間が短縮され、食べたプレイヤーの士気はより高くなる。

「させるか！」

　魔王城攻防戦で料理の重要性を学んだプレイヤーは、まず料コ理ツ人クを潰つぶしにくる。反乱軍の剣けん士しがリオに剣を振り下ろすが、リオがダメージを受けることはなかった。間に入った素もと子この弓が刃やいばを受け止めていたのだ。剣を弾はじいた素子は、ゼロ距きよ離りで矢を放ち剣士を射止めた。

「確か君だったよね。勇ゆう者しやの身代わりになって私に倒されたの」

「ああそうだ。リベンジしたいところだが、今日は見逃してやるよ」

　料理が出来上がると、素子に食べられた。

「にゃはは。いつでも挑戦待ってるぜぃ」

　空腹値を回復し、士気を上げた素子は反乱軍に矢の雨を降らせた。

　間髪入れずに再び料理を作る。スキル使用中は完全に無防備になってしまうリオだが、勇者軍と魔ま王おう軍ぐんのどちらにも守られ、安全が保証されていた。

「マミ、できたぞ。食え」

　皿の上には立派なお頭つきの活造り。我ながらいい出来である。レベルが低くて卵焼きしか作れなかった時とは大違いだ。

「えー、私、魚よりお肉の気分なんだけどー」

「じゃあお前にはやらん！」

「うそうそ。いただきまーす」

　マミの回復を見届けて、さらに調理を続けた。料理の仕上がりはスキルレベルと使う食材による。手持ちの高級食材を全部使って、リオは豪華な、その名も「子羊のハーブ焼き～ポテトとアスパラを添えて～」を完成させた。今のリオが作れる最高の料理だ。まだレベルが低くてブランド牛肉が扱えないのだ。

　湯気を立てるそれを、リオは鎌かまを持って戦う少女のもとへ運んだ。

「魔王、よければ食べてくれ」

「……いいんですか？」

　間違っても「りーちゃん」って呼ぶなよ、亜あ梨り沙さ。本来はアリサの正体がバレるのを避さけるためにリオでの接触はするべきではない。だけど、正規軍を助けてくれた魔王アリサに何か礼をしたかった。そして、リオができることといえばこれくらいしかない。

「今は味方だろ。当然のことをしたまでだ」

　四し天てん王のうに料コ理ツ人クはいないから、空腹は保存食で満たすしかない。出来立てを味わって欲しい。

「ありがとうございます。リオさん」

　亜梨沙の声が聞こえてくるようで、くすぐったい。感謝するのはこちらの方だ。

「ちょっとちょっとぉ。魔王の方が美お味いしそうなんですけどー」

　どこからかマミが割り込んできた。そういえば肉の気分とか言ってたな。文句つけている暇があるなら戦えと言いたい。

「助すけっ人とにきてくれたんだから、もてなすのが普通だろうが」

「アリサちゃんだけずるーい。……あ、アリサちゃんっていうと、あっちのアリサちゃんみたいだね」

　また余計なことを。動揺するなよ亜あ梨り沙さ。顔は見えないんだから落ち着いて受け答えするんだ。

「あの、そのアリサっていう人は……？」

「ゴメンね。リアルの友達で同じ名前の娘こがいるんだ。このリオくんとお似合いの女の子」

　また余計なことを。

「そ、そうなんですか……」

「敵が来たぞ！」

　無理やりに話を打ち切って、理り央おは二人を戦せん闘とうに向かわせた。さっきのフォローはいずれせねばなるまい。しかし「お似合い」と言われてほのかに頰ほおを熱くする理央である。

　ハイネは死んだが、四し天てん王のう、親しん衛えい隊たいが揃そろい踏ぶみの正規軍は面白いように反乱軍を撃げき破はしていった。切り札のゾンビ軍団も、アリサが召喚したタルタロスという凶悪な魔ま獣じゆうになす術すべもなく消されていった。後で調べてみると「タルタロス」とは神話における奈落のことで、たかだか数十センチの地面の下から出てきた連中が敵かなうわけないのだ。

「リリーが逃げたぞ！」

　大たい佐さが怒号を飛ばし、ゾンビをあらかた片づけたマミとアリサが逃げる反乱の首しゆ謀ぼう者しやを追った。味方に料理の援護をして食材を使い果たしたリオも走る。

「行かせません！」

　間に紅くれないの雨あめが入った。もはや勝敗は決したというのにリリーを守るために勇ゆう者しやと魔ま王おうに立ち向かう忠誠心は見事である。

　紅の雨が蜘く蛛もの魔獣を二体召喚した。が、詠唱の時間が取れないせいでＣランクの低級だ。数秒ともたずにアリサの鎌かまに真っ二つにされてしまった。

「どうしてですか魔王！　気が狂ってるとしか思えません！」

「……ごめんなさい」

　そして紅の雨は死神の鎌に散った。残るはリリーのみ。

　リハニル高原を抜けた森の中、リリーは魔ま法ほうを放ちながら逃げる。

「えっ？」

　リリーが踏ふみ込んだ地面が爆ばく発はつする。ハイネの遺産である地雷が発動したのだ。読みが見事に当たって、理央は画面の前で悪者みたいな笑い方をした。

　吹っ飛ばされたリリーは回復の時間も惜しんで再び走り出す。が、今度は頭上から網が降ってきて自由を奪う。抜け出すためには十字キーをぐりぐり回す必要がある。それは数秒だったが、もう遅い。追いつかれた。

　その首を狙っていた勇者マミと、同志となるはずだった魔王アリサに。

「なんで!?　なんであんたは死なないのよ！　魔王城攻防戦でも負けたくせに生き延びて、味方に反乱されたら魔ま王おうに助けられて……。そんなに勇ゆう者しやにしがみつきたいの!?」

　マミに剣の切っ先を突きつけられたリリーは叫んだ。

「……うん、しがみつきたいよ。私は勇者じゃなくちゃいけない。勇者のまま、この世界を統一する。魔王には借りができちゃったけど、いつか返して、また魔王城に挑むよ」

　せめて一いち撃げきで。それは武士の情けというものか。マミは補助魔ま法ほうで攻撃力を上昇させた。刃やいばが赤い光に包まれる。

　一刀両断。その四字熟語がすぐに頭をよぎった。振り下ろされた勇者の剣は、リリーの最大ＨＰをオーバーしたダメージを与えた。ハイネの攻撃で消費してしまったせいで、身代わりもない。

「体もボロボロのくせに！　それでもログインするなんて、もう学校辞めて廃人になっちゃえばいいのに！」

　倒れたリリーは強制ログアウトまでの僅かな時間にそんなことを言った。その言葉を問い質ただす暇はなく、反乱軍のリーダーは消えていった。

「え？　何、今の」

　マミは吹き出しに「？」を表示させた。

　理り央おがゲームを始めてから知った表現に「中の人」というものがある。主にキャラクターの声を担当している声優に対して使われるらしいが、リアルのプレイヤーを指して応用している人もいる。

　マミの中の人が女子高生であることは掲示板でも知られているし、ネカマではない本当の女の子で、しかも美少女なのも有名だ。

　だからリリーの「学校辞めて」はわかる。しかし、「体もボロボロ」は変だ。この発言ができる人は限られている。今日の体育祭に参加して、保健室に連れて行かれる麻ま未みを見た人間だけ。理央よりも頭のいい亜あ梨り沙さも気づいただろう。

「マミ、とにかく高原に戻ってリリーを倒したことを伝えるんだ。頭が潰つぶれれば後は勝手に崩れてくれるはずだ」

「あ、うん……」

「マミさん、転移のアイテムがありますので私に摑つかまってください。リオさんも」

「ありがと」

　アリサに摑まって一いつ瞬しゆんでリハニル高原に飛ぶ。劣勢ながらも抵抗を続ける反乱軍に、マミは叫んだ。

「リリーは倒れました！　勝負はついています！　死亡ドロップをしたくない人は抵抗をやめて引き下がってください！」

　正規軍、魔王軍から歓かん声せいが響ひびき、コメント欄らんが埋め尽くされる。

　ここからは早かった。起死回生の「死者再生リビングデツド」がなくなったことで反乱軍はモチベーションを奪われ、誰だれだってドロップは嫌なので敗走した。最後まで戦って散るという演出にこだわったプレイヤーもいたが、当然やられて望みを叶かなえた。

「さあて、裏切り者はどこかなー」

「ひいっ……」

　かわいそうなのは先に反乱軍に加わった一部の魔ま王おう軍ぐんプレイヤーで、アリサが正規軍への協力を表明したので結果的に裏切り者扱いを受けるハメになってしまった。残党狩りが大好きなリンコに目をつけられ、八つ裂きにされていく。凛りん子こは亜あ梨り沙さが麻ま未みの味方になると予想していたのだろうか。賢かしこい凛子ならそこまで読んでいたかもしれない。

　戦せん闘とうが終わり、高原に静けさが訪れる。容量いっぱいまでドロップ品を拾っていたリオは、マミとアリサが二人でいるのに気づいた。

「助かったよ。心から礼を言わせてもらうね、ありがとう」

「いえ。私の判断に不満がある人もいると思いますけど、これでよかったんです。勇ゆう者しや城じようの攻略もしてみたいですし」

「あはは。じゃあ魔王城みたいにバッチリ罠わなを準備しておかないとね」

「はい。楽しみにしてますね。それでは」

　握手はせず、また二人は互いに背を向けた。いいなあ、このジャンプっぽさ。

「リオくん、こっち」

「おう」

　マミに呼ばれて親しん衛えい隊たいに合流する。消耗したアイテムを補充するために近くの村に立ち寄ることになった。ハルトは掲示板に張り付くというので一回ログアウトした。リリーは死んだものの五時間経たてばまたログインできるわけで、そこでどう動くかというのは警戒しておく必要がある。

「一つだけ文句言っていい？」

　マミが言った。

「なんだ？」

「リオくん来るの遅い！　魔王が来てくれたからよかったけど、負けそうな時に最後の晩ばん餐さんはリオくんに作ってもらおうと思ってたんだよ？」

「悪い悪い。その、なんだ、親がナポリタンのおにぎり作ってて、それが食べにくいのなんのって……」

「何それ！　そんなのあるわけないじゃん！　もうちょっとマシな噓うそついてよ」

「いやあるんだよそれが！」

　その時、ドアがノックされた。理り央おは問い詰めてくるマミをかわし、ぶーぶー言われながらもログアウトした。言い訳は学校でしよう。

「お疲れ様、兄ちゃん。亜梨沙ちゃんは英断だったね。こういうの私、嫌いじゃないよ」

　凛りん子こが紅茶のカップを手に入ってきた。

「ああ。お前にも殺されずに済んだしな。こりゃハマっちまうよ」

「それならオムツ買っておかないとね。トイレ行く間も惜しまないと」

「そこまではしねえよ！」

「え？　私、オムツしてるけど」

「はは。冗談キツいな」

「…………」

「マジで!?」

「噓うそに決まってんじゃん」

　心臓に悪い。

「はあ……。でも麻ま未みが死ななくてよかった」

　つい口に出してしまい、おそるおそる凛子の表情をうかがう。亜あ梨り沙さ派の凛子の前で麻未を気遣うような発言はまずかったかも。

「でも、これで兄ちゃんの二アカ二股生活は続くってことだね」

「二股ってお前……！　いや……否定はできねえよな。ごめんな、こんなだらしない兄ちゃんで」

　凛子は紅茶のカップを机に置いて、「よしよし」と理り央おの頭を撫なでた。

「私はだらしないだなんて思ってないよ。むしろ、兄ちゃんは偉いと思う」

「偉い？」

「うん。だってさ、ぶっちゃけ亜梨沙ちゃんと宇う留る野のさん、どっちも兄ちゃんのこと好きだよ。亜梨沙ちゃんは兄ちゃんを意識してるの丸わかりだし、宇留野さんだって、好きでもない人の家に遊びに来るわけないし」

　いつものように直球な妹である。

「そんなの……いや、はぐらかしても仕方ねえか。俺もそう思うよ」

　自惚うぬぼれるつもりはないが、きっとそうなんだと思う。

「あ、ちなみに私も好きだよ。彼女になりたいくらい」

「マジで？　凛子、好きだ。付き合ってくれ」

「やっぱりごめんなさい」

「何だったんだよ今の！」

　長年の付き合いだが、凛子という人間がわからない。わかっているのは、敵に回してはいけないということだけだ。

「まあそれでさ、兄ちゃんは自分の心を決められなくて、決まるまでは二人を傷つけないようにって悩んで、苦しんでるじゃん。現実でも、ゲームでも。偉いっていうのは、そういうところ」

「……それしか道がなかったんだよ」

　結果、こんな優柔不断男のできあがりだ。

「私はね、本当にダメなのは、相手の気持ちに気づかないか、気づいていても気づいてない振りをして、知らない間に相手を傷つける人だと思う。兄ちゃんがそういう男だったら、亜あ梨り沙さちゃんも宇う留る野のさんも傷ついて、私が許さなかったと思うよ」

「そんな奴やつは俺だって許せねえよ。ただのバカじゃねえか」

「だから、兄ちゃんは違うんだよ。もうちょっと自信持ちなよ。私の兄ちゃんでしょ？」

「凛りん子こ……お前ってブラコンだよな」

「生まれた時からね」

　衝しよう動どう的てきに凛子を抱きしめようとしたが、鎖さ骨こつの間をぐいっと押された。理り央おが咳せき込こんでいるうちに凛子は「おやすみ」と言って出ていってしまった。せっかく兄妹のスキンシップを取ろうとしたのに。照れ屋さんなんだから。

　情けないが、凛子には随分と助けられている。あの妹の兄として恥じない男になりたいが、うん、もうちょっと待ってて。

　リリーによる反乱は、魔ま王おう城じよう攻防戦に次いで「死者リビングデツドの乱らん」と掲示板などで呼ばれることになる。もし反乱が成功して勇ゆう者しやが倒されていたなら「死者革命」とかになっていただろう。また、理央のように勇ゆう者しやと魔王の共きよう闘とうに興奮したプレイヤーも多く、掲示板の書き込みは夜明けまで増え続けた。寝ろよ。

　体育祭の疲れもあって、急に睡すい魔まが襲おそってきた。麻ま未みからのメールも電話もない。ぐっすり眠っているのだろう。理央は葉は月づきさんの電源を切った。







　翌日の土曜日、筋肉痛に苦しみながらも理央は外出した。部活をしていた中学時代はこんなことなかった。やはり普段から運動しなくなったというのはよくないな。

　電車を降りたところで、今まさに改札から入ってきた亜梨沙と鉢合わせた。

「よう亜梨沙」

「りーちゃん？　こっちに用事？」

　気温も徐々に低くなり、亜梨沙は薄うす手でのコートに膝ひざ丈たけのスカート、足は黒いタイツに包まれていた。着ている服のどれかは母の亜あ希き子こによる手作りだろうか。

「実は亜梨沙の家に行こうと思ってたんだが、場所わかるか？」

「私の家だよっ。……前も来てくれたよね。魔王城攻防戦の次の日」

「んー、まあな。色々と言わなくちゃいけないこともあるし……。どっか出かけるところだったか。悪かったな」

「あっ、いいの。誰だれかと約束してるわけじゃないから」

　洋服を見に行って、そのままどこかの店で読書をするつもりだったらしい。実に亜あ梨り沙さらしい休日の過ごし方である。休みの日は一日中ログインとかじゃなくて安心した。

「なら昼飯奢おごらせてくれ。何が食べたい？」

「それじゃあ……ふふ、子羊のハーブ焼きが食べたいな」

　いたずらっぽく、かわいく亜梨沙は笑った。頰ほおが火ほ照てって、目を逸そらしたくなるくらい。そんな顔されたら、ドキドキして向き合えないじゃないか。

「あいにくフライパンを忘れてな。ファミレスでいいか？」

「うん。でも、昨夜の料理、美お味いしかったよ」

　理り央おは改札を出ずにまた電車に乗って、繁はん華か街がいまで移動することにした。それにしても亜梨沙がいじわるな冗談を言うとは。麻ま未みの影えい響きようが出ているような気がしてならない。

「実際に食べてないだろ。気ぃ遣ってくれなくてもいいって」

「そうなんだけど……りーちゃんが作ってくれたって思ったら、なんだか美味しい気がしたの」

「それならそれでいいけどさ。現実との切り替えはしてくれよな。鎌かま持って学校来るなよ？」

「ふふ。りーちゃんもフライパン持ってこないようにね」

　電車が駅に着き、改札口を出てすぐのファミレスに入る。残念ながら子羊のハーブ焼きはなく、理央はＢＬＴサンド、亜梨沙はパスタを頼たのんだ。

　注文を聞いた店員がさがって、理央はテーブルに額がつくくらいに頭を下げた。

「ありがとう、亜梨沙。おかげで麻未が助かった」

　今日、亜梨沙を訪ねた本題である。

「そんなっ……、やめてよりーちゃん。私は本当にああいうふうに思ったから、正規軍の味方をしようって決めたの」

「麻未たちと正々堂々戦いたいって？」

　亜梨沙は小さく頷うなずいた。

「麻未ちゃんは友達だから、反乱軍と一緒に倒すのに抵抗がなかったって言ったら噓うそになると思う。でも麻未ちゃんが私にしたみたいに、たくさんの仲間を連れて、作戦や陣形を考えて、お城を攻め落とすとか、やってみたいなって……」

　昨夜、亜梨沙は城を攻められた時のことを「怖かったけど楽しかった」と言った。理央はどちらかが死ぬのではないかと気が気ではなかったが、確かにあれは楽しかった。「たかがゲーム」という理央の認識は覆くつがえった。

　これから魔ま王おう軍ぐんが押して、勇ゆう者しや城じようを攻めるという日が来るかもしれない。そうしたらきっと、麻未は完かん璧ぺきに準備をして魔王軍を迎えるだろう。亜梨沙も四し天てん王のうと話し合って、数々の策を練るだろう。

　それは絶対に、楽しいに違いない。

「そりゃ楽しそうだな。俺もこんなにハマるとは思わなかったよ」

「昔は外で遊ぶ方が多かったもんね。りーちゃんは勇ゆう者しや軍ぐんだけど、勇ゆう魔ま戦せん争そうを好きになってくれて嬉うれしい」

　でも、と亜あ梨り沙さは表情を曇くもらせて言葉を継いだ。

「あのね、私たちの事情で他のプレイヤーさんに迷惑かけちゃってるかもって思うの」

「……あー、それか」

　亜梨沙と麻ま未みは現実の関係だ。麻未は魔ま王おうの正体を知らないが、亜梨沙は勇者が麻未だと知っている。それが戦局に影えい響きようを及ぼすことによって、事情を知らない99パーセントのプレイヤーを振り回してしまっているのではないか。理り央おもまったく気にしないというわけではない。

　だが、麻未が勇者なのも偶然、亜梨沙が魔王なのも偶然、亜梨沙が麻未のクラスに転校してきたのも偶然だ。仮に発覚したとして、誰だれが責められようか。

「私が正規軍に味方するって言った時も、反対した人もいたし……」

「そりゃ満場一致とはならんだろ。人間がやってるんだから。あんま深く考えなくていいって。うるせえのがいたら粛清しちまえ。魔王アリサの恐怖政治ってどうよ。四し天てん王のうに暗殺者アサシンいるだろ？　そいつ使えよ」

　命令されればいくらでも暗殺するぞ。レベル低いから成功率は保証しかねるけど。

「もう。私はそういうのはしないよ。ハイネさんだって……やらないよ」

　少し悩んだな。

「でもさ、みんな魔王についてきてるじゃん。結構いい魔王やってるんじゃないか？」

「私なんて麻未ちゃんに比べたらまだまだだよ」

　料理が運ばれて来て、理央はＢＬＴサンドを頰ほお張ばった。

「いい嫁、いい母、いい魔王か。三冠だな」

　亜梨沙もパスタをフォークでくるくる。

「ふふ。何それ。私はいいお嫁さんにもいいお母さんにもなれないよ」

「お？　どうしてだ？」

「だって、料理をしないもん」

　決して苦手ではなかったはずだけれど。

「ほう、その心は？」

「りーちゃんが料コ理ツ人クでしょ？」

「……なーるほど」

　上う手まい。つい納得してしまった。が、しばらく二人は黙だまって食べた。今の三十秒ほどのやり取りを反はん芻すうしてみる。亜梨沙も喋しやべらないのは、同じことをしているのかもしれない。亜梨沙は料理をしない。何な故ぜなら料理は理央の担当だから。

「…………」

「…………」

　するってぇと。

「……プロポーズ？」

「違うのっ！　今のはそのっ、勢いで言っちゃったっていうか、冗談だからっ！　忘れてっ。お願いだから忘れてっ」

[image: ]

「わかってる！　わかってるから落ち着け。いいか、恥ずかしいのはお前だけじゃない。俺もだ」

　ほら、周りがとんでもなく優しい目で見てるぞ。なんだよその「ごちそうさま」な雰囲気は。飯を食え。ファミレスなんだから。

　いたたまれなくなって、食事を終えたらすぐに店を出た。顔から火が出るとはよく言ったものだが、亜あ梨り沙さは火どころではなくマグマが噴ふき出しそうである。

　それから適当に店を回ったりしているうちに亜梨沙も落ち着いてきて、今度は慣れないことを言った後悔で落ち込んでいた。近くにチョコパイ屋があればよかったのだが見つからず、そもそもチョコパイ専門店があるのか考えているうちに四時近くになった。

「ごめんね。変なこと言って、恥ずかしかったよね」

「気にすんな。プロポーズなんてお互い何回もしてるだろ？」

「そうかもしれないけど……今は意味が……違っちゃうよ」

「……かもな」

　亜あ梨り沙さを家まで送っていき、ちょうど亜あ希き子こもいたので挨拶をして理り央おは帰路についた。

　リリーの反乱。結局、マミを守ったのはアリサで、リオは援護をしただけ。ハイネとしても、アリサにマミを倒さないよう懇こん願がんしたわけでもなく、アリサの指示に従って動いただけ。しかもすぐ死んだ。

　結果的にマミが死なずに済んだのでよかったが、理央は役立たずに終わるのか。

　いや、そうでもない。

　戦後処理は、まだ残っている。







「緑みどり川かわ、ちょっといいか？」

　週が明けて月曜日。午後の授業も終わり、帰宅組と部活組に分かれる頃、亜梨沙には先に帰っているように伝えて、理央は鞄かばんに教科書を入れている緑川を呼んだ。

「何だい？」

「一つ礼を言う。サンキューな」

「へ？　初はつ島しまくんに何かした？　パンツ見た？」

「いや、それくらいじゃ礼は言わない」

「それもどうだろう！」

　心当たりのなさそうな緑川を見送って、次に理央は靴を履はき替えて外に出た。傍らには麻ま未みもいる。そして向かったのはゴミ捨て場。前に麻未が秋あき乃のたちに連れ出されてシメられそうになった所だ。

「何の用なの？」

　理央が呼び出していた相手は先に来ていた。苛いら立だたしげだが、呼び出しに応じてくれたのは思うところがあったのだろう。

「理央くん、私も何のことかわからないんだけど……」

　麻未も戸惑っている。

「いいから見てろ。……もうちょっとだったな、リリー」

「……っ。何の話？　意味わからないんだけど」

　そいつは息を飲んだ。が、動揺を見せたのは一いつ瞬しゆんだけで、すぐに睨にらむように理央を見てきた。

「言ったまんまだよ。反乱軍のリーダーはお前だろ？」

「だから意味わかんない。どうしてそうなるの？」

　あくまでとぼけるつもりか。それでもいい。

　理央は根拠を並べた。過去の言動から、お前は勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインというゲームを知っているということ。麻未が体育祭で倒れたその夜に反乱軍が仕掛けてきたことで、同じ高校の人間である可能性が浮上してきたこと。

「は？　それだけ？」

　そいつは鼻で笑った。

「それじゃ証拠にはならないよ……。体育祭の日に一斉に攻こう撃げきしてきたのも偶然かもしれないし」

　味方であるはずの麻ま未みですら懐かい疑ぎ的てきだ。確かに証拠と言えるものではない。偶然という言葉で片付けられる程度だ。

「もう一つある。麻未、英語の勉強だ。リリーは日本語で何だ？」

「えっと……、スマホ使っていい？」

「そう言うと思って準備してある」

　理り央おは自分の携帯の画面を見せた。英和辞典のページを表示してある。麻未は画面を見るなり目を丸くし、対たい峙じする彼女に視線を投げた。

「……百ゆ合り」

「そうだ。なあ、黛まゆずみ百ゆ合り子こ」

　ヒントは緑みどり川かわ。あいつが初はつ島しまをファーストアイランドと呼んだことで、名前を直訳するという発想に至った。緑川には感謝である。

　ゲームで使う名前を決める時、本名の一部を使う人は少なくない。自分の分身となるキャラクターなのだから、と考える人は必ずいるはずなのだ。音は同じで漢字を変えてみたり、理央みたいにカタカナにするのだってその一つと言える。しかも「リリー」は名前として響ひびきもいい。勇ゆう魔ま戦せん争そうを始めた時の百合子が、この名前を選んでもおかしくはない。

「は？　探偵気取り？　確かに私は百合子だけど、英訳しただけで決めつけられちゃ困るんだけど」

「まあ推測だ。どれも決定的な証拠じゃないしな。お前が認めるかは好きにすればいい」

　ただ、理央が内心で確信しているだけだ。

「理央くん、リリーの正体が誰だれかなんて、突き止める必要ないじゃない。別にリリーは悪いことをしたわけじゃないんだし……」

　麻未の言う通りで、それは理央もわかっている。

　リリーは反乱軍を組織し、勇ゆう者しや陥落を目もく論ろんだ。反乱も味方へのＰＫも勇魔戦争では認められていることだし、その証拠に運営側は何も動いていない。むしろ、大規模な反乱にプレイヤーたちが次々に参加し、しかも最後には勇者と魔ま王おうの共きよう闘とうというドラマチックな展開にまで発展した。反乱は失敗に終わったものの、リリーはおおいに勇魔戦争を盛り上げたと言える。これは既存のプレイヤーを飽きさせないと同時に、宣伝として新規プレイヤーの獲かく得とくにも貢献したはずだ。運営側からレアアイテムの一つでも貰もらっていいくらいだ。

「俺もリリーがやったことを責めるつもりはない。でも、おかしいだろ？　ネトゲがオタクだのキモいだの言ってた奴やつが実はプレイしてるなんてよ。そこが知りたいんだよ」

　リリーはレベル３００近かった。かなりの時間を費やしているのは間違いない。

「だから私は違っ……」

「ネットゲーム、やってるの？　百ゆ合り子こ」

　百合子の声を遮ったのは、よく通る聞き覚えのある声。そこには水みず沢さわ秋あき乃のがいた。「お前が呼んだのか」と言わんばかりに百合子が理り央おを見るが、理央は首を横に振る。本当に呼んでいないのだ。

「秋ちゃん……どうしたの？」

「百合子が初はつ島しまに呼び出されてたって聞いて、探してたの。あの初島だから何するかわからないって……」

「おい」

　酷ひどい扱いである。そこ、麻ま未み、笑うな。どのあたりが「あの」なのか。

　秋乃は百合子を問い詰めた。百合子は否定しているが、秋乃はもうネットゲームをプレイしているものとして百合子を見ているようだった。もしかしたら、秋乃も以前から薄うっすらと感じていたのかもしれない。

「ねえ百合子、私にずっと隠してたの？　私がそういうの嫌いだから？」

　理央も麻未も口を挟めずにいた。それくらい、秋乃が必死だった。彼女は、近くにいた友人の隠し事に「裏切られた」と思っているのだろうか。

　そして、キレたのは百合子だった。

「秋ちゃんの噓うそつき！」

　その場にいた誰だれもが、すぐに意味を理解できなかったに違いない。百合子の言う「噓」とは何なのか。

「百合子？」

「秋ちゃん、本当はゲームも漫画も大好きでしょ？　中学までは嫌いだったかもしれないけど、高校に入って好きになったの知ってる！　学校じゃ興味ない振りしてたけど、私にはわかる。小学校から一緒なんだから」

「…………」

　秋乃は無言。しかし肯定だった。

「おい黛まゆずみ、俺らを置いてくんじゃない。キレ所がさっぱりだぞ」

「いいよもう！　私がリリーよ！」

　堰せきを切ったように流れ出すのは百合子が秘めていた秋乃への思いだった。秋乃と小学生からの付き合いだった百合子は、秋乃の両親がとても厳しい人だと知っていた。ゲームなどの娯楽を悪とし、秋乃に触れさせないようにしていた。それは成長するにつれて洗脳に近くなり、中学生になる頃にはすっかり秋乃のオタク嫌いは完成していた。ここまでは理央が知っている秋乃である。人の家の教育に口は出せないが、秋乃の両親はやり過ぎなのではないかとも思う。

　だが、秋あき乃のが第一志望のこの高校に受かったのをきっかけに両親の厳しい教育も緩ゆるみ、同年代の友達が好むような娯楽が解禁され、携帯電話も買ってもらえた。

「じゃあ水みず沢さわはそこで……」

　察しの悪い理り央おでもわかった。

　そんな秋乃に何が起きたか。禁欲的に生きてきた反動で、娯楽に溺おぼれたのである。世の中にこんなに楽しいことがあったのかと、世界が一変したのだろう。理央も、初めてゲーム機を買ってもらった時は感動したものだ。

「で、でも私、学校でそんな話したことないし……」

「わかるよ。秋ちゃん、私と一緒に帰ってくれなかった日は、ゲームとか漫画を買いに行ってたんでしょ？　わざわざ家から遠いお店で」

　尾行していたわけではないが、人気漫画や注目ゲームの発売日は百ゆ合り子こも知っていたので、その日ばっかり秋乃の行動がおかしいことで気づいたようだ。理央の地元の本屋にいたのはそういうわけか。

　決して恥じるようなことではないのだが、中学生の時に散々オタクをバカにしてきた過去があり、同じ中学出身者がいる中で「オタク趣しゆ味みも素敵。中学のことは撤てつ回かいします」とも今さら言えない。秋乃は友人の百合子にまでも隠し通すことを決める。

　やがて麻ま未みの影えい響きようで校内で流は行やりだした勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインに、隠れオタクの秋乃が興味を引かれるのは必然だった。同時に百合子も秋乃がプレイしたがっているような気配に気づく。

　素性を隠せばネットゲームをプレイする分には問題ない。が、大きな壁かべが立ちはだかった。麻未の存在である。

「あ、ここで私が出てくるんだ」

　すっかり置いてけぼりだった麻未が追いついてきた。

「そうよ。秋ちゃんが宇う留る野のさんをよく思ってないのは知ってた。その宇留野さんが活かつ躍やくしてるゲームをプレイするなんて秋ちゃんのプライドが許さない」

　麻未を嫌っているのは噓うそではなかったようだ。シメようとするくらいだから当然か。それにプライド高そうだし。

　そして偶然にも百合子は麻未を知る前から勇魔戦争のプレイヤーだった。リリーのレベルからしてそうでなければおかしい。もちろん、当時はオタク嫌い全開の百合子には明かしていないが。

「で、麻未を勇ゆう者しやから引きずり降ろそうってか。魔ま王おう城じようで負けて反乱起こすにもタイミングよかったもんな。つうかさ、だったら他のゲームやりゃいいじゃん。ネトゲなんていくらでもあるだろ」

「秋ちゃんには勇魔戦争をやって欲しかったの！　宇留野さんさえいなければ面白いゲームなんだから！」

「あ、それはどうも……」

　麻ま未みも複雑である。

「じゃあ百ゆ合り子こは私のために……」

「そうよ！　勇ゆう者しやマミがいなくなったら秋あきちゃんを誘って一緒にプレイしたかった。もし運がよくて次の勇者になれれば、秋ちゃんに親しん衛えい隊たいになってもらうのもいいなって……」

　百合子は目に涙をためて、今にも泣きだしそうだ。それくらい秋あき乃のは大切な友達で、一緒に楽しい時間を過ごしたかったのだろう。

「ありがとう、百合子」

　秋乃もまた、誰だれにも明かしていない心の内に百合子が気づき、障害となっている麻未をどうにかしようと頑張ってくれたことに表情を綻ばせる。

　麻未は自然に微笑ほほえんでいた。

「なんか、いいね。友達のためを思って……」

「おいコラ待て。何キレイな友情でいい話にまとめようとしてんだよ」

「理り央おくん水差しすぎ！」

　麻未にどう言われようと関係ない。このまま終わらせてたまるか。

「こっちはな、楽しんでるゲームをバカにされてキモいだの何だの言われてんだぞ？　そんで蓋開けてみたらプレイしてるんです、プレイしてみたかったんです？　ふざけんなよ。俺の謝罪は何だったんだって話じゃねえか」

「いや、それは理央くんの足が遅いからじゃん？」

　おぅふ。

「今それ言うなよ麻未！　とにかく俺の希望は一つだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうをバカにしたことを謝れ。俺じゃなくていい、麻未にだ」

　百合子と秋乃、二人は顔を見合わせ、次に麻未に向き直った。が、すぐに言葉は出ず、何かの葛藤に揺れているようだった。男子に人気がある麻未が気に入らないのは変わらないわけで、素直になれないのだろう。

　でも、勇魔戦争が好きというのも変わらないわけで。

「……ごめん」

　二人は謝った。

「うん。勇魔戦争をプレイしてくれてありがとう。水みず沢さわさんも、参加してくれるんでしょ？」

「こうなったらやるに決まってるし！　もちろん魔ま王おう軍ぐんで始めてあんたを倒しに行ってやるんだから！　もうパソコンもネトゲ用に調整してあるし」

　準備万端じゃねえか。

「私は、リリーを消して秋ちゃんと魔王軍でレベル１から始めるよ。勇者を倒すのは魔王を倒して次の魔王になってからかな」

　うーん、それも困る。

　こうして、ギリギリまで勇ゆう者しやマミを追いつめた死霊術師ネクロマンサーリリーによる反乱は現実でもって幕を閉じた。







　鞄かばんを取りに教室に戻ると誰だれも残っていなかった。かすかに吹奏楽部が練習している音が聞こえる。

「さあて、帰ってログインして、勇者軍の立て直しをしないとね」

「体の方は平気なのか？」

「昨日ゆっくり休んだから大丈夫。さすがに金曜の夜は辛つらかったけどね」

　のんびりしていると日が暮れる。麻ま未みは自転車だから暗い道を一人で走らせるわけにもいかない。早く帰ろうと促すが、麻未は「もうちょっといいじゃん」と机に腰かけて足をぷらぷらさせた。

「寒くなるぞ」

「ちょっとだけだってば。……反乱軍も落ち着いてるみたいでよかったね」

　リリーをはじめ多くの反乱軍が倒れたが、ログインできるようになればまた復活する恐れもあった。しかし実際はそうはならず、反乱軍は解体された。また同じメンバーで反乱を起こしても魔ま王おう軍ぐんがまた正規軍に味方すれば負けるのは目に見えているし、リーダーが死亡したことで反乱という「イベント」に一区切りついたと考える人も多いようだった。つまり、「あー楽しかった」と終わりにしたのだ。第二のリリーとなるべく反乱を起こそうとしたプレイヤーも当然いたが、リリーの時ほど人数が集まらない。しかも親しん衛えい隊たい、四し天てん王のう、リンリン突とつ撃げき隊たいなどの腕利きのプレイヤーたちに睨にらまれて、あえなく芽を潰つぶされていった。

　反乱軍となった勇者軍プレイヤー、反乱軍に加わった一部の魔王軍プレイヤーの処遇についてはマミとアリサが決めることになると思うが、どうせ二人とも不問にするのではないだろうか。麻未は「盛り上げてくれてありがとう」なスタンスだし、亜梨沙はそもそも処罰というのを考えられない優しい性格だ。「処刑」の名目で一回ＰＫした方が魔王っぽいと思うけど。

「そうだな。俺もあいつらが謝ってくれて満足だ」

「……ありがとね。私のお父さんが作ったゲームだから、どうしても謝って欲しかったんでしょ？」

「どれだけ麻未が勇ゆう魔ま戦せん争そうを好きか知ってるからな。許せなかったんだよ」

　麻未はもう一度「ありがと」と言った。

　教室に二人きり。前にもこんなようなことがあった気がする。確かあの時は麻未が変にそれっぽいことを言ってからかわれたような。

「お礼しないとね。現金でいい？」

　麻ま未みは財布を取り出す仕草を見せた。

「素気ねえな。『一つだけお願いを聞いてあげる』くらい言えんのか」

「あはは。それは言えないなあ。理り央おくんが何を要求してくるかわからないし。『髪の毛を煎じて飲ませてくれ』って頼たのまれても聞けないよ？」

「どんな方向の変態だよ！」

　つい麻未の髪に目が行ってしまったのに気づかれただろうか。

　別にお礼が欲しくてやったわけでもないし、こうやって学年一の美少女と話せているのだから見返りはすでに十分である。

　だから別にいらないと理央が言うと、麻未はそれじゃあ気が済まないと譲ゆずらなかった。

「ファンタオレンジじゃ普通だし……」

「普通でいいって」

　理央が鞄かばんを持つと、麻未もぴょんと机から降りた。それから昇降口で靴を履はき替えるまでの間、ずっと麻未は考えていた。

「うん、これにしよ。理央くん、そのまま動かないでね」

「ん？」

　すると麻未は自分の人差し指を唇につけ、それをそのまま理央の頰ほおにあてた。上目遣いにこちらを見る麻未はまさに小こ悪あく魔まの笑み。指が触れた頰がじわじわと熱を持っていくように感じた。

　ただ、麻ま未みの頰ほおもまた見たことがないほどに紅潮していた。それが西日のせいなのか、寒さのせいなのかはわからなかった。
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　理り央おは自分が息を止めていたのに気づいて、大きく吐き出した。それを見て麻未が笑う。

「あはは、息とめるようなものでもないってば。これで満足したまえ。今夜もよろしくね、私の料コ理ツ人クくん」













　　　　エピローグ







　どうにも胸の鼓動がおさまらないまま家に着いた理り央おは、玄関に女子用のローファーがきちんと揃そろえて置いてあるのに気づいた。はて、家族に女子高生なんていたっけ。

「おかえり。りーちゃん」

「亜あ梨り沙さ!?」

　リビングにいたのは亜梨沙だった。学校からそのまま来たようで、制服の上からエプロンといった姿である。すっげえ似合っててかわいいんですけど。

「突然ごめんね。あのね、りーちゃんに料理作ってもらったから、お返しに晩ご飯を作らせてもらおうかなって……。おばさんには凛りん子こちゃんがメールしてくれてるから……その……いい？」

　だったら学校にいる間に言ってくれればよかったのに。あ、いや、「ご飯作りに行ってもいい？」なんて会話を教室でできるわけないか。

　エプロンでキッチンに立つ亜梨沙はまさに新妻で、半ば無意識に新婚生活というものを連想してしまう。待て自分、早まるな。かつてやったおままごとの延長くらいに考えろ。

「いいも何も、あれは勇ゆう魔ま戦せん争そうの中の話じゃねえか。別に現実で返してもらわんでも……」

「だって私は魔ま王おうだから、いくらお礼でも親しん衛えい隊たいのりーちゃんにアイテムをあげるなんてできないの。だから、現実でお礼がしたいなって」

　すると凛りん子こがやって来た。母にメールしたことを亜梨沙に伝え、次に口の端をにやりとつり上げて兄を見上げる。

「兄ちゃん、素直に亜梨沙ちゃんの料理が食べたいって言えばいいじゃん。なに照れてんのさ」

「あ、こらっ……。わかった、食べてえよ。つうか似合い過ぎなんだよ亜梨沙！　反則だろそれ！」

「え？　そ、そうかな……。えへへ」

　変わらないな、この笑い方。

「かわい過ぎ。ねえ兄ちゃん、やっぱり私が貰もらっていい？」

　凛子がそんなことを言った。そうかー、凛子と亜梨沙がくっついたら亜梨沙も妹になるのかー。よし、落ち着け。

「だったら亜梨沙、俺が食べたいもの、当然わかってるよな」

「えっと、ハンバーグにしようと思うの。あ、もちろんチーズも乗っけるよ」

　よくわかってらっしゃる。

　亜あ梨り沙さが料理に取りかかった。じろじろ見るのも変態のそれなので、かといって亜梨沙を放って二階にあがってしまうのも気が引けて、理り央おはリビングのテレビをつけてソファに尻を沈めた。隣となりにちょこんと凛りん子こも座る。

　凛子はリモコンを持った理央の腕を取ると、すんすんと匂いを嗅いだ。

「ねえ、もしかして宇う留る野のさんと一緒だった？」

　亜梨沙には聞こえないように声を潜ひそめて。

「お前、空港で麻薬でも探したら？」

「前に宇留野さんが来た時、軽く香水つけてたから覚えてただけ。もしかしてリリーの絡みだったり？」

「まあそんなもん。その辺はケリつけたよ。俺もちっとは働くさ」

　適当にチャンネルを変えてみても、この時間は夕方のニュースばかりだ。

「ふうん。それにしても、亜梨沙ちゃんも攻めてきたね」

「攻めて？　ハンバーグがか？」

「そ。宇留野さんに負けないように、まずは兄ちゃんの胃袋をおさえにきたのかも。あの亜梨沙ちゃんがだよ？　本気だよこれは」

　理央と凛子が知っている亜梨沙は、おとなしくて自己主張が控え目な女の子。その女の子が今、胃袋をおさえるべく家にやって来てキッチンに立っている。リオがアリサにご馳ち走そうした料理のお礼とは言っているものの、勇気を出して玄関のチャイムを鳴らしたに違いなかった。

「……言っていい？　『モテる男は辛つらい』って」

「どうぞ遠えん慮りよなく。ホントのことだしね」

　ちらりと後ろを振り返ると、ひき肉をこねる亜梨沙と目が合った。

「どうしたの？　りーちゃん」

「あ、いや、腹減ったなーと思って」

「ふふ。大きいの作るから、残さないで食べてね、りーちゃん」










　　あとがき




　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。二巻はいかがでしたでしょうか。

　発売がエイプリルフールの四月ということで「結婚しました」くらいの噓うそを書こうと思っていたのですが、なんかむなしくなったのでやめました。そういうわけで、これからは今日観てきた映画の話をします。




　まず、映画を観に行く前から始まります。当日、朝起きて風呂に入り体を清めます。大好きなオールドファッションを食べて気分を盛り上げ、いざ映画館へ。と思ったら予約をしていなかったので、買おうとしたらまさかのチケット完売。恥ずかしながら人気を甘く見ており、泣く泣く一日おあずけとなって、今度はちゃんと予約をして映画館に行きました。現地でポップコーンとメロンソーダを買います。私はメロンソーダが選べる場合は必ずメロンソーダを買います。何な故ぜなら、次にいつ飲めるかわからない飲み物だからです。

　さて上映です。

　一番楽しみにしていたのはライブのシーン（と雪ゆき歩ほ）でした。テレビ放送の時からライブのカメラワークが素敵でしたので今回も期待していましたが、期待を裏切ることなく素晴らしいライブだったと思います。贅ぜい沢たくを言えば、もう一曲くらいあってもよかったなあ。ぶっちゃけ二時間ライブでも私は満足だったでしょう。また、彼女たちの成長も描かれていて、去年から楽しみにしていたかいがありました。あとは一巻の印税で一番くじを買い漁あさるだけです。こうやってお金は回るのです。




　以下、謝辞となります。

　一巻に続き素晴らしいイラストを描いて頂きましたこーた様、深くお礼を申し上げます。聞いたところによると私の住まいとは少し離はなれてしまっているようですが、いつか食事でもご一緒したいです。

　ネットゲームのことについて助言をくださった担当様、これからも情報提供をお願いします。

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機会があれば、またお会いしましょう。





高遠豹介
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれ千葉育ち。週に２回は行こうと決めてジム通いを始めましたが、最近は週に１回も行っていない始末。会費だけ払えば腹筋が割れるようなジムってないの？　あと素敵な出会いもないけどどういうことなの？
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イラスト／こーた

最近、僕も遂に花粉症を発症しました。

今なら苦しんでいた人の気持ちがわかる……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。
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今日きょうからかけもち四し天てん王のう!２




～勇ゆう者しゃ陥かん落らくと革かく命めいの日ひ～








高たか遠とお豹ひょう介すけ
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